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序

現在、国際化の流れの中でアジア地域により一層開かれた国際都市を目指し、まち

づくりを進めている福岡市は、古くからアジア大陸との交流を通じて発展してきました。

本市では、この交流を物語る文化財の保護、活用に努めていますが、開発によりやむを

得ず失われていく遺跡については、記録保存のための発掘調査を行っています。

本書は、博多区那珂遺跡群内の開発事業に先立って行われた、第102次発掘調査を

報告するものです。調査の結果、弥生時代から中世における遺構および遺物が発見され、

当時の生活を復元する上で多大な成果を挙げることができました。

最後になりましたが、発掘調査から整理、報告に至るまでの費用負担などのご協力を

賜りました有限会社コマナシヤルモール筑紫適様をはじめとする関係者の方々および

地元の方々には、多大など理解とど協力をいただきました。ここに感謝の意を表すとと

もに、本書を文化財保護や普及、教育などに活用していただければ幸甚に存じます。

平成20年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　山　田裕嗣



例　　言

1・本書は福岡市教育委員会の指導のもと、2004年11月15日から2005年3月14日にかけて、

岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が実施した、㈲コマーシャルモール筑紫通の商業施設建設に伴

う那珂遺跡群の第102次発掘調査の報告書である。

2．本書の執筆・編集は福岡市教育委員会の指導のもと、堀苑孝志が行った。

3．種子の同定及び考察はパリノ・サーヴエイ株式会社に依頼した。

4・獣骨の同定及び考察は国立歴史民俗博物館の西本豊弘に依頼した。

5．遺構の実測図は中下まり江が行った。

6・遺物の突沸図は佐田裕一・中下まり江・倉園眞記が行った。

7．遺構・遺物のトレース図は、AdobeIllustratorCSを使用し、松尾祥子．中下まり江・倉園眞記

が行った。

8・遺構及び遺構の写真は堀苑孝志が撮影した。

9．SUMMARYおよび背表紙の英訳は倉園眞記が行った。

10・遺構及び遺物の色調については、『新版標準土色帖2002年版』を基準にした。

11・遺構番号は調査区内で連番をつけ、遺構の略号を冠して呼称する。遺構の略号は以下の通りであ

る。

柵列　SA　　掘立柱建物　SB　　溝　SD　　井戸　SE　　道路跡　SF　　土坑　SK

柱穴、小穴　SP

12．方・位は真北であり、磁北は6。21′　西偏する。

13．座標は日本測地系を用いる。

14．本報告書に係わる図面・写真・遺物等は、『埋蔵文化財の整理・収蔵要項』福岡市教育委員会

1994年に従い整理し、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵・保管する。

凡　　例

【遺構】

①　基本土層は、2種類のトーンによって分けられる。

ローム層

粘土層



【遺物】

①　土器の断面において、網かけのないものは土師器、あるものは須恵器を表現する。

②　内外面に綱かけのあるものは丹塗り処理されているものを表現する。

※矢印は、削りの方向を示す。

「‾一一一口径一一‾‾1

回転へラ削り

※丸底の土器については、底径の計測は不能とする°

「　一口径l一つ
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Ⅰ．はじめに

1・調査に至る経緯

平成16年8月26日に、㈱幸洋コーポレーションより、福岡市博多区東光寺町2丁目

23・24・25・26番地（総面積11，050・27㎡）について、商業施設建設に係る埋蔵文化財事前審査

願が提出された（事前審査番号16－2－537）。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である那珂遺跡群に

含まれており、申請地周辺においても埋蔵文化財発掘調査が多く行われてきた地点である。これを受

けた埋蔵文化財謀では、平成16年9月21日に確認調査を行い、対象地内において遺構が存在する

ことが明らかになった。このため事業者と埋蔵文化財謀で、埋蔵文化財の取り扱いについて協議がな

された。

この結果、事業地内において地下に掘削が及ぶ範囲について、記録保存のための発掘調査を行う合

意を得ることができた。しかし埋蔵文化財課が発掘調査に着手する時期と、事業者の工事日程に調整

が困難な事態が生じた。そこで民間調査機関である岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が福岡市教育委

員会の指導のもと、㈱幸洋コーポレーションの系列会社である、㈲コマーシャルモール筑紫適の調査

委託を受けて発掘調査を受託することになり、㈲コマーシャルモール筑紫通、岡三リビック㈱、福岡

市教育委員会の三者間で、適正な発掘調査を実施するための協定書が取り交わされた。また、発掘調

査は福岡市教育委員会の指導のもと、岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が実施した。発掘調査は平成

16年10月15日から開始し、翌年3月14日に終了することができた。整理作業および報告書作成は、

調査終了後に開始し、平成20年3月31日に報告書を刊行するに至った。

なお、現地で調査を行うにあたり、ど理解と多大な協力をして頂いた事業者関連各位、および指導

を賜った諸氏には、ここに記して感謝の意を表したく思います。

青木　誠・池崎譲二．片多雅樹・木下　良・木本雅康・久住猛雄．田中壽夫．常松幹雄．長家　伸

西本豊弘・橋本真紀夫・書留秀敏・山口譲治・山村信朶

福岡市教育委員会埋蔵文化財謀・福岡市埋蔵文化財センター．㈲コマーシャルモール筑紫通（敬称略）

2．調査体制

事業主体（調査委託）

調査主体

調査担当（調査受託）

調査員

調査補助員

調査作業

整理作業

有限会社　コマーシャルモール筑紫通

福岡市教育委員会

岡三リビック株式会社　埋蔵文化財調査室

堀苑孝志　（埋蔵文化財調査室　九州分室）

中山　浩　（埋蔵文化財調査室　九州分室）

松尾祥子　（埋蔵文化財調査室　九州分室）

中下まり江（埋蔵文化財調査室　九州分室）

倉園眞記　（埋蔵文化財調査室　九州分室）

尾畑信江・加治久住．黒木三千夫・柴田篠平・田原忠昭．富永勝夫

漬松　明・平田良行・藤岡靖憲．古川　満．安富文雄

加集和子・佐田祐一・山本良子
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Ⅱ．遺跡の概要

1・遺跡の立地と環境

那珂遺跡群が所在する福岡平野は博多湾に画し、海浜・砂丘・潟・沖積低地・段丘・丘陵・山地と

多様な自然環境を内包している。長い歴史の中では、海岸部における環境の変化が最も著しく、海進・

海退や砂丘の形成などが絶えず行われてきた。また内陸部も河川による侵食や堆積作用がみられ、こ

うした環境の変化が先人の営みを、大きく左右してきたことは言うまでもない。

那珂遺跡群はこの福岡平野のほぼ中央に位置し、北西から流れる御笠川と那珂川に挟まれた台地上

にある。この広域に及ぶ中で、当該調査地点は御笠川の左岸上にあたる。基層は花崗岩の風化礫層を

基盤とし、その上に粗砂・柵砂・シルトが堆積する。さらに上層は阿蘇Ⅳ火砕流による、八女粘土

層と鳥栖ローム・新期ロームで形成され、遺構はこのローム上面で確認されることになる。標高は5

～11m前後を測り、古くは北・東・西側に多くの開析谷が形成され、八つ手状の景観が望めたもの

と考えられる。しかし戦前の区画整理や近年の市街地化により、著しく平坦化された現状に往時の面

影を見出すのは困難となっている。それでも那珂遺跡群が占める辺りの地形を俯撤すれば、南側に

4kmほど離れた春日丘陵を起点とした、緩やかな起伏が延びきった辺りであることは理解できよう。

2．遺跡の歴史的背景

今回で第102次を数えることからも、これまでに頻繁に発掘調査が繰り返されてきたことが物語

られる。また遺跡の時代も旧石器から中世にかけてと幅広く、遺構および遺物の密度も高いと言える。

特に弥生時代になると密度は急激に増すようで、大規模な集落が営まれていたとされる。周囲を見

回しても、北西には当遺跡とは浅い谷地形を境に隣接する比恵遺跡群。御笠川を隔てた対岸には雀居

遺跡。南側に眼を転じれば那珂君休遺跡・諸岡遺跡・板付遺跡などが、春日丘陵から緩やかに延びる

台地上に数珠繋ぎに連なる。さらにこの丘陵には、奴国の中心地と考えられる須玖岡本遺跡もある。

古墳時代に入ってもそうした勢いは相変わらずで、海岸砂丘部の博多遺跡群に前方後円墳が築かれ、

比恵遺跡群でも消滅した円墳が認められている。そして当遺跡群内においては、2基の前方後円墳が

認められており、一つは三角縁神獣鏡を出土した那珂八幡古墳で、これより北西約500mの位置に

東光寺剣塚古墳がある。また比恵遺跡群においては後期の大型建物群や柵跡が認められており、かね

てより那津官家跡の可能性が指摘されている。

古代になるとこの一帯は那珂郡として編入されるに至る。その郡衙は当遺跡のすぐ東側に隣接する、

御笠川と諸岡川の間に挟まれた那珂君休遺跡が想定されている。さらにここより南西方向に1．5km

ほど向かうと、今度は高畑廃寺が所在した推定地がある。これらを結ぶ延長線上には、博多湾から太

宰府に向かい延びる官道が数箇所で発見されており、交通の要所であったことが分かる。

さらに降り中世になると、この辺りは那珂郡比恵村の地名で呼ばれ、村落が営まれていたものと思

われるが、かつての活況をそこに見出すのは困難である。



市

1．比恵遺跡群　2・那珂遺跡群　3．山王遺跡　4．那珂君休遺跡　5．板付遺跡　6．諸岡追跡　7－／汗川遺跡椚　8．井尻遺跡群　9・博多遺跡群

10・堅粕遺跡群　11．吉塚遺跡群　12．吉塚本町遺跡群　13・福岡城　14－三宅廃寺　15．野多目追跡　16・「1佐遺跡群　17．雀居遺跡　18．須玖追地相、／
A－那珂遺跡群第102次地点

Fig．1那珂遺跡群と周辺遺跡（1／50，000）
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Fig．2　調査区位置図－1
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Fig．3　調査区位置図－2
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3．調査地点の立地と環境

調査区内において窪地の地形が、南東側と北西側の2箇所に認められた。この他にも南西の隅に、

調査区外に向けて広がる様相の部分が僅かながら覗く。その範囲はSDOOl溝跡辺りにみられるロー

ム面からはじまり、これより東側の御笠川の方向に緩やかに傾斜していくようである。おそらくこの

辺りが丘陵部の縁辺であり、その先に窪地に堆積した黒褐色土が広がる。

この黒褐色土内には、弥生時代末から古墳時代を主体とした遺物が多く包まれるものの、遺構を確

認するのは困難であった。そこで黒褐色土を掘削すると、地山である白黄色の粘土層が現れ、掘りあ

がった地形は浅い凹レンズ状となる。すると、この面でよやく遺構の掘り込が確認できるようになる。

こうした様相はこの台地特有の、八つ手状に入り込んだ谷地形に起因しているものと思われる。つ

まり粘土面の広がる窪地は谷底にあたり、本来はローム面である台地とは高低差があったのであろう

が、後世の削平によりそうした面影を辺りに見出すのは難しい。

今回の調査ではこの谷底に広がる部分に遺構が集中する傾向が認められたが、これは見かけじょう

のことで、あるいは台地上にあった遺構は削平により消滅してしまったとも考えられる。

窪地の中でも調査区の北西端には、東西方向に延びる深さ1．5mほどの埋没谷が確認できる。ここ

にも黒褐色の埋土が堆積しており、植物の繊維質部分が折り重なるように認められる。さらに中ほど

の深さの位置では、弥生前期の土器が出土しており、この時期には谷もまだ埋まりきってない状況で

あったことが分かる。では谷が完全に埋まるのは、ここに古代官道が構築される点から、遅くとも古

代までには埋没を果たしていたものと考えてよさそうである。但し、ここからは杭が集中して認めら

れ、弥生の遺跡でもよく確認される状況に似ている。すると弥生時代のある時期まで、谷の埋没時期

も遡って考えなければならないであろう。

4・基本層序

A

1．褐灰　　　7．5YR4／1粘性に富む．かたくしまる　旧水田床土？

2．黒褐　　　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を少量含む。
3．黒褐　　　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を中量含む。

4．灰褐　　　7・5YR4／2　粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を多量含む。
5．褐灰　　　7．5YR4／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を中量含む。

7．黒褐　　　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を少量含む。
6．黒褐　　　7．5YR3／1粘怪あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を少量含む。

粘土ブロックを帯状に含む。

8．黒　　　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維質）を少量含む。

9．褐灰　　　7．5YR4／1粘性に乏しい・しまり弱　　植物遺体（繊維質）を少量含む。
砂質土。

10．にぷい橙　7．5YR7／3　粘怪に乏しい．しまり弱　　植物遺体（繊維質）を少量含む。

砂質土。

※3層より下は埋没谷

700m

1．褐灰　7．5YR4／1粘性強．かたくしまる　旧水田の床土か？
2黒褐　7．5YR3／1粘性強・かたくしまる　旧水田の床土か？

3．黒　　7．5YR2／1粘性強．かたくしまる　遺物包含層。

6

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

；一　一　一　一；　　　　　　Ⅰ（1′100）

Fig・4　基本土層図
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Fig．6　第102次調査全体図
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Fig．7　士坑群A
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Fig．8　土坑群B
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Ⅲ．発掘調査の記録

SDO01溝跡

全体の平面形態や規模は、両端部が調査区外まで延びることより不明である。確認できる範囲にお

いての総延長は約75．0mを測る。その南側半分が大きく南西方向に向け湾曲する。北側の端も西に

向かい弧を描くようである。全体的な底面の標高は、北側に向かうにしたがい徐々に下がる傾向が認

められ、両端部での高低差は約0．3mを測る。この途中では障壁を残し区画を施した掘り込みが幾つ

か認められ、水位の調整を果たす機能が考えられる。当遺構の南側においては、この東側に沿うよう

にして弧を描く段差がみられる。その高低差は最大で0．3mほどであるが、ここには水田が営まれ北

流する当遺構からは潅漑用の水を供給したものと想定される。そうした取水用の機能を有したと思わ

れる小さな溝が数箇所で重複する。さて、この水田跡と考えられる段差も北西にいくにしたがい、高

低差を縮めしまいには消滅してしまう。これについて後世の削平により上面が失われたと結果と考え

たい。

遺構内からは龍泉窯系の青磁をはじめ、陶磁器が多く出土することより、中世以降の遺構と捉える

ことができる。

SD002　溝跡

片端を曲げ、先細りながらSDOO1溝跡の湾曲部分に浅く重複する。この平面上における相互の新

旧は明らかにし得ない。一方の端側は調査区外にあり、全体の形態は不明である。途中において低

い段差がみられ、この付近でSDO53溝跡が浅く直交して重複するが、こちらの相互の新旧も明ら

かでない。おそらく、これらの溝跡は同時期か接近してに機能していたと捉えられるが、当遺構は

SDOOl溝跡から水を供給され、さらにSDO53溝跡はそこから枝分かれしていったと想定される。

確認できる範囲でのおおよその規模は、総延長10．0m、幅1．5m、深さは段差があることより

0．1mと0．3mを測る。

出土遺物は認められないが、時代はSDOOl溝跡と一連の中世以降の所産と捉えたい。

SD003・019・020　溝跡

SDO03は途切れつつも両端が弧を描き調査区外へと延びる。途中でSDOOl溝跡と重複するが、平

面上で確認した限りでは当遺構が先行して構築される。途切れる部分も含め、確認できる範囲でのお

およその規模は、総延長30．0m、幅0・5m、深さは0．1mを測る。底面の標高については、両端部で

の高低差はほとんどみられない。

SDO19溝跡はSDO03に直交する格好で認められる。平面上での重複から相互の時期は明らかにし

得ない。規模は延長1．6m、幅0．3～0．4m、深さは0．2mを測る。

SDO20溝跡はSDOO3遺構に短く並行し、途中で延びた小さな掘り込みで繋がる。相互の配置状況

から一連の遺構と想定される。
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SK051土坑

土坑としたが形態から小穴が連続したものである。SDOOl溝跡が湾曲する部分の東側に沿うよう

に位置する。このすぐ南側の延長上にも、SDOOl溝跡の縁辺にも類似した掘り込みが認められ、一

連のものと想定される。おおよその規模は、延長が2．0m、幅0．5m、深さは0．2mを測る。

SD053　溝跡

西端は調査区外にまで延びる様相があり、東端は水田の際と考える段差縁辺まで延びる。その途中

においてSD002溝跡と直交するが、平面上で相互の新旧は明らかにしえない。おそらく一連の遺構

として機能していたと考えるが、SDOO2溝跡はSDOOl溝跡から取水したものを、当遺構がさらに枝

分かれさせる機能があったと推測される。確認できる範囲でのおおよその規模は、総延長5．0m、幅

1．0m、深さは0．1mを測る。底面の標高については、両端部での高低差はほとんどみられない。

出土遺物は認められないが、時代は時代はSDOOl溝跡やSDOO2溝跡と同じ中世以降の所産と捉

えたい。

14
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m

；－　－　－　－；　　　　　；（1／200）

Fig．9　SDOOl～SDOO3・SDO19・SDO20・SKO51・SDO53遺構平面図

調

査

区

外

15－16



1．灰褐　　7．5YR6／2　粘性弱．かたくしまる　酸化鉄分を多量含む。客土。
2．褐灰　10YR5／1　粘性強．かたくしまる　酸化鉄分を多量含む。

3．褐灰　10YR4／1　粘性強．かたくしまる　酸化鉄分を多量含む。
4．褐灰　10YR4／1　粘性強．かたくしまる　酸化鉄分を多量含む。ロームブロックを中量含む。

1．褐灰10YR4／1　粘性強・しまり強

1．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまりあり　ローム粒を少量含む。

2．褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまりあり　ロームブロックを中量含む0

義
5．30m

l．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　ローム粒を少量含む。

530m

二…壷

1．黒　　　　7・5YR2／1粘性あり．しまりあり　ローム粒を多量含む。酸化鉄分を含む。

2．黒　　　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを多量含む。
3．黒　　　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　ローム粒を多量含む。

4．にぷい橙　7・5YR6／4　粘性あり．しまりあり　ロームを主体とする。

1．褐灰10YR4／1　粘性強・しまり強

田園
1．灰褐　7．5YR5／2　粘性あり．しまりあり　ローム粒を少量含む。

2褐灰　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり　ロームブロックを中量含む。

K　　　　　　530m

叛
1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　ローム粒を少量含む。酸化鉄分を多量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　ローム粒を多量含む。

530m

拗

1．灰褐　　75YR6／2　かたくしまる　　　砂質し
2．赤灰　　2．5YR4／1粘性強．しまり強　ローム粕〃′出表…出．相即ロバ，，車′姑′デむ。

3暗赤灰　2．5YR3／1粘性強・しまり強
4．赤灰　　2．5YR5／1粘性強．しまり強　酸化鉄分をも品江上．

5．赤灰　　2．5YR6／1粘性強．しまり強　ローム粒を申古拙・
6．褐灰　10YR4／1　粘性強・しまり強

上狛扶二　三洋一持出　　粘性強．か／l／

2一尿如　上ⅳ出／2　　粘性強・か／1タ

こう．紳／／く　LⅥ出／l　　粘性強・か′

4．細大　出川／出　　粘性強・か千

5－裾尿　出YIく／出　粘性強．L1

1m

530m

転功
1．黒褐　75YR3／1粘性あり．しまりあり　ローム粒を少量含むり
2黒褐　7・5YR3／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを申－拾む。

L　　　　　　　　　　　　520m

1　　　1　2

1・黒　　　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり

2．にぷい橙　75YR7／3　粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多吊含む。0

l

l

l

l

抽

土：，出　ノ、在－ll吊含む。

・一一

／．1

‐、，

出　人を少ⅰ」ま含む。

上土）、を少－i圭含む。

一一黒鋸　75YR3／1粘性あり・しまりあり

2．黒裾　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　ローム粒を少量含む。

1．窯　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土粒を少量含む。
2・黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

3．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　ロームブロックを一帖蓬含む。

；－－－－言　　；（1／40）

Fig．10　SDOOl～SDOO3．SDO19・SDO20・SKO51・SDO53遺構断面図
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5　－　孟 （実物大）

0　　　　　　　　　　5cm

；ー－－－；（1／3）

Fig・ll SDOOl出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

争 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

00 1 坏身 埋土 （11・0） 不明 不明
にぷい橙

5Y R6／4
鹿部から体部下半は回転へラ削り。

00 2 鉢 埋土 不明 不明 不明
灰 内面にはヘラ削りを施す。外面には2 条の突帯が廻り、この間に印花

N 4／0 が連続する。

00 3 すり鉢 埋土 （24 ・8） 不明 不明
灰白

10Y R 7／1
胎土は脆く軟質。

00 4 すり鉢 埋土 （38 ・4） 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
口縁端部は内側につまみ出される。

00 5 ．
青磁

碗
埋土 不明 不明 不明

灰オリーブ

7．5Y 6／2
内面にはクシ目を施す°外面体部下半は無釉0 同安窯系。

00 6
青磁

埋土 不明 5．4 不明
オリーブ灰 内面鹿部に劃花文を、外面休部には線描きの細達弁文を施す。鹿部は

碗 5G Y6 ／1 肥厚0 龍泉窯系。

00 7
青磁

皿
埋土 （11．6） 不明 不明

オリーブ灰

5 GY6 ／1
内面にはクシ描きを施す。岡安窯系o

00 8
青磁

皿
埋土 不明 （6．0 ） 不明

灰オリーブ

7．5Y6 ／2
内．面にはクシ描きを施す0　回安窯系。

Tab．1SDOOl出土遺物観察表つ

19

（）内の数値は推定の法上沌表す



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 09
青磁

皿
埋土 （13．2） 不明 不明

灰オリーブ

7－5Y 5／2
口縁部が外反する。龍泉窯系。

0 10
白磁

皿
埋土 （9．2） （4．2） 2．05

灰白

2・5Y8／2
高台の一部を挟り取る。内面鹿部に目跡が残る。

0 1 1 渡来銭 埋土 － 「政和通宝」 宋銭

Tab．2　SDOOl出土遺物観察表ー2

腎瀦12　詰霊35土遺物実測図

（）内の数値は推定の法量を表す

遺物番 号 器 種 出土地 点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 12
青磁

碗
埋土 不明 不明 不 明

灰オリーブ

7．5Y5 ／2
外面休部に達弁を施す。龍泉窯系。

Tab．3　SDOO2出土遺物観察表

0　　　　　　　　　5cm

1－－－－i（1／3）

Fig．13　SDOO3出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 13 甕 埋土 不明 不明 不明
にぷい黄橙 頸部基部に突帯が廻り、左右両斜方向に並行する刻み目を施し、格子

10YR 7／4 状の紋様を作り出す。内外面ともハケ目が施される。

0 14 坏身 埋土 不明 6．0 不明
灰白

2．5Y 7／1
鹿部から休部下位にかけて回転へラ削りを施す。

Tab．4　SDOO3出土遺物観察表

SD004　溝跡

北西方向に向かい、途中でL字状に屈曲する。南端は調査区外まで延び、西端は現代の基礎コン

クリートの構築物により消失する。確認できる範囲でのおおよその規模は、延長37．0m、幅1．0m前

後を測る。当遺構はシミ状の不明瞭な状態で確認され、途切れそうになる箇所もあった。また底面ま

での深さも0．1m～0．2mと浅く、幾つかの小さな段差が認められる。これらの状況から、当遺構の

上面は後世の削平により消失したものと考えた。さらに溝の西側にも浅く細い筋状の掘り込みが並行

して認められるが、これについても深い部分のみが残存したと判断できそうで、両者は関連性のある

ものとして捉えたい。

20
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A　　　　　　　　　490m

歪頸頭2
1．にぷい褐　7．5YR5／3　粘性強・しまりあり　ローム・酸化鉄分を中量含む。

C　　　　　　　　　　　　　　　　　　490m

勿
1．褐灰　75YR4／1粘性強．しまりあり　ローム・酸化鉄分を中量含む。
2．黒　　7・5YR2／1粘性強．しまりあり　ローム粒を少量含むo

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　490m

2

1．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまりあり　ロームを中量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまりあり　ローム粒を少量含む。

G　　　　　　　　　490m

痍
1．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を多量含むo

1　　　　　　　　　　　　　　　　　4．90m

転2表姦誘
1．黒　　7．5YR2／1粘怪強・しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を少吊含む。

490m

露頭頭
1．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまりあり　ローム・酸化鉄分を中量含む。

D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・90m

2

1．褐灰　7・5YR4／1粘性強・しまりあり　ローム・酸化鉄分を中量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまりあり　ローム粒を少量含む。

F　　　　　　　　　　　　　　4．90m

辺
1．褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を多量含む0

4．90m

痍
1．赤褐　2・5YR4／6　粘性強．しまり強　ロームを主体とし、黒色土が少量混ざる。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－1i i（1／40）

Fig．14　SDO04遺構平断面図



三一一　≡藷
0　　　　　　　　　　5cm

i－－－－；（1／3）

Fig．15　SDOO4出土遺物実測図

遺 物 番 号 器 種 出土 地 点
法 量 （c m ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 1 5 －こ土ご 埋 土 不 明 不 明
に ぷ い 黄 橙 丸底の鹿 部を呈す るo　内外面 には整形時の指 頭痕が認 められる。 内面

宣E 10 Y R 7／2 頸部 と外面にハケ目を施す。

0 16 坏 蓋 埋 土 （12．8） 4．7
灰 天井部 は回転へ ラ削 り。天井部 と口縁部の境 を稜が廻 る。 口縁端部 を

5 Y 6／1 外側下方につまみ出す。

0 1 7 坏 身 埋 土 （10・4） 不 明 不 明
灰

N 4／0
口縁部が大き く内傾する。焼け歪みが生 じる。

0 18 坏 身 埋 土 （1 1．8） 不 明
灰

N 6／0
鹿部は丸みを帯び、回転へラ削 り。

0 19 坏 身 埋 土 （1 1．6） 不 明 不 明
灰

N 5／0
焼け歪みが生 じる。

0 2 0 甕 埋 土 不 明 不 明 不 明
灰 外面は タタキを行 った後に、 カキ 目を施す。 内面は青海文 の当て貝 痕

N 5／0 が認め られるo

Tab・5　SDOO4出土遺物観察表

22

（）内の数値は推定の法量を表す



SEO05　井戸跡

平面形態は隅丸方形を呈する。底面は平坦に掘削される。断面は下位がほぼ垂直の掘り込みで筒状

になるが、中位から上端に向けては緩やかな傾斜をつけ開口部を広める。おおよその規模は、開口部

が1・2mX1．3m、深さは1・2mを測る。

－ll―480m

1．黒　　7．5YRZ／1粘性強．しまりあり　土器片を多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－；　　　　j（1／40）

Fig・16　SEOO5遺構平断面図

lllll二二二

026
0　　　　　　　　　5cm

i－－l－．1（1／3）

Fig・17　SEOO5出土遺物実測図上1



032

0　　　　　　　　　5cm

ll－l－－；（1／3）

Fig．18　SEOO5出土遺物実測図－2

遺 物 番 号 器 種 出土 地 点
法 量 （c m ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

0 2 1 甕 埋 土 下 層 （15・4） 不 明
に ぷ い橙 内面はハ ケ目を施す。 外面頸部 は縦 位にパケ 目を施す。胴部 は タタキ

5 Y R 6 ／4 が認め られ、下位はハケ 目を施す。内外面に煤が付着。V 様式。

0 2 2 甕 埋 土 上 層 （12．5） 15 ．0 5
に ぷ い橙

5 Y R 6 ／4
内外面にヘラ削 り。胴部中位付近に穿孔あ り。

0 2 3 －＝土ご 埋 土 上 層 不 明 不 明 不 明
灰 黄 褐 内面 は煤が付着o 外 面は肩部 にパケ 目が部分 的に施 されるだ けで、他

室亘 10 Y R 6 ／2 はナデ調整。いわゆ る小型丸底相。

0 2 4 高坏 埋 土 上層 不 明 （1 2・4） 不 明
灰 黄 褐

1 0 Y R 6 ／2
外面はハケ 目を施す。

0 2 5 高 坏 埋 土 上層 不 明 不 明 不 明
橙 脚部 内面はナ デあげ、一部 にハケ 目が見 られ る。脚部 外面 はハケ 目を

2．5 Y R 6 ／6 施す。3 箇所 に穿孔あ り。

0 2 6 高 坏
埋 土 上 層

不 明 （13．6） 不 明
に ぷ い 黄橙 坏部 内外面 の上位に はハケ 目、下位 には後に ミガキを施す。 脚部に は

埋 土 下 層 1 0 Y R 7 ／2 穿孔 があり、外面 はミガキ、内面 はナデあげハケ目を施す。

0 2 7 器 台
埋 土 上 層

埋 土 下 層
1 0・6 （17 ．0） 1 6 ．8

にぷ い 褐

7．5 Y R 6 ／3
内面 はナデあげた後にハケ目を施す。外面はパケ 目を施す。

0 2 8 器 台 埋 土 上 層 （1 3．0） 不 明 不 明
にぷ い 橙

5 Y R 6 ／4
内面 はナデあげた後にハケ目を施す。外面はハケ 目を施す。

（）内の数値は推定の法量を表す

Tab．6　SEOO5出土遺物観察表－1
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遺物番号 器 種 出土地点
法量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底径 器 高

029 器台 埋士上層 12．4 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R6／3
表面の摩滅が著しいが、部分的にハケ目が認められる。

030 器台 埋土上層 （17．0） （17．0） 20．6
にぷい黄橙

10Y R 7／2
内外面に粗いハケ目を施す。

03 1 器台 埋土上層 不明 （15．2） 不明
にぷい橙

7・5Y R 7／3
内外面にハケ目を施す。

03 2 器台 埋土上層 不明 （16．6） 不明
にぷい橙

7・5Y R 6／4
内面はヘラ削り後に、部分的にハケ目を施す。外面は粗いハケ目を施す。

0 33 鉢 埋土下層
8・6 ／）

8．9
3．6

にぷい黄橙

10YR 6／3
内外面に指頭跡が残るO 胎土はきめ細かいO

Tab．7　SEOO5出土遺物観察表－2
（）内の数値は推定の法量を表す

SK006　土坑

平面形態はやや歪な長楕円形を呈する。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがちであるOお

およその規模は、開口部が0．9m×2・6m、深さは0．4mを細る。

1．黒　　　　7．5YR2／1粘性強・かたくしまる　ロームブロックを中量含む。

2．にぷい橙　7．5YR6／4　粘性強・かたくしまる　黒色土がマーブル状に混ざる0

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一l　－；　　　　　口1／40）

Fig．19　SKOO6遺構平断面図
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SK007　土坑

平面形態は楕円形を呈する。断面は丸底の鉢

状となる。SDOOl溝跡に約半分が破壊される。

おおよその規模は、開口部が0．9m×1．1m、

深さは0．4mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまりあり

SE008　井戸跡

平面形態は歪な円形を呈する。底面は平坦に

掘削される。断面は下位がほぼ円筒形の掘り込

みで、中位から上端に向けては傾斜をつけ開口

部を広める。SDOO1滴跡に上端の一部が破壊

される。おおよその規模は、開口部が1．6mの

直径で、深さは1・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．かたくしまる　　ローム粒を少量含む。
2．灰黄　2．5YR6／2　粘性あり・かたくしまる

26

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．20　SKOO7遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

】一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・21SEOO8遺構平断面図



SE009　井戸跡

平面形態は円形を呈する。底面は平坦に掘削される。断面はほぼ円筒形の掘り込みである。おおよ

その規模は、開口部が1．1mの直径で、深さは0．9mを測る。

－二二三＿

0　　　　　　　　　　5cm

ヒコ：：：：コ：二二二⊂コ＝∃（1／／／3）

Fig・23　SEOO9出土遺物実測図

1褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまりあり　ロームを多量含む。粘土を少量含む。
2．黒　　7・5YR2／1粘性強．しまりあり　ローム粒．粘土を少量含む0

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・22　SEOO9遺構平断面図
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遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 34 甕 埋土上層 不 明 （8・6） 不 明
橙

2．5Y R 6／6
外面の一部にパケ目を施す。鹿部中心に穿孔あり。

0 35 ．ニ士ゴ宜E 埋土上層 （11．2 ） 不明 不 明
にぷい黄橙

10Y R 7／2
内面はヘラ削り。

0 36 ＝こ量ゴ重臣 埋土中層 （17．4 ） 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 6／4
内外面にハケ目を施す。頸部に線刻あり。言縁は袋状を成すO

0 3 7 ＝こ土ゴ宝亘 埋土中層 （15．6） 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 6／3
内外面にハヶ月を施す。口緑は袋状を成す。

0 38 器台 埋土 中層 （13 ．2） 不 明 不明
にぷ い黄橙

10Y R 7／3
内面はナデあげ、部分的にハケ目を施す。外面はハケ目を施す0

0 3 9 器 台 埋土 中層 （11．6） （13．6） 13 ．8
にぷい黄橙

10 Y R 6／3
内外面にハケ目を施す。

04 0 鉢 埋土 中層 （10 ．4） 4．4 5．2
灰白

10 Y R 8 ／2
内面に指頭の痕が残る。

Tab．8　SEOO9出土遺物観察表

SE010　井戸跡

平面形態は歪な円形を呈する。底面はほぼ平

坦に掘削される。断面は上方に向かい開き、上

端間際でさらに開口部を広める。東側壁面は急

な階段状の掘り込みがみられる。おおよその規

模は、開口部が2．0mの直径で、深さは1．9m

を測る。

1．暗褐　7．5YR3／3　粘性やや強．しまり強　酸化鉄分を少量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまりやや強　ロームブロックを微量含む。

3．黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強　　　ロームブロックを微量含む。
4．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまりあり

5．黒裾　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを含む。

28

（）内の数値は推定の法量を表す

1m

言　一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．24　SEOlO遺構平断面図



5

0　　　　　　　　　　10cm

（この縮尺は045のみ）

0　　　　　　　　　5cm

l－－－－；（1／3）

Fig．25　SEOlO出土遺物実測図
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ー感勒

046

0　　　　　　　5cm

5　－　－11日1／4）

（この縮尺は046のみ）



、虫物番 言 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴追　　　 号 口 径 底 径 器 高

0 4 1 ＝ゴこゴ重富 埋土下層 不明 不明
明赤褐

2 ．5Y R 5／6
内面はへラ削り。外面はハケ目が施される°全体的に肥厚なつくり。

04 2 高坏 埋土下層 （16．2） 不 明 不明
明赤褐 坏部内外面はミガキが施される。脚部内面はナデあげ、外面はミガキ

2．5Y R 5／6 が施される0 胎土はきめ細かい。

0 43 坏身 埋士下層 1 1．4 6．7 3．6
灰

N 6／0
鹿部から休部下位にかけ回転へラ削り後は未調整。

04 4 二王ゴ宜亘 埋土 下層 不 明 5・6 不明
灰

N 6／0
鹿部は回転へラ切り。休部下位にカキ目を施すo

04 5 甕 埋土 （39 ．6） 不 明 不明
褐灰

10Y R 5／1
鋭角な工具に削がれた斜線が、上下に2 段に連続し廻る。

、虫物番ロ 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴退　　　 －モテ 器 長 器 幅 器厚

0 46
木製品

大足
埋土上層

8 8．8

残存値

7．2

残存値
3・6 － 枠付き田下駄の枠の片側部分。8箇所に孔が穿たれる。木取りは柾目。

Tab．9　SEOlO出土遺物観察表

SE01ⅰ　井戸跡

平面形態は円形を呈する。底面は平坦に掘削

される。断面は下端から上端に向け開く。おお

よその規模は、開口部が1．1m～1・2mの直径

で、深さは0．6mを測る。

0　　　　　　　　　5cm

；－－ーー；（1／3）

Fig・26　SEOll出土遺物実測図

（）内の数値は推定の法量を表す

1・黒　　　7．5YR2／1粘性強．しまりあり　粘土粒を微量含む。

2．明褐灰　7．5YR7／2　粘性強．しまりあり　粘土を主体とする。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig．27　SEOll遺構平断面図

遺 物番 言 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴号 口 径 底 径 器 高

04 7 甕 埋土 （19・2） 不明 不明
にぷい橙

5Y R7／4 内
内外面にハケ目を施す。

Tab・10　SEOll出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SE012　井戸跡

平面形態は楕円形を呈する。底面は丸底となる。断面は下位がほぼ円筒形に近いが、中位から上端

に向け傾斜をつけ開口部を広める。おおよその規模は、開口部が1．3m×1・5m、深さは0．6mを測る。

1褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。粘土粒を多量含む。
2．黒　　7・5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

3．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。
4．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土を中量含む。
5・黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

し一　一1－i l（1／40）

Fig．28　SEO12遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

I－－－1；（1／3）

Fig．29　SEO12出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 48 甕 埋土下層 （16．0） 不明 不明
灰黄褐 内面はヘラ削りo 外面はパケ目を施し、肩部を長粒状に決る刺突が連

10YR 5／2 続する。口縁端部を内側につまみ出す0 外面に煤が付着。布留系。

04 9 甕 埋土下層 不明 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内外面にハヶ月を施す。外面に煤が付着。複合口縁。

0 ）内の数値は推定の法量を表す
Tab・11SEO12出土遺物観察表
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SEO13　井戸跡

平面形態は歪な円形を呈する。底面は平坦に掘削される。断面は下端から上位に向け開き、さらに

これより上端にかけては緩やかな傾斜をつけ開口部を広める。底面の四方には木杭が打ち込まれた状

態で認められ、井側を固定していたものと考えられる。おおよその規模は、開口部が1．7mの直径で、

深さは1・0mを測る。埋土内からはヒョウタン類の種子がまとまり、多量に出土する。おそらく個体

として投棄された可能性があり、祭祀的な意味が推測される。

1．黒　7．5YR2／l　粘性あり・かたくしまる　土器片を多量含む。
2．黒褐　7－5YR3／1粘性あり．かたくしまる

3．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

L　一　一　一　一i i（1／40）

Fig．30　SEO13遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

「．一　一　一　一1（1／3）

（この縮尺は050のみ）
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c

c

051

○

◎

054

0　　　　　　　　　10cm

1－－－－；（1／6）

Fig．31SEO13出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 50　ノ 施 埋土上層 不明 不明
灰白

10Y R 7／1
休部下位は回転へラ削り。

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
器 長 直径

0 5 1
木製品

井戸底
10 5．1

5．0 －
先端を鋭利な刃物により尖らせる。先端以外は樹皮が残る。途中より

．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ　′
杭 残存値 折断され、末端部分までは消失。

0 52

木製品
井戸底

86．58
4・78 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。先端以外は樹皮が残る。途中より

一L一　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ
杭 残存値 折断され、末端部分までは消失。

053
木製品

井戸底
66．1

4．7 －

先端を鋭利な刃物により尖らせるO 先端以外は樹皮が残る。途中より

ヽヽ　′
杭 残存値 折断され、末端部分までは消失。

0 54
木製品

井戸底
3 6・7

3・78 －
先端を鋭利な刃物により尖らせる0 先端以外は樹皮が残る。途中より

lヽ′
杭 残存値 折断され、末端部分までは消失。

Tab．12　SEO13出土遺物観察表

SKO14　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。おおよその規模は、開口部が1．0m×

1．4m、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり
2．黒褐　7．5YR3／2　粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

3．灰黄　2・5YR7／2　粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを主体とする。
4．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロック・粘土粒を中量含む。
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0　　　　　　　　　　　　　1m

！一　一　一　一i l（1／40）

Fig．32　SKO14遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

i1－－1i（1／3）

Fig．33　SKO14出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地 点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 55 甕 埋土上層 （30．6） 不 明 不明
にぷい橙 内面は口縁付近にハケ目が施され、これより下は斜方向に連続してナ

7．5Y R 7／4 デあげた痕とへラ削りがみられるo 外面は粗いハケ目が施される。

056 高坏 底面 不 明 12 ．4 不 明
橙 内面はナデあげる。外面はハケ目とミガキが施される。3 箇所に穿孔あ

5YR 6／8 り。胎土は細やか。

0 57 高坏 埋土上層 不 明 不明 不 明
灰白 内面をナデあげた後に、脚部全体を絞る。縦に 3 箇所の切れ込みが認

2．5Y 7／1 められるO

Tab・13　SKO14出土遺物観察表
（）内の数値は推定の法量を表す

SK015　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。SPOOl

小穴により西側の一部が消失する。おおよその規模は、開口部が0．6mX0．7m、深さは0．7mを測る。

1．黒　　　7．5Y鮎／1粘性あり・しまりあり　粘土粒を微量含む。

2．褐灰　　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を中量含む。1がマーブル状に混ざる。
3．にぷい橙　7．5YR7／3　粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを主体とする。

0　　　　　　　　　　　　1m

「．一　一　一　一；　　　」（1／40）

Fig・34　SKO15遺構平断面図
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＼感
－

釉 0　　　　　　　　　　5cm

l－－－－i（1／3）

Fig・35　SKO15出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器高

0 58 ・＝量ご宜E 埋土 不明 不明 不明
明黄褐

10Y R7 ／4
内外面にハケ目を施す0

Tab．14　SKO15出土遺物観察表

SEO16　井戸跡

平面形態は盃な円形を呈する。底面は平坦に掘削される。断面はほぼ円筒形の掘り込みである。お

およその規模は、開口部が1・1mの直径で、深さは0．9mを測る。

1黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を微量含む。

2．灰褐　7．5YR5／2　粘性あり・しまりあり
3．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり1に類似する。
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0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－i i（1／40）

Fig．36　SEO16遺構平断面図
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0　　　　　　　　　　5cm

1－－ー－i（1／3）

Fig・37　SEO16出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

059 甕
埋土 ．埋土上層

埋土下層 ．底面．
（16 ．3） 不明

にぷい黄褐

7・5Y R 7／4
内面はヘラ削り。外面はハケ目が施されるo胎土はきめ細かい。布留系O

06 0 甕 底面 11．8 2 0 ．6
にぷい橙

7．5Y R 7／4
内面はヘラ削り。外面はハケ目が施される。外面に煤が付着。布留系。

0 6 1 甕
埋土上層

16．0 2 2．7
にぷい橙 内面はヘラ削りとナデあげた痕が残る。外面はパケ目が施される。外

埋土下層 7．5Y R 7／4 面に煤が付着。布留系。

062 甕 底面 16 ．4 2 4 ．3
にぷい橙 内面はヘラ削りと鹿部に指頭痕が残る。外面はハケ目が施され、休部

7 ．5Y R 7 ／4 中位に穿孔あり。外面に煤が付着。布留系。

06 3 甕 埋土上層 ・底面 不 明 不明
にぷい橙 内面はヘラ削 りとナデあげた痕が残る。外面はハケ目が施され、休部

7・5Y R 7／4 下位に穿孔あり。外面に煤が付着。布留系。

0 64 甕
埋士 ・埋土上層

（16．0） 不 明
橙 内面はヘラ削りとナデあげた痕が残る。外面はハケ目が施される。言

底面 5YR 6／6 縁端部を内側につまみ出す。外面に煤が付着。布留系0

0 6 5 ，高坏 埋土上層 不明 （8 ．8） 不明
にぷい黄橙 坏部内面はへラ削 り、外面はハケ目を施す。脚部内面はナデあげ、外

10Y R 7／4 面はヘラ状工具で整形。

Tab．15　SEO16出土遺物観察表
（）内の数値は推定の法量を表す

SK017　土坑

平面形態は円形を呈する。断面は丸底の鉢状となる。おおよその規模は、開口部が0・8mの直径で、

深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を微量含む。
酸化鉄分が筋状に幾筋も認められる。

2．褐灰　75YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を微量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

】一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig・38　SKO17遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

；－－－L」（1／3）

Fig・39　SKO17出土遺物実測図

遺物 番 号 器 種 出土 地 点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高 一

0 6 6 甕 底 面 （1 5．2） 不 明
にぷ い 橙 内面はへ ラ削 りとパケ ロが施され る。外面 はハケ 目が施 される。 口縁

7．5 Y R 7／3 端部を内側につ まみ 出す0 外 面に煤が付着。布留系。

Tab・16　SKO17出土遺物観察表
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SK018　土坑

平面形態は円形を呈する。断面は丸底の鉢状

となる。底面は凹凸が著しい。おおよその規模

は、開口部が1．2mの直径で、深さは0．3mを

測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土粒を微量含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　粘土粒を微量含む。

3．灰白　7．5Y7／2　粘性あり．かたくしまる　粘土を主体とし、2に類似する土がマーブル状に混ざる。
4．黒　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　ブロック状に認められる。

SK021土坑

平面形態は長楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO22土坑により北側の一部が消失する。残

存する部分でのおおよその規模は、開口部が

0．9m×1．5m、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／ⅰ　粘性あり．しまりあり

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

SKO22　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SKO21・063土坑を破壊し構築される。

底面の東側寄りが窪み、未確認の遺構が重複し

ていた可能性がある。おおよその規模は、開口

部が1．3mの直径で、深さは0．3mを細る。

1黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり

3褐灰　75YR4／1粘性あり．しまりあり

38

0　　　　　　　　　　　　　　1m

j　一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．40　SKO18遺構平断面図

1m

ヒ］二Ⅰ二二［：：：Ⅰ二二土：二二二：ここ二二∃（1／／′40）

Fig．41SKO21遺構平断面図

1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．42　SKO22遺構平断面図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

06 7 坏身 埋土下層
10．8 ／－

5 ・0 4．1
褐灰 口縁部が大きく内傾する。鹿部から休部下位にかけて回転へラ削り0 底

1 1．2 1 0 Y R 5／1 部に 「×」のへラ描きありO

Tab・17　SKO22出土遺物観察表

SKO23　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は平坦に掘

削される。断面は下端から上端に向け開き気味

である。おおよその規模は、開口部が1．OmX

l．2m、深さは0．5mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを多量含む。
2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。1がマーブル状に混ざる。

3．褐灰　7．5YR4／1　　　　　　　　　　2に比べ、粘土ブロックを多量含むO

SE024　井戸跡

平面形態は円形を呈する。底面は平坦に掘削

される。断面はほぼ円筒形の掘り込みである。

おおよその規模は、開口部が0・8mの直径で、

深さは0・4mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土粒を少量含む。
2．黒　　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土粒を粗に含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

盲　一　一　一　一l　　　　　；（1／40）

Fig・44　SKO23遺構平断面図

4．60m

〒喜三一二

0　　　　　　　　　　　　　1m

；t L　一　一i i（1／40）

Fig．45　SEO24遺構平断面図
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0　　　　　　　　　5cm

；－－－ー；（1／3）

Fig．46　SEO24出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

068 甕 埋土 16・6 2 5．5
灰黄褐

10Y R 5／2
内面はヘラ削り。外面はハケ目が施される。外面に煤が付着。布留系。

06 9 甕 底面 14 ．8 2 5・0
灰黄褐 内面はへラ削 りとハケ目が施される0 外面はハケ目が施される。外面

10Y R 6／2 に煤が付着。布留系。

0 70 甕 埋土 17・6 2 4．5
灰黄褐 内面はへラ削 りとハケ目が施されるO 外面はパケ目が施される。1m m

10 Y R 6／2 大の小礫を多量に含む。外面に煤が付着。布留系。

07 1 甕 埋土 15．0 2 3 ．6
にぷい橙 内面はヘラ削りとハケ目が施される。外面はハケ目が施される0 外面

7 ．5Y R 7／4 に煤が付着o 布留系o

07 2 ＝ゴこゴ 埋 土 （12 ．0） 不明
にぷい黄橙 内面はヘラ削りとハケ目が施される。外面はパケ目が施される。胎土

宜巨 10Y R 7／2 はきめ細かい。

07 3 高坏 埋土 16・0 不明 不 明
橙

2．5Y R 7／4
焼成良で硬 く締まる。

Tab．18　SEO24出土遺物観察表

SK025　土坑

平面形態は盃な円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。おおよその規模は、開口部が0．6mの

直径で、深さは0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを粗に含む。

Z．褐灰　7・5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を少量含む。

SKO26　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。おおよ

その規模は、開口部が0．6mX0．8m、深さは

0・1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
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（）内の数値は推定の法量を表す

0　　　　　　　　　　　　　1m

；－l　一　一i i（1／40）

Fig・47　SKO25遺構平断面図

㌔t，‐Ⅰl）

A　　　　　　4・70m

ーてこ＝三二ニコン－

0　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ二二⊂：コ＝コ＝土：二二二二二二二∃（1ノ′40）

Fig．48　SKO26遺構平断面図



SKO27　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。断面は丸底の

鉢状となる。底面は凹凸が著しい。SKO28土

坑により東側の一部が消失する。おおよその規

模は、開口部が1．1mの直径で、深さは0．2m

を測る二、

075

0　　　　　　　　　5cm

iーーー－；（1／3）

Fig．49　SKO27出土遺物実測図

ⅰ．黒　　7・5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

上一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．50　SKO27遺構平断面図

遺物番号 器 種 出土地点
法量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底．径 器 高

074 高坏 底面 不明 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R6／3
内外面にハケ目を施す。

0 75 芸 埋土 不明 不明
褐灰 天井部は回転へラ削り。内面の色調は褐灰だが、外面は酸化焔の影響

皿 10YR 6／1 か赤味を帯びる。

Tab．19　SKO27出土遺物観察表

SKO28　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO27土坑を破壊し構築される。

おおよその規模は、開口部が0．9mX1．8m、

深さは0．3mを測る。

0　　　　　　　　　5cm

言－－－－；（1／3）

Fig・51SKO28出土遺物実測図

1黒　　7・5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを含む。粘土粒を少量含む。

2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．かたくしまる　ロームブロック．粘土粒を中量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

Fig．52　SKO28遺構平断面図
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遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 潤 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 76 甕 埋土 （12．8） 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R7／3
内面はへラ削り。外面はハケ目が施される。

Tab。20　SKO28出土遺物観察表
（）内の数値は推定の法量を表す

SKO29　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸が著しい。SKO30土坑を破壊し構築される。底面の

東側がさらに窪み、未確認の遺構が重複していた可能性がある。おおよその規模は、開口部が0．8m

×1．3m、深さは0．2mを測る。

SK030　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹凸が著しい。SKO29土坑により西側の一部が消失し、

SKO71土坑を破壊し構築される。おおよその残存する規模は、開口部が1・lmXl．7m、深さは

0．3mを測る。

―＋――

SK029

1．黒　　75YR2／1粘性あり．かたくしまる
2・黒褐　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる

3．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロック．粘土粒を多量含むo

SKO30

1黒　　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土粒を少量含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを中量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－1－－；　　；（1／40）

Fig．53　SKO29・SKO30遺構平断面図
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SK031士坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。断面は丸底

の鉢状で、底面は凹凸が著しい。SKO70．093

土坑を破壊し構築される。おおよその規模は、

開口部が1・2m×1．6m、深さは0．4mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックがマーブル状に混ざる。

SK032　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。断面は丸底の

鉢状で、底面は凹凸が著しい。おおよその規模

は、開口部が1．5mの直径で、深さは0．3mを

測る。

1．黒　7・5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を中量含む。

2・黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を多量含む。
3．黒褐　7・5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を少量含む。
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一一一一一一、／／　　　－

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－；　　　　　口1／40）

Fig．54　SKO31遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－　冨　　　　　；（1／40）

Fig．55　SKO32遺構平断面図



SKO33　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著し

く、中央部が盛り上がる。SKO66土坑を破壊

し構築される。おおよその規模は、開口部が

1．1mの直径で、深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を少量含む0

2．浅黄橙10YR8／4　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とする。

SK034　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO58土坑を破壊し構築される。おお

よその規模は、開口部が1・3m×1．6m、深さ

は0・2mを測る。

1．黒　7．5YR2／l　粘性あり・しまりあり　粘土粒を少量含む。
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二l、‐l
A　　　　　　　　　　　　　　　　　4－80m

・上2　、、」一ヲ

0　　　　　　　　　　　　　1m

ヒエコ＝＝＝工＝土：二二二二二二二］（1．／／．40）

Fig．56　SKO33遺構平断面図

／

1m

；－1－1；　　　　i（1／40）

Fig．57　SKO34遺構平断面図



SK035　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO94土坑を破壊し構築される。

おおよその規模は、開口部が0．9mX1．1m、

深さは0．3mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK036　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO95土坑、SP159小穴を破壊し構築

される。おおよその規模は、開口部が0．7m×

1・Om、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。
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、ミ＞く－－、＼

―l
0　　　　　　　　　　　　　　1m

j　一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．58　SKO35遺構平断面図

ll―l
A　　　　　　　　　　　　　　　　　470m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

言　一　一　一li　　　　；（1／40）

Fig．59　SKO36遺構平断面図



SK037　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。SPO68小穴

を破壊し構築される。平面上では確認し得なかったが、形態から複数の未確認遺構が重複していた可

能性がある。おおよその規模は、開口部が2．0m～2・5m、深さは0．1m～0・2mを測る。

1黒　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
2．黒　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－l l（1／40）

Fig・60　SKO37遺構平断面図

SK038　土坑

平面形態は楕円形を呈する。断面は鉢状で、

底面は凹凸が著しい。SKO56・057土坑を破

壊し構築される。おおよその規模は、開口部が

0．9mX1．1m、深さは0．2mを測る。

1・黒　　75YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を微量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土が薄い層となり認められる。
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…‐‾l
A　　　　　　　　　　　　　　　　4．80m

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－i l（1／40）

Fig・61SKO38遺構平断面図



SK039　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SKO60土坑により西側の一部が消失

する。おおよその規模は、開口部が1．4mの直

径で、深さは0．3mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
2．褐灰　7．5YR5／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。

SK040　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO74・075土坑、SP122小穴を破壊

し構築される。おおよその規模は、開口部が

1・0m×1．5m、深さは0．3mを測る。

1－黒　　7・5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを多量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。

3・黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを中量含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

呈　一　一　一　一i　　　　　口1／40）

Fig．62　SKO39遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一】；　　　　i（1／40）

Fig．63　SKO40遺構平断面図



SK041土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO73土坑を破壊し構築される。おお

よその規模は、開口部が1．7mX2．0m、深さ

は0．3mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
2・褐灰　7－5YR5／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを多量含む。

SK042　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。SEO43井戸跡により東側の一部が

消失し、SKO80・092土坑を破壊し構築される。

おおよその規模は、開口部が1．7mXl・4m、

深さは0．3mを測る。

1．黒　　　　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。

2－黒褐　　　　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
3．灰オリーブ　5Y5／2　　粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。

49

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　i（1／40）

Fig・64　SKO41遺構平断面図

1m

；1－　－　－i i（1／40）

Fig．65　SKO42遺構平断面図



10cm

Fig．66　SKO42出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

077 甕 埋土上層 17・7 9．4 3 2．5
灰黄褐 内面はヘラ削り。外面はハケ目が施される。1m m 大の小礫を多量に含

10Y R6／2 む。外面に煤が付着。

0 78 甕 埋土上層 不明 不明
にぷい黄橙

10YR 6／3
外面はタタキを行った後に、カキ目を廻らす°内面は当て具の痕が残る。

Tab・21SKO42出土遺物観察表

SE043　井戸跡

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、中央部はさらに深く窪む。SKO42．072

土坑を破壊し構築される。おおよその規模は、

開口部が1．1m×1．3m、深さは0・6mを測る。

埋土内からはヒョウタン類の種子がまとま

り、多量に出土する。おそらく個体として投棄

された可能性があり、祭祀的な意味が推測され

る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。粘土粒を中量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。
3．黒褐　7・5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
4．褐灰　7・5YR4／1粘性あり・しまりあり
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig・67　SEO43遺構平断面図



11il

0　　　　　　　　　　5cm

i　一　一　一　一、；（1／3）

Fig．68　SEO43出土遺物実測図

¢Ⅱ刀
－／／／上・／・廾∫／

dロ正Ⅲ巫ロ2

083

0　　　　　　　　5cm

；一　一　一　一　日1／4）

（この縮尺は083のみ）

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

079 甑 埋土下層 不明 不明 不明
明灰褐

7・5YR 7 ／2
内面はへラ削り。

08 0 高坏 埋土 不明 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内面はナデあげる。外面はハケ目とミガキが施されるO

08 1 坏身 底面 10 ．9 5．2
にぷい黄橙

10Y R 7／2
鹿部から休部下位にかけて回転へラ削り。

0 82 坏身 埋土下層 12．0 4．1 5 ・0
にぷい黄橙

10YR 7／2
鹿部から休部下位にかけて回転へラ削り。外面に煤が付着。

遺物番号 器 種 、出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
器 長 器 幅 器 厚

083
木製品

平鍬
埋土下層

26・7

残存値

8 ．3

残存値
1．3 5 － 木取りは柾目o

Tab．22　SEO43出土遺物観察表
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SK044　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。中央部はさらに窪み、未確認の遺構

が重複していた可能性がある。SKO97土坑を

破壊し構築される。おおよその規模は、開口部

が1．1m×1．3m、深さは0．6mを測る。

0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－i（1／3）

Fig．69　SKO44出土遺物実測図

、ミ＞千、、＼

＿∵／lll

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる

3．灰白　7．5Y7／1　粘性あり・かたくしまる

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．70　SKO44遺構平断面図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 84 坏身 埋土 （12．0 ） 不明 不明
褐灰

10YR 6／1
鹿部から休部下位にかけて回転へラ削り。

Tab．23　SKO44出土遺物観察表

SK045　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。底面は凹凸が

著しく、南側がさらに窪み、未確認の遺構が重

複していた可能性がある。SKO80土坑を破壊

し構築される。おおよその規模は、開口部が

0．8m～0．9m、深さは0・3mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを多量含む。
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（）内の数値は推定の法量を表す

－苧
A　　　　　　　　　　　　　　　450m

Fig．71SKO45遺構平断面図



SK046　土坑

平面形態は不整形を呈し、2基の土坑が重複

していた可能性もあるが、平面および断面上で

明確にはし得なかった。底面は凹凸が著しい。

形態から未確認の遺構が重複していた可能性が

ある。SKO50土坑を破壊し構築される。おお

よその規模は、開口部が0．4m～0．9m、深さ

は0．2mを測る。

SKO47　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SKO48・055．078土坑を破壊し構築

される。おおよその規模は、開口部が1．4m×

1．7m、深さは0・3mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。
3．灰白　7．5Y7／1　粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。

4．褐灰　7．5YR5／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。

つ毒
／／／

－2三・一一・・・‾　／　　　 ／

1．褐灰　7・5YR4／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　l（1／40）

Fig．72　SKO46遺構平断面図

、ミ＞く、、＼

1m

1－　－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig．73　SKO47遺構平断面図

0　　　　　　　　　　5cm

ヒ＝⊂＝コ二二⊂＝⊂＝】（1／／3）

085　　Fig・74　SKO47出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

08 5 ・＝土ご 埋土 不明 不明 不明
にぷい黄橙 内面はへラ削りとハケFlが施される。外面の頚部に突帯が廻り、等間

室E 10Y R 7／3 隔に刻み目が連続する。

Tab・24　SKO47出土遺物観察表
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SK048　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO47土坑により北側の一部が消失し、

SKO55・076土坑を破壊し構築される。おお

よその規模は、開口部が1．6mの直径で、深さ

は0・3mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．75　SKO48遺構平断面図
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遺物番号 器 種 出土地点
法　 量 （cm ）

特　　　　　 徴
身器長 身器幅 身器厚 柄まで含む器長

086
木製品

杓子
底面 34．0 23・6 5．4

46．8

残存値
平底で皿形の身に柄をつくる大型の杓子。

Tab．25　SKO48出土遺物観察表

SKO49　土坑

平面形態は歪な円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。おおよその規模は、開口部が0．7mの

直径で、深さは0．3mを測る。

1．にぷい黄橙10YR7／3　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とする。

2黒　　　　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
3．黒褐　　　　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり

SKO50　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SKO46

土坑により北側の一部が消失する。平面上では

確認し得なかったが、形態から複数の未確認遺

構が重複していた可能性がある。おおよその

規模は、開口部が1．2m～2．2m、深さは0．2m

を測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを中量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒコ：＝⊂二二：：［＝土二二二二二二二：：∃（1．′／40）

Fig．77　SKO49遺構平断面図

1m

；一　一　一】i　　　　　；（1／40）

Fig・78　SKO50遺構平断面図



SK052　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。おおよその規模は、開口部が0．7m

X1．0m、深さは0．1mを子則る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを含む。

SK054　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。おおよその規模は、開口部が1．1m

×1．4mの直径で、深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．褐灰　7・5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
3．褐灰　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり

SK055　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO47．048土坑により西側の一部が

消失し、SKO61土坑を破壊し構築される。残

存する部分でのおおよその規模は、開口部が

1・1m×1．1m、深さは0・1mを測る。

ー　087

0　　　　　　　　　　5cm

1－－ー－；（1／3）

Fig．81SKO55出土遺物実測図
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－ll，三l
A　　　　　　　　　　　　　480m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．79　SKO52遺構平断面図

ll―…＿

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．80　SKO54遺構平断面図

1．黒　　　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを少量含む。

2．にぷい褐　75YR6／3　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック°

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；－1－　－1　　　　；（1／40）

Fig・82　SKO55遺構平断面図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 87 高坏 埋土 不明 不明 不明
褐灰

10Y R5／1
2条の浅い沈線が廻る。

Tab．26　SKO55出土遺物観察表

SK056　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO38土坑により北側の一部が消失

し、SKO57土坑を破壊し構築される。おおよ

その規模は、開口部が0．6mの直径で、深さは

0．3mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり

SK057　土坑

平面形態は隅丸方形を呈する。底面は凹凸

が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO38・056土坑により北側の一部が消失し、

SP125小穴に南西隅を破壊される。おおよそ

の規模は、開口部が1．2m×1・2m、深さは

0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む°
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＼

A　　　　　　　　　　480m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－1－；　　　　；（1／40）

Fig・83　SKO56遺構平断面図

1m

；11－　－；　　　　；（1／40）

Fig・84　SK057遺構平断面図



SK058　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。SKO34士坑により東側の一部が消

失し、SKO59・090土坑、SPO78小穴を破壊

し構築される。おおよその規模は、開口部が

0・7mX1．1m、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり・かたくしまる　粘土ブロックを中量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。

SK059　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO58土坑により東側の一部が消失

し、SP126小穴を破壊し構築される。おおよ

その規模は、開口部が1．0mの直径で、深さは

0．2mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを中量含む0
2．累　　7．5YR2／1粘性あり．かたくしまる　粘土ブロックを主体とする。

SK060　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO39．061土坑を破壊し構築

される。おおよその規模は、開口部が0．7mX

1．0m、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり・しまりあり

2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり

3．浅黄　5Y7／2　　粘性あり．かたくしまる　粘土を主体とするO
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．85　SKO58遺構平断面図

1m

1－　－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig・86　SKO59遺構平断面図

Fig．87　SKO60遺構平断面図



SKO61土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO55土坑により北側を、SKO60土坑により

東側の一部が消失する。おおよその規模は、開

口部が1．3mXl・7m、深さは0．1mを測る。

1．黒　　75YR2／1粘怪あり・しまりあり　粘土粒を少量含む。
2．灰白　5Y8／2　　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とする。

SK062　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SKO78

土坑を破壊し構築される。平面上では確認し得

なかったが、形態から複数の未確認遺構が重複

していた可能性がある。おおよその規模は、開

口部が1．2m～1．5m、深さは0．2mを測る。

1．黒　　75YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．灰白　5Y8／2　　粘性あり・しまりあり　粘土を主体とする。

3．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

SK063　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SKO22土坑により南側の一部が消失

する。おおよその規模は、開口部が1・Om X

l・4m、深さは0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．灰白　5Y8／2　　粘性あり・しまりあり　粘土を主体とする。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－；　　　　；（1／40）

Fig．88　SKO61遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－i　　　　　；（1／40）

Fig．89　SKO62遺構平断面図
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A　　　　　　　　460m

ー＼恕

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－1－1　　　　；（1／40）

Fig．90　SKO63遺構平断面図



SKO64　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著し

い。SKO94土坑を破壊し構築される。おおよ

その規模は、開口部が0．9mの直径で、深さは

0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土粒を少量含む0
2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK065　土坑

平面形態は隅丸の台形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO94土坑を破壊し構築される。

おおよその規模は、開口部が0・8m×1・1m、

深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロック．粘土粒を多量含む。
2．灰白　5Y8／2　　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とする。

SK066　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO33土坑により南側の一部が消失し、

SKO67土坑を破壊し構築される。残存する部

分でのおおよその規模は、開口部が0．4m×

0．7m、深さは0．3mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

2・黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－1　　　　1（1／40）

Fig・91SKO64遺構平断面図

‐
A　　　　　　　　　　　　　　　　　470m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ：［＝］＝：Ⅰ：＝Ⅰ：：：土二二二二二二二］（1／／／40）

Fig．92　SKO65遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．93　SKO66遺構平断面図



SKO67　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SKO66土坑により東側の一部が消失

する。おおよその規模は、開口部が0．6m×

0・8m、深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．浅黄橙　7．5YR8／4　粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを主体とする。

SK068　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO69・084・085土坑、SP127

小穴を破壊し構築される。おおよその規模は、

開口部が1．2m×1．7m、深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YRZ／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

2．灰白　5Y7／2　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック。
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ーl‐l二
A　　　　　　　　　　470m

0　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig・94　SKO67遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒエコ：コ＝コ：：：土＝二二二二二ここ＝∃（1／．40）

Fig・95　SKO68遺構平断面図



SK069　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著しい。SKO68土坑により西側の一部が消失し、

SKO70・071土坑を破壊し構築される。残存する部分でのおおよその規模は、開口部が1．3m×

1．7m、深さは0・5mを測る。

SK071土坑

平面形態は楕円形を呈するかと思われる。底面は凹凸が著しい。SKO30土坑により南側を、

SKO69により北側の一部がそれぞれ消失する。残存する部分でのおおよその規模は、開口部が0．3m

×0．9m、深さは0．3mを測る。

－5　＼　＿／／／／／　．－

1m

1－　－　－　－；　　　　」（1／40）

Fig．96　SKO69・SKO71遺構平断面図

SKO69

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
2．褐灰　7・5YR4／1粘怪あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
3灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまりあり　粘土ブロック。

SKO71

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
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SKO70　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しい。SKO31土坑により東側を、SKO69

土坑により西側の一部がそれぞれ消失し、

SKO93土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1・2m×1．5m、深さは0．3m

を測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
Z．黒褐　75YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

3・黒褐　75YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
4．灰白　5Y7／2　　粘怪あり・しまりあり　粘土を主体とする。

SK072　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するかと思われ

る。底面は凹凸が著しい。SEO43井戸跡によ

り西側の一部が消失し、SKO94土坑を破壊し

構築される。残存する部分でのおおよその規模

は、開口部が0．7m×1．0m、深さは0．1mを

測る。

1．黒　　75YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK073　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SKO41土坑により西側の一部が消失す

る。残存する部分でのおおよその規模は、開口

部が0．3m×0．9m、深さは0．2mを測る。

1．尿白　5Y7／1粘性あり・しまりあり　粘土を主体とし、黒色士が少量混ざる。
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Fig．97　SKO70遺構平断面図
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Fig．98　SKO72遺構平断面図
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声7‾

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．99　SKO73遺構平断面図



SK074　土坑

平面形態は楕円形を呈するかと思われる。底

面は凹凸が著しい。SKO40土坑により南側の

一部が消失する。残存する部分でのおおよその

規模は、開口部が0・4m×0．3m、深さは0．2m

を測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
2・黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK075　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するかと思われ

る。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となり

がちである。SKO40土坑により西側の一部が

消失し、SP121．122小穴を破壊し構築される。

残存する部分でのおおよその規模は、開口部が

0・7m×0・8m、深さは0．1mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK076　土坑

平面形態は楕円形を呈するかと思われる。底

面は凹凸が著しい。SKO48土坑により北側の

一部が消失する。残存する部分でのおおよその

規模は、開口部が0．7mXO・5m、深さは0．1m

を測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m
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Fig．100　SKO74遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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Fig・101SKO75遺構平断面図

Fig．102　SKO76遺構平断面図



SKO77　土坑

平面形態は円形を呈する。断面は丸底の鉢状

となる。底面は凹凸が著しい。おおよその規模

は、開口部が0．6mの直径で、深さは0．1mを

測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり

2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

3・黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
4．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK078　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO47土坑により東側を、SKO62土坑により

北側の一部が消失する。残存する部分でのおお

よその規模は、開口部が0．7mX0．8m、深さ

は0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを主体とする。

SK079　土坑

平面形態は不整形を呈するが、本来は楕円形

であり、東側に小穴が重複したものと判断する。

底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがち

である。おおよその規模は、開口部の短軸が

1．0mと推測され、長軸は1．4m、深さは0．1m

を測る。

1－果　　7．5YR2／1粘怪あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

2．灰－1　5Y7／2　　　　　　　　　　　　　粘土を主体とし、黒色土が微量混ざる。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒコ＝コ：＝工＝コ＝土二二二二二二：：∃（1／／／40）

Fig．103　SKO77遺構平断面図

1m

ヒコ：：ここコここ∃二二二二二二二二∃（1′．40）

Fig・104　SKO78遺構平断面図

－l‐l―－ll4．60m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－1－1　　　　　言（1／40）

Fig．105　SKO79遺構平断面図



SKO80　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO42・045土坑により南側の一部が消失し、

SK129土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1．2mX1．4m、深さは0．1m

を測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘怪あり．しまりあり
2・黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．106　SKO80遺構平断面図

SK081土坑

平面形態は不整形を呈するが、本来は隅丸方形に近い形であり、南側に浅い他の遺構が重複したも

のと判断する。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。SK130土坑により北側の一

部が消失する。残存する部分でのおおよその規模は、開口部が1．2m×1・4m、深さは0．1mを測る。

1．黒　　75YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．107　SKO81遺構平断面図

．

088

0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－；（1／3）

Fig・108　SKO81出土遺物実測図

遺 物 番 号 器 種 出土 地 点
法 量 （c m ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

0 8 8 芸 埋 土 （1 1．9） 4．2
褐 灰 鹿部 か ら休部下位 にかけ て回転へ ラ削 りo 天井部 に 「×」 のへラ描 き

・－EⅠL 10 Y R 6／1 あ り。

Tab．27　SKO81出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SE082　井戸跡

平面形態は隅丸長方形を呈する。底面は丸

底で、断面はほぼ円筒形の掘り込みである。

SK130土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が0．8m×1．1m、深さは0．9m

を測る。

埋土内からはヒョウタン類の種子がまとま

り、多量に出土する。おそらく個体として投棄

された可能性があり、祭祀的な意味が推測され

る。

1．黒褐　75YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを微量含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

3．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
4．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
5．灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とし、黒色土が混ざる0

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・109　SEO82遺構平断面図

0　　　　　　　　　　5cm

；1－－－；（1／3）

Fig．110　SEO82出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

0 89 甕 埋土 （2 1・2 ） 不明 不明
にぷい黄橙

10YR 7／3
内外面にパケ目を施す°

0 90 甑 埋土 （26．6） 不明 不明
にぷい黄橙

10YR 7 ／3
内面はへラ削りとハケ目を施すo 外面はハケ目を施す。外面に煤が付着。

09 1 坏身 埋土 不明 （6．6） 不明
褐灰

10YR 5 ／1
鹿部から休部下位にかけ回転へラ削り。

Tab．28　SEO82出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法封を表す



SKO83　土坑

平面形態は不整形を呈するが、本来は隅丸方形に近い形であり、南東側に浅い他の遺構が重複した

ものと判断する。底面は凹凸が著しい。SKO87・130土坑を破壊し構築される。北側の下端はオー

ヴァーハングする。おおよその規模は、開口部が1．7m×2・2m、深さは0．3mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを微量含む。
2．黒褐　7・5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。

3．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・111SKO83遺構平断面図

0　　　　　　　　　　5cm

ヒ＝Ⅰ：コ二コ：＝コ＝∃（1／′3）

Fig・112　SKO83出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

092 甕 埋士 （13・8） 不明 不明
にぷい橙

7．5Y R7／3
内面はヘラ削りとハケ目を施す。外面はハケ目を施す。

093 甕 埋土 不明 9 ．8 不明
にぷい黄橙

10Y R6／3
内外面にハケ目を施す。

Tab・29　SKO83出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SK084　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するかと思われ

る。底面は凹凸が著しい。SKO68土坑により

南側の約半分が消失する。残存する部分でのお

およその規模は、開口部が0．6mX0．5m、深

さは0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．灰白　5Y7／2　　　　　　　　　　　　　　粘土を主体とする。

SKO85　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するかと思われ

る。底面は凹凸が著しい。SKO68土坑により

南側を、SP160小穴により北側の一部がそれ

ぞれ消失する。残存する部分でのおおよその

規模は、開口部が0．6mX0．7m、深さは0．1m

をテ則る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

2・黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。
3．灰白　5Y7／2　　　　　　　　　　　　　　粘土ブロックを主体とするO

SK086　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著し

いが丸底気味で、断面はほぼ円筒形の掘り込み

である。おおよその規模は、開口部が0．6m～

0・7mの直径で、深さは0・3mを手則る。
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l‐
A　　　　　　　　4・70m

1　　　　2

SKO68

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／48）

Fig．113　SKO84遺構平断面図

／／／／メタ〆

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．114　SKO85遺構平断面図

1m

1－　－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig・115　SKO86遺構平断面図



SK087　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するものと思われ

る。底面は凹凸が著しい。SKO83土坑により

北側の一部が消失する。SKO88土坑と東側・で

重複するが、相互の時期は平面および断面上で

明確にはし得なかった。残存する部分でのおお

よその規模から推測すると、開口部が1・3m前

後で、深さは0．2mを測る。

1・黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2・黒褐　7．5YR3／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK088　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しい。SKO87土坑と西側で重複するが、

相互の時期は平面および断面上で明確にはし得

なかった。形態から未確認の遺構が重複してい

た可能性がある。おおよその規模は、開口部が

0．9m×1．5m、深さは0．3mを測る。
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1m

／／／／／プ房ヂ声一／

；l　一　一　一1　　　　；（1／40）

Fig．116　SKO87遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

i　一　一　一　一i　　　　　；（1／40）

Fig・117　SKO88遺構平断面図



SKO89　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するものと思われ

る。底面は凹凸が著しい。SE120井戸跡によ

り北側・を、SK156土坑により西側の一部がそ

れぞれ消失し、SKO98土坑を破壊し構築され

る。形態から未確認の遺構が重複していた可能

性がある。残存する部分でのおおよその規模は、

開口部が1．3m Xl・8m、深さは0．1m～0．3m

を測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

粘土ブロックを含む。

粘土ブロックを含む。

3．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強
4．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　　　粘土ブロックを主体とする。

5．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまりやや強　粘土ブロックを多量含む。
6．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　　　粘土を主体とする。

SK090　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。SKO58土

坑により東側の一部が消失する。残存する部

分でのおおよその規模は、開口部が0・2m×

0・5m、深さは0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

SK091土坑

平面形態は歪な円形を呈する。断面は丸底

の鉢状となる。底面は凹凸が著しい。おおよ

その規模は、開口部が0．9mの直径で、深さは

0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。

2．灰口　5Y7／2　　粘性あり．しまりあり　粘土を主体とし、黒色土が微量混ざる。
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5　　　　　　　　　3

1m

；－l　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．118　SK089遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一i　　　　　；（1／40）

Fig．119　SKO90遺構平断面図

A‐l4．60m

、l一一l－ll二．．・

0　　　　　　　　　　　　　　1m

11－　－　－1　　　　1（1／40）

Fig．120　SKO91遺構平断面図



SK092　土坑

平面形態は隅丸長方形を呈するものと思われ

る。SKO42土坑により北側の約半分が消失す

る。底面は凹凸が著しい。残存する部分でのお

およその規模は、開口部が0．5m×0．4m、深

さは0．1mを測る。

1．灰白　5Y7／2　粘性あり．しまりあり　粘土に黒色土が少量混ざる。

SK093　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するものと思われ

る。SKO31．070土坑により北側の半分以上

が消失する。底面は凹凸が著しい。残存する

部分でのおおよその規模は、開口部が0．4mX

1．0m、深さは0．1mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを多量含む。

SK094　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。SKO35・

064・065・072土坑により北側以外の部分が

消失する。底面は凹凸が著しい。残存する部

分でのおおよその規模は、開口部が1．2m×

1．5m、深さは0．3mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む0

2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを多量含む。

72

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．121SKO92遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

】一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・122　SKO93遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－1　　　　　言（1／40）

Fig．123　SKO94遺構平断面図



SKO95　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。SKO36土

坑により東側の一部が消失し、SP159小穴を

破壊し構築される。底面は凹凸が著しい。おお

よその規模は、開口部が1．5mX1．2m、深さ

は0．2mを測る。

1．黒　　75YR2／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックを少量含む。
2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　粘土ブロックがマーブル状に混ざる。
3・灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまりあり　粘土に黒色土が微量混ざる。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

言　一　一1－1　　　　1（1／40）

Fig．124　SKO95遺構平断面図

SE096　井戸跡

平面形態は盃な円形を呈する。断面は下位がほぼ円筒形の掘り込みで、中位から上端に向けて広が

る。おおよその規模は、開口部が1・0mの直径で、深さは0・7mを測る。

A　　　　　　　　　　　　　　530m

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを中量含む。

土器片を多量含む0

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig．125　SEO96遺構平断面図 Fig．126　SEO96出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

094 ＝ゴこご笠巨 埋土 ．底面 20．3 不明 不明
にぷい黄楷

10YR 7 ／2
内面はヘラ削り0 外面はパケ臼を施す0 複合仁一緑。畿内V 様式。

Tab．30　SEO96出土遺物観察表
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SK097　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SKO44土坑により東側を、SK121土坑により

北側の一部が消失する。形態から未確認の遺構

が重複していた可能性がある。おおよその規模

は、開口部が1．0m X2．0m、深さは0・1mを

測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　粘土ブロックを中量含む。
2．灰白　5Y7／2　　粘性あり・しまりあり　粘土に黒色土が微量混ざる。

SK098　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するものと思われ

る。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となり

がちである。SKO89・156・159土坑により、

北側の約半分ほどが消失する。残存する部分で

のおおよその規模は、開口部が0．8mX1．5m、

深さは0．2mを測る。

1．黒褐　7・5YR3／1粘性強・しまり強　粘土ブロックを含む。
2．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　粘土を主体とする。

3灰白　5Y7／2　　粘性強・しまり強　粘土を主体とする。
4灰白　5Y7／2　　粘性強・しまり強　粘土を主体とする。
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ＝＝⊂コ：：コ二二ヒ二二二二二二二］（1／／／一40）

Fig．127　SKO97遺構平断面図

，．

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．128　SKO98遺構平断面図



SK099　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SP275

小穴により北側の一部が消失する。おおよその

規模は、開口部が0．9m×1．0m、深さは0．1m

を測る。

1黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　　粘土ブロックを少量含む。
2．褐灰　7・5YR5／1粘性強．しまりやや強　粘土がマーブル状に混ざる。

SK100　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。おおよその規模は、開口部が1．0mX

1．4m、深さは0．3mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　ロームブロックを少量含むo

SKl01土坑

平面形態は隅丸方形を呈する。おおよその

規模は、開口部が0・6mX0．7m、深さは0．2m

を測る。

1．にぷい褐　7・5YR6／3　粘性あり．しまりあり　ロームブロックを多量含む。

2．黒　　　　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり　ロームブロックを中量含むo

75

1m

11－　－　－i i（1／40）

Fig．129　SKO99遺構平断面図

1m

；一　一1－；　　　　i（1／48）

Fig・130　SKlOO遺構平断面図

／／／／／／プ∠＝F

二l‐
A　　　　　　　　　　5．10m

て三三≡］／

0　　　　　　　　　　　　　　1m

言　一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・131SK101遺構平断面図



SK102　土坑

平面形態は円形を呈する。おおよその規模は、

開口部が0．6mの直径で、深さは0．4mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり．しまりやや強　　粘土ブロックを含む0

2．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりややあり　ロームがマーブル状に混ざる。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．132　SKlO2遺構平断面図

SF103　道路跡

途中を撹乱により消失する部分はあるが、現状で確認できる総延長の規模は、北西から南東にかけ

て一直線に150．5m、幅はほぼ変わらず0．3m前後を測る。主軸はNー42－Wである。深さについては

0．5m前後を測るU字形の断面であるが、上面を後世の掘削により消失していることを考慮すれば、

本来はこれより規模はあったものと考える。底面の標高については、いずれでも4．2m前後とほぼ水

平である。但し途中において浅い段差が所々で認められる。

この溝は道路跡の西側を区画する溝と考えられるが、これに並行して延びるはずの東側については、

調査区外に位置するため、溝間の芯々距離をもって幅員とする規模は不明である。また、通常なら認

められるはずの、遺跡特有の硬化した路面は認められなかったが、この上層の水田開墾時と考えられ

る整地層内に硬質士の塊を散見した。

当遺構の延長線上において数箇所の遺跡から類似する発見例が報告されている。さらにこの延長を

南東方向に延ばしていくと水城の東門に行き着く。このことより、かねてから水城東門ルートと呼ば

れている官道の一部であると考えられる。なお、当遺構は埋没谷を横断するような格好で構築されて

いるが、この時までに谷は完全に埋まっていたものと考えられる。

溝内から出土する遺物には須恵器の坏身や蓋坏があり、いずれも8世紀前半のものであった。但し、

道路遺構の特性から、これをもって即に時期判断の基準とすべきではないが、周りの調査事例から推

察しても7世紀末から8世紀初頭を初現かと考える。
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1黒褐　　　7．5YR3／1粘性強．しまり強

2黒褐　　　7．5YR3／1粘性強．しまり強　ロームブロック。
3・にぷい褐　75YR5／4　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。

4黒褐　　　7．5YR3／1粘性強・しまり強　ローム粒を多量含む。
5黒褐　　　7．5YR3／1粘性強．しまり強　ローム粒を含む。

6　5に類似。
7．4に類似。

1・黒　　75YR2／1粘性強．しまり強　　　　　ローム粒を少量含む。

2・黒　　75YR2／1粘性強・しまり強　　　　　ローム粒・ロームブロックを少量含む。
3．褐灰　75YR4／1粘性ややあり・しまりあり　ローム粒．ロームブロックを多量含む。

1黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　ローム粒を多量含む。
2・黒褐　75YR3／1粘性強．しまり強　ローム粒を含む。

3．明褐　75YR5／6　粘性強．しまり強

1．黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　ローム粒を少量含む。
2・黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　ローム粒を多量含む。

3．黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　ローム粒を多量含む。

4黒　　75YR2／1粘性に富む・かたくしまる　粘土ブロックを中量含む。

1黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる
2褐灰　75YR4／1粘性あり．かたくしまる

3黒褐　7．5YR2／2　粘性あり．しまりあり　　路面の名残りと推測されるが、硬質化は認められず。
大部分が後世の削平を受け、部分的に硬質化した塊を含む。

1明褐　75YR5／6　粘性強．しまり強

2黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　　　ローム粒を多量含む。
3黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまりあり

4窯褐　75YR3／1粘性やや強．しまりあり　ローム粒を多量含む0
5黒褐　75YR3／1粘性強．しまり強　　　　ローム粒を少量含む。

1．黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　ローム粒を少量含む。

2・黒褐　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　ローム粒を多量含む。

1黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強　　　ローム粒を含む。

2．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまりあり　1より暗い。
3．黒　　75YR2／1粘性強・しまり強　　　ローム粒・ロームブロックを少量含む。

4褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを多量含む。

（1／40）

Fig．133　SF103遺構平断面図
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Fig．134　SFlO3出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

09 5 坏身 埋土 （18．0） （14・0 ） 2・4
にぷい黄橙 休部は直線的に外上方に立ち上がる。鹿部は回転へラ切り後に、周縁

10Y R 7／3 をへラ削り調整する°

096 坏身 埋土下層 13・5 9 ．6 4．0
にぷい橙 休部は直線的に外上方に立ち上がる。断面四角の高台が底端部より内

5Y R 7／4 側にはりつく。

097 甕 埋土 18．2 不明 不 明
淡黄 内面は休部がへラ削り、口縁はハケ目が施される。外面は粗いハケ目

2．5Y 8／4 が施される。

0 98 坏蓋 埋土 （14・2） 3 ．4
灰 口縁端部は断面三角形で、ほぼ垂直に短く屈曲する。天井部は回転へ

5Y5 ／1 ラ削り。

0 99 坏蓋 埋土 16 ．2 不明
灰白 口縁端部は断面三角形で、ほぼ垂直に短く屈曲するO 天井部は回転へ

2・5Y 7／1 ラ削り。

10 0 坏蓋 埋土 13．7 2・2
灰 口縁端部は断面三角形で、ほぼ垂直に短く屈曲する。天井部は回転へ

N 6／0 ラ削り。

10 1 坏蓋 埋土上層 （15－5） 不 明
灰 口緑端部は断面三角形で、ほぼ垂直に短く屈曲する。天井部は回転へ

N 5／0 ラ削り。天井部にへラ描きの一部が残存。焼け歪みあり。

102 蓋 埋土上層 （10．7）
2．7 ／）

3・3

灰

N 5／0
天井部に 「×」のへラ描きあり。

10 3 坏身 埋土 不明 （9．2） 不明
灰

N 6／0
断面四角の高台が底端部より内側にはりつく。

10 4 坏 身 埋土 不明 9 ・0 不明
灰白 断面四角の高台が開き気味に、底端部付近にはりつく。外面鹿部に墨

5Y 7／1 書あり。

105 坏身 埋土 （13．2） 9 ．5 4．1
灰

5Y 6／1
断面四角の高台が開き気味に、底端部付近にはりつく。

106 坏身 埋土上層 （13・8） （10 ．4） 4．5
灰 白 休部は直線的に外上方に立ち上がる。断面四角の高台が底端部より内

2．5Y 7／1 側にはりつく。

107 坏身 埋士上層 （14．0 ） （10・0） 4 ．1
灰 白 休部は直線的に外上方に立ち上がるo　断面四角の高台が底端部より内

N 7／0 側にはりつく。

10 8 高坏 埋士上層 不明 9・4 不明
灰

N 6／0
脚端部を上方につまみだす。

109 高坏 埋土 不明 不 明 不明
灰

N 5／0
成形時に絞りあげた痕が外面に認められる。

1 10 鉢 埋土上層 （11．0） 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内面はナデあげる。外面は指頭の痕が残る。

1 11 平瓦 埋土
褐灰

10Y R 4／1
表側はタタキ目、裏側は布目あり。

Tab．31SFlO3出土遺物観察表　　　　　（）内の数値は推定の法量を表す
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SKlO4　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SK157

土坑により西側の約1／3が消失する。残存す

る部分でのおおよその規模は、開口部が0．9m

X1．2m、深さは0．2mを測る。

1．灰褐　7．5YR4／2　粘性あり．しまりややあり

SK105　土坑

平面形態は隅丸長方形を呈する。南東隅が調

査区外まで及ぶ。おおよその規模は、開口部が

0・8mX1．4m、深さは0．5mを測る。

1－灰白　5Y8／2　粘性強・しまりあり　ロームを主体とし、黒色土が混ざる。

81

1m

；一　一　一　一i i（1／40）

Fig．135　SKlO4遺構平断面図

1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．136　SK105遺構平断面図



SD107　溝跡

西側を撹乱により消失しており、全長は不明である。深さは0・1mと浅い掘り込みである。残存す

る総延長は9．8m、幅は0・3m～0．4mを測り、やや弧を描きつつ東西方向に延びる。

A　　　　　　500m

覆転

B　　　　　　　　　　　500m

歪玩転覆
1．黒褐　7．5YR3／1粘性やや強．しまりあり　ローム粒を少量含む。　　1．黒褐　7．5YR3／1粘性やや強・しまりあり　ローム粒を少量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　i（1／40）

Fig．137　SD107遺構平断面図

SB108　掘立柱建物

北東隅の柱穴は確認できなかったが、梁行1間（2．9m）×桁行2間（4．2m）の、5基の柱穴からなる。

柱間の心々は梁行で2．1mを測る。柱穴の深さは0．1m～0・2mである。

∀

』

O
SP205

－O

l（⊃

SP255

SP254

B．ll（つ

．5

B

SB108

0llllや
SP253
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m

1－　－　－　－；　　　　i（1／80）

Fig．138　SB108遺構平断面図



SK109　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著し

く、下端は不明瞭となりがちである。中央を撹

乱により消失し、SK110土坑を破壊し構築さ

れる。おおよその規模は、開口部が0．7mの直

径で、深さは0．1mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　粘土ブロックを含む。

2．浅黄　5Y7／3　　粘性強・しまり強　粘土を主体とする。

SK110　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SKlO9

土坑により西側の一部が消失する。おおよその

規模は、開口部が0．8m X1．3m、深さは0・1m

を測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

2．褐灰　7．5YR5／1粘性強．しまり強　粘土がマーブル状に混ざる。
3黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　粘土ブロックを含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－1　　　　；（1／400

Fig・139　SKlO9遺構平断面図

1　　　　　2　　　1

1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．140　SKllO遺構平断面図



SA111柵列

T字状に並ぶ柵列跡である。直径0．4m、深さ0．2m前後で、6基の柱穴からなる。柱間の心々は

東西方向がやや広く心々は2・7m～3．0m、南北方向が2．0m～2．4mを測る。

／

◎
SP092

◎
SP091

〔⊃
SPO90

◎sp089
。／

SP093

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　　　　ローム粒を中量含む。
2．黒褐　7・5YR3／1粘性あり．ややかたくしまる　ローム粒を少量含む。

3．黒褐　7・5YR3／1粘性あり．しまりあり　　　　ローム粒を多量含む。

◎
SP101

2m

E

C）
C0

LD

C＼－

Pつ

腰
SPO90

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを少量含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり

3．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを多量含む。

4．褐　　7．5YR4／4　粘性あり．しまりあり　ロームを主体とする。

SPO91

1黒褐　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを含む。

2．灰褐　7．5YR4／2　粘性強・しまり強　　　ローム粒を多量含む。

1－　－　－　－；　　　　；（1／80）

Fig・141SAlll遺構平断面図
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SB112　掘立柱建物

北東隅の柱穴は確認できなかったが、梁行1間（2．4mと2．5m）×桁行2間（2・7mと2．9m）の、

6基の柱穴からなる。柱間の心々は梁行で1．2m～1．5mを測る。柱穴の深さは0・2m～0．3mである。

＼
lロ

◎
SP043

SKl13　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちであ

る。SK155土坑により西側の一部が消失し、

SK158土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1・3m×1．6m、深さは0．1m

を測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘怪強・しまり強

2浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　粘土を主体とする。

85

SPO83

1黒褐　7．5YR2／1粘性あり・しまりあり

2．黒褐　7．5YR3／2　粘性あり・しまりあり　ロームブロックを含む。

SPO84

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり・しまりあり　ローム粒を少量含む。

2．黒　　75YR2／1粘性あり．しまりあり　ローム粒を多量含む。

SPO88

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　ローム粒を微量含む。

2黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを中量含むo

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

；一　一　一　一；　　　　；（1／80）

Fig．142　SB112遺構平断面図

1m

1－　－1－；　　　　；（1／40）

Fig・143　SK113遺構平断面図



SB114　掘立柱建物

東側・に末広がりに開くように柱穴が構築される。1間×1間の、4基の柱穴からなる。規模は東辺

が2．6mで、これ以外は2．0mを測る。柱穴の深さは0．4m～0・5mである。

壬　「ⅲ06．ウ ＼

、〆．

◎sp189
…　　旦／◎sp176
∃

「

SP178

◎／／

。i

B　　　　　　　　　　　　　　　　　490m

〒　　　㌃

SP176

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりあり　　ローム粒を少童含む。柱痕跡。
2・明褐　7．5YR5／8　粘性弱．しまりややあり　ローム粒を多量含む0

SP177

1・黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまり強　　　ローム粒を少量含む。柱痕跡。

2．明褐　7．5YR5／8　粘性強．しまり強

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1－　－　－　－；　　　　1（1／80）

Fig．144　SBl14遺構平断面図

SA115　柵列

3基の小穴がほぼ直線上に等間隔に並ぶ。直径0・4m、深さ0．2m前後である。心々は1．2mと

1・5mを測る。

SP246

1．黒　　7．5YRZ／1粘性あり．しまり強
2．灰白　5Y7／2　　粘性あり・しまり強

SP244

1．黒褐　7．5YR3／1粘性ややあり．しまり強　柱痕跡。
ロームブロックを多量含む。　　2．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまり強

3．灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまり強　　　ロームブロックを多量含むO
SP245

1黒／　7．5YR2／1粘性ややあり・しまり強
2．灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまり強　　　ロームブロックを多量含む。
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一1；　　　　i（1／40）

Fig．145　SAl15遺構平断面図



SBl16　掘立柱建物

北東隅の柱穴はSDOOl溝跡上に当たり、これに破壊された可能性から確認できなかった。梁行1

間（3．4m）×桁行2間（9．0m）の、5基の柱穴からなる。柱間の心々は梁行で4・4mを測る。柱穴

の深さは0・1m～0・4mである。

／／グ

SB116

SP242

L◎

SP238

芝0
5

sp240◎1　針
SP249

SP240

1・灰白　5Y7／2　　粘性あり．しまり強

SP24ⅰ

1．黒　　7・5YR2／1粘性あり・しまりあり　　　　柱痕跡。
2．黒褐　7－5YR3／1粘性ややあり．しまり強

P242

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　　　　柱痕跡。
2．黒褐　7．5YR3／l　粘性ややあり・しまりやや強

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

昌11－　－；　　　　；（1／80）

Fig・146　SB116遺構平断面図
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SB117　掘立柱建物

南西側は調査区の範囲外にあり、全体の規模

等は不明である。北辺は5．7mを測り、各柱間

の心々は2・7mと3．0mである。両辺の柱間の

心々は2．2mを測る。深さは0．1m～0．2mで

ある。

SP236

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまり強
2　明褐　7．5YR5／6　粘性あり．しまり強 ロームブロックを多量含む。

SP243

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　　柱痕跡。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性ややあり．しまり強　ローム粒を含む。

SP247

1．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強

2．黒　　7．5YR2／1粘性やや強．しまり強

SP248

1．黒　　7．5YR2／1粘怪あり．しまりあり

2・明褐　7．5YR5／6　粘性あり・しまりやや強

ロームブロックを多量含む。柱痕跡。

ロームブロックを少量含む。

SK118　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちであ

る。SP158小穴により西側の一部が消失し、

SK121土坑を破壊し構築される。形態から未

確認の遺構が重複していた可能性がある。おお

よその規模は、開口部が1・3m×2．0m、深さ

は0．1mを測る。

1．黒　　　7．5YR2／1粘性強．しまりやや強
2明縁灰10GY7／1　粘性やや強．しまりやや強　粘土を主体とする。
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2m

；一　一　一　一；　　　　；（1／80）

Fig．147　SBl17遺構平断面図

外

査

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．148　SKl18遺構平断面図



SK119　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するものと思われ

る。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となり

がちである。SK146土坑により北側の約半分

ほどが消失し、SP269小穴を破壊し構築され

る。残存する部分でのおおよその規模は、開口

部が0．7m×1．8m、深さは0．1mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強

2．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　粘土を主体とする。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－1；　　　　；（1／40）

Fig．149　SK119遺構平断面図

SE120　井戸跡

平面形態は歪な楕円形を呈する。おおよその規模は、開口部が2．6m×3・2m、深さは1．1mを測る。

掘り込みは上端から緩やかな傾斜が続き、途中で急に角度をつけ底面に至る。埋土中からは多量の土

器に混じり多くの木製品も認められた。その出土状況から井戸として機能を失った後に、投棄された

ものと推測される。

89

1．黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強 粘土ブロックを微蛍含む。

2．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強
3．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強　　　粘土ブロックを少量含む。

4褐庚　7．5YR4／1粘性強・しまりやや強　粘土ブロックを含む。
5・褐灰　7・5YR4／1粘性強．しまりやや強　粘土ブロックを多良含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ二二⊂二Ⅰ二二Ⅰ＝土二二二二二二二∃（1！40）

Fig．150　SE120遺構平断面図
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10cm

Fig．151SE120出土遺物実測図一1
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Fig．152　SE120出土遺物実測図－2



0　　　　　　　　5cm

i　一　一　一　一　日1／4）

（この縮尺は121～124のみ）

92

0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－；（1／3）

Fig．153　SE120出土遺物実測図－3
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′守

0　　　　　　　　　5cm

i－－－－．1（1／3）

Fig．155　SE120出土遺物実測図－5



二
，
，
，
，
，
，
千
丁
一
・
，

／璽⊆狂：堅塁⊇⊇迦

二男＝竪mm

0　　　　　　　　　　　20cm

（この縮尺は144のみ）

95

－／／ン／／／／ノ／，′ン／／／／／／／／／／r

一．－／／／／／／／／／二　145

0　　　　　　　5cm

；一　一1－；（1／4）

（この縮尺は145のみ）

0　　　　　　　　　　5cm

；11－Ⅰ；（1／3）

Fig．156　SE120出土遺物実測図－6



密茫卸

蜃ⅢⅢ＞　く皿正p・屯Ⅲmm
Ⅶn　　　Ⅶm

一度≡茹ヨ

148

96

10cm

Fig・157　SE120出土遺物実測図－7



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

112 蓋 埋土 （12．0 ） （4 ．6 ）
にぷい黄橙

10Y R 6／3
内外面にパケ目を施すo 胎土はきめ細かい。

113 甕 埋土下層 （26・2） 不明 不 明
にぷい黄橙

10Y R 7／2
内外面に粗いハヶ月を施す。口縁端部をつまみ出すO 外面に煤が付着0

11 4 甕 埋土下層 （23．6） 不明 不 明
にぷい黄橙 内外面にハケ目を施す。口縁端部をつまみ出す。外面に煤が付着。部

5YR 6／4 分的に丹塗りが認められる。

1 15 甕
埋土上層

埋土下層
（48．2） 不明 不 明

にぷい黄橙

10Y R 7／3

内外面にハケ目を施す。口縁端部をつまみ出す。肩部に突帯を廻らし、

その下に板目のあるへラ状工具を押圧した刻み目が連続する。1m m 大

の小礫を多量に含む。

1 16 甕 埋土下層 （37．8） 10 ．4 5 6・8
にぷい黄橙

10Y R 7 ／3

内外面にハケ目を施す。口縁端部をつまみ出す。肩部に突帯を廻らす。

休部下位にも突帯を廻らし、ヘラ状工具を押圧した刻み目を連続させ

る。

1 17 二士ご 埋土下層 （14．2） 不 明 不明
にぷい黄橙 内面はハケ目を施す。外面はミガキを施す。胎士はきめ細かい。内面

宜巨 10Y R 7 ／3 が全体的に煤を付着し、黒色の光沢を帯びる。

1 18 ・＝土ご宝E
埋土上層

埋土下層
13．1 7．2 3 2．7

にぷい橙

7 ．5Y R 7 ／3
内外面にハケ目を施す。

1 19 ・＝量こご宜E 埋土下層 （36 ．2） 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3

内外面にハケ目を施す。言縁端部をつまみ出す。口頸基部に沈線を廻

らす。休部中位に帯突を廻らせ、その内面側には貼り付けた際の指頭
痕が残る。休部下位から鹿部にかけタタキ目を施した後にへラ削り。

120 ・こことご 埋 土上層 不明 6・1 不明
にぷい黄橙 内外面にハケ目を施す。口頸基部に幅の太い突帯を廻らし、板目のあ

宝E 10 Y R 7／4 るへラ状工具で押圧した刻み目が格子状に連続する0

12 1 一こ士ご当宣 埋土上層 （2 5．6） 8．8 4 0 ．5
にぷい黄 橙

10Y R 7／4

内外面にハケ目を施す。肩部に突帯を廻らす。休部下位にも突帯を廻

らし、ヘラ状工具を押圧した刻み目を連続させる。休部中位に弓なり

状の突帯を付ける。複合口縁。

12 2 ・＝ヒ宝亘 埋土 不 明 不明 不明
にぷい黄 橙

10Y R 7／3
内面にパケ目を施す。外面はミガキを施す。胎土はきめ細かい。

12 3 高坏 埋土下層 （2 2・0 ） 不明 不 明
にぷい黄 橙

10Y R 7／3
内外面にハケ目を施す。鹿部はミガキを施すO 胎土はきめ細かい。

12 4 高坏 底面 （2 3．8 ） 不明 不 明
にぷい黄 橙

10Y R 7／3
内外面はハケ目後に、ミガキを施す。胎土はきめ細かい。

12 5 ミニチュア鉢 埋土
2 ．5 へ／／

2．8

1・8 ／－

1．9

3．7 ／～

4．2

にぷい黄 橙

10Y R 7／3
内外面に成形時の指頭の痕が残り、盃な形である。

12 6 高坏 埋土下層 （37・0） 不明 不 明
にぷい橙

7・5Y R 7／3
内外面はハケ目後に、放射線状にミガキを施すo 胎土はきめ細かい。

12 7 高坏
埋土上層

不明 （8 ．6） 不 明
にぷい橙 内面は指頭によるナデあげた痕が残る。外面はハケ目後にミガキを施

埋土下層 5YR 6／3 す。胎土はきめ細かい。

12 8 器 台
埋土上層

4．9
（12．3 ～ 8 ．5 ／／～ にぷい黄橙 内面は指頭によるナデあげた痕が残る。外面はタタキ目をつけた後に

埋土下層 12．6） 9・5 10 Y R 6 ／3 ハケ目を施す。

12 9 甕 埋土下層 不明 8 ．5 不明
にぷい黄橙

10Y R 5 ／3

内面は粗いハケ目を施す。外面はヘラ削り後にハケ目を施し、鹿部 と

の際は明瞭と成す。1m m 大の小礫を多量に含む。外面鹿部にハケ目が
認められる。外面に煤が付着。

130 ここヒご 埋土下層 11．2 4．5 14．7
にぷい黄橙 内外面にハヶ月を施す。休部中位に穿孔が 1 箇所ありO 胎土はきめ細

宣巨 10Y R 7 ／4 かい。

13 1 ＝士ご互巨 埋土下層 16・5 7・5 19 ・0
にぷい黄橙

10Y R 7／4
内外面にハケ目を施す。

132 甕 埋 土下層 14 ．6 5・7 2 5 ．8
にぷい黄橙

10 Y R 7／4
内外蘭に岨いパケ日を施す。

133 ＝こ土ゴ監壬
埋 土上層

埋土下層
2 7．4 1 1・2

2 8．2 ／～

29 ．0

にぷい黄 橙

10Y R 7／3
内面はへラ削り、外面はハケロを施す。

Tab．32　SE120出土遺物観察表－1
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遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

134 甕 埋土下層
12・5 ／）

13．3
不明 17．4

にぷい黄橙

10Y R 7／3
内外面に粗いハケ目を施す。

135 甕 埋土下層 （20．2） 不明 不 明
にぷい黄橙 内面はハケ目を施す。外面は中位に廻る突帯を境に上半分がハケ目、下

10Y R 7／3 半分はへラ削りを施す。

136 一二士ゴ宝亘 埋土上層 不 明 不 明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内外面ともヘラ削りO 胎土はきめ細かい0

13 7 －＝土ゴ宝互 埋土 13．2 不明 不 明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内外面に粗いハケ目を施す。

138 ここ土ゴ 埋土下層 （12．8） 3．0 1 3．9
灰黄褐 内面は下半分がヘラ削り、上半分がハケ目を施す0 外面はハケ目を施す。

互巨 10Y R 6／2 胎土はきめ細かい。

139 ＝ニたゴ
埋土上層

（19・5） 4．4 1 3．9
にぷい黄橙 内面は部分的にパケ目が施される。外面は下半がヘラ削り、上半がハ

宝E 埋土下層 10Y R 7／3 ケ目を施す。休部中位と下位の 2 箇所に穿孔あり。胎土はきめ細かい。

140 器台 埋土 不 明
13・5 ／／～

不明
にぷい黄橙 内面は指頭による圧痕 と部分的にへラ削りが認められる。外面は下位

14．4 1 0 Y R 6／3 から鹿部にはタタキ目が認められ、その後にハケ目を施す。

14 1 器台 埋土上層 （14・0 ）
16．9 ～

20 ．7
にぷい黄橙 内面は指頭によるナデあげと粗いハケ目が施される。外面は下位から

17．4 1 0 Y R 6／3 鹿部にはタタキ目が認められ、その後に粗いハケ目を施す。

142 器台 埋土下層 14．6 1 5．4
16 ・5 ～ にぷい黄橙 内面は粗いハケ目が施される。外面は下位にタタキ目が認められ、その

16 ．7 10 Y R 6／3 後に粗いハケ目を全面に施す。口縁端部は指で小さくつまみ出される。

＝ 埋土下層

不明 （15・6）
17・4～

18・9

にぷい黄橙

10 YR 6／3
内外面にハケ目を施すO　口緑端部は指で小さくつまみ出される。

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
器 長 器 幅 器 厚

144

木製 品

部材
埋土下層

13 2・1

残存値

18．5

残存値
2．3 － 表面に移しい加工痕が認められる。長方形の穿孔あり。

145

木製 品

板材

埋士下層
33 ・8

残存 値

5．6 8

残存値
0．85 － 割り板。

14 6

木製品

三 ツ又鍬
埋土下層

38・85

残存 値

13・3

残存値
1．4 － 柄壷から柄孔にかけて圧痕あり。木取りは柾目。

14 7

木製品

三 ツ又鍬
埋土下層

38 ・6

残存値

9．4

残存値
1．5 － 柄壷から柄孔にかけて圧痕あり。木取りは柾目。

14 8

木製品

三 ツ又鍬
埋士下層

34・0

残存値

7・2

残存値
1．2 － 柄壷から柄孔にかけて圧痕あり。木取りは柾目。

14 9

木製品

三 ツ又鍬

埋土
24．2

残存値

4．5

残存値

0．6

残存値 － 木取りは柾目。

Tab．33　SE120出土遺物観察表－2
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SK121土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SK118

土坑により北側を、SK122土坑により西側の

一部がそれぞれ消失し、SKO97土坑を破壊

し構築される。おおよその規模は、開口部が

0．5m×0・7m、深さは0．1mを測る。

0　　　　　　　　　5cm

】－－－ー；（1／3）

Fig．158　SK121出土遺物実測図

二二二エ二
A　　　　　　　　450m

l

3／／軍2

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまり強

2．黒　　7．5YR2／1粘怪強．しまり強
3．褐灰　7．5YR4／1粘性やや強．しまりやや強　ロームブロックを多量含む0

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一1　　　　；（1／棚）

Fig．159　SK121遺構平断面図

、虫物番 言 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴退　　 ．7ヲ 口 径 底 径 器 高

150 高杯 埋土上層 17・5 不明 不 明
浅黄橙

7・5YR 6／4
休部中位に段を有する。鹿部はカキ目を施す。胎土はきめ細かい。

Tab．34　SK121出土遺物観察表

SK122　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するが、本来は円

形に近い形であり、東側と西側に浅い他の遺構

が重複したものと判断する。底面は凹凸が著し

い。SK121土坑を破壊し構築される。おおよ

その規模は、開口部が1．5m×1．7m、深さは

0・3mを測る。

1・黒　　　7．5YR2／1粘性強．しまりやや強

2・黒　　　7・5YR2／1粘怪強・しまりやや強　ロームブロックを微量含む。
3・黒　　　7．5YR2／1粘性強．しまりやや強

4・褐灰　　7．5YR4／1粘性強．しまりやや強

99

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ：エココ＝＝∃：＝：＝二二＝＝＝∃（1／一40）

Fig．160　SK122遺構平断面図



SD123　溝跡

途中1箇所で途切れるが、上面を削平されたため深い部分のみが残存した結果と思われる。総延

長は約22・Omが現認でき、幅は1m前後、深さは0．1m～0．2mを測る。SF103道路跡の東側にあり、

その北端は幅が末広がりとなる。両者の重複関係は不明。遣物はこの幅の広い部分に集中し出土する。

＼ゝ＼＼＼

0　　　　　　　　　　　　　　　5m

1－　－　－　－；　　　　；（1／200）

1．黒　　7．5YR2／1粘性やや強．しまりやや強

2・灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強
3．灰白　5Y7／2　　粘性強・しまり強

黒色土が少量混ざる。

ロームを主体とする。

1．黒　　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　　ローム粒を含む。
2．明褐　7．5YR5／6　粘性強．しまりやや強　　ロームブロックを主体とする。

3．黒　　7・5YR2／1粘性あり．しまりあり　　ローム粒を少量含む。ロームブロックを含む。
4．黒　　7．5YR2／1粘性あり・しまりやや強　ローム粒・ロームブロックを少量含む。

5．黒褐　7．5YR3／2　粘性弱・しまりややあり　ローム粒を少量含む。

100

4・80m

土ll．二一三

1．黒褐　7．5YR3／1粘性あり．しまりやや強　ローム粒を微量含む。

2．明褐　7．5YR5／8　粘性あり．しまりやや強　ロームを主体とする。

0　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－　－　－；　　　　i（1／40）

Fig・161SD123遺構平断面図



二二一，…よ一三l

0　　　　　　　　　　5cm

i1－－－；（1／3）

Fig・162　SD123出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法量 （cm ）／

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

15 1 坏蓋 埋土 （12 ．4） 不明
にぷい橙

7．5Y R 7／4
内外面ともにナデ調整が施される。

15 2 甕 埋土 （20 ．0 ） 不明 不明
にぷい橙

7・5YR 7／3
内面はヘラ削り、外面はハケ目が施される。

15 3 鉢 埋土 （2 1・0） 不明
にぷい橙 内面は休部がへラ削り、口縁はハケ目が施される。外面はハケ目が施

5Y R7 ／3 される。

＝ 埋土
（8．6） 2．4

にぷい赤褐

5Y R5／3
鹿部から休部下位にかけ回転へラ削り。

遺物 番 号 器 種 出土 地 点
法 量 （c m ）　　 （kg ）

特　　　　　 徴

器 長 器 幅 器 厚 重 量

1 5 5 石 製 品 埋 土 下 層 10 ．5 8・4 5 ．0 0．8 敲打 によ り両面 中央 に窪みが生 じる。

1 5 6 石 錘 埋 土 下 層 1 1・2 7・7 6 ．8 1．3 敲打によ り4 両 中央 に窪みが生 じる。表面中央に浅い渦状の窪 みあ り。

Tab．35　SD123出土遺物観察表
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（）内の数楠は推定の法星を表す



SE124　井戸跡

平面形態は歪な隅丸方形を呈する。底面は丸

底の鉢状となる。おおよその規模は、開口部が

1・6mの直径で、深さは0・5mを測る。

5cm

Fig．163　SE124出土遺物実測図

～宅ここここア∠一一一一一一一

1．黒　　7．5Y2／1　粘性強．しまり強　　　ローム粒．ロームブロックを微量含む0
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　　ローム粒・ロームブロックを含む。

3．灰　　5Y5／1　　粘性強．しまりやや強　粘土を主体とし、ローム粒を多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．164　SE124遺構平断面図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）　　　 （g）

特　　　　　 徴
器 長 器 幅 器 厚 重 量

157 石包丁 埋士 不明 不 明
17．7 半月形の石包丁で、穿孔ありO 半分強が欠損する。表面には擦痕が認

残存値 められる。

Tab．36　SE124出土遺物観察表

SK125　土坑

平面形態は歪な方形形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

形態から未確認の遺構が重複していた可能性

がある。おおよその規模は、開口部が1．1m×

1．1m、深さは0．1mを測る。

1．黒褐　7・5YR3／1粘性強・しまり強　ロームブロックを含む。
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－l／‐／－
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・50m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

5　－1－　－i i（1／40）

Fig．165　SK125遺構平断面図



SK126　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しく、下端は不明瞭となりがちである。お

およその規模は、開口部が0・6m×1．2m、深

さは0．1mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強

2．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。

SK127　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するが、本来は2

つの遺構が重複したものと判断するo底面は

凹凸が著しい。おおよその規模は、開口部が

0．9mX1．0m、深さは0・1mと0．2mを測る。

1．黒／7．5YR2／1粘性強．しまり強　ロームブロックを微量含む。
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　ロームブロックを微量含む。

3．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。

SE128　井戸跡

平面形態は円形を呈する。底面は丸底に掘削

される。断面は下端から中位に向け開き、さら

にこれより上端にかけては傾斜をつけ開口部を

広める。おおよその規模は、開口部が1・9m～

2．0mの直径で、深さは1・3mを測る。

1．黒褐　　7．5YR3／1粘性強．しまり強
2・褐灰　　7．5YR4／1粘性強．しまり強

3．黒　　　7．5YR2／1粘性やや強．しまりあり

ローム粒を少量含む。

ロームブロックを含む。

4．灰黄褐10YR4／2　粘性やや強．しまりあり　ロームブロックを多量含む。

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．168　SE128遺構平断面図
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0　　　　　　　　　　　　　1m

ヒここ＝Ⅰ二二二⊂∃：二二二二二二二∃（1′′40）

Fig・166　SK126遺構平断面図

二l―460m

0　　　　　　　　　　　　　1m

言　一　一　一　一；　　　　　口1／佃）

Fig・167　SK127遺構平断面図
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Fig．169　SE128出土遺物実測図

遺 物 番 号 器 種 出 土 地 点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

1 5 8 甕 埋 土 下 層 （1 3．7） 5．7 1 9 ．8
にぷ い 橙 内面 は煩 雑なヘラ削 り、外面 も煩雑 なハケ 目が施 され る。 1m m 大の小

7．5 Y R 7 ／4 礫 を多量 に含 む。

1 5 9 ＝ニヒ 埋 土 上 層 （1 1．6） 9．5
に ぷ い 赤 褐 外 面は口頸 部付近 にハ ケ目を施 し、 これよ り下位 はへ ラ削 り。内外面

隻巨 2．5 Y R 5 ／4 を丹塗 り。

1 6 0 ＝士ご宜巨 埋 土 上 層 （1 1．2） 不 明 不 明
にぷ い 橙

7・5 Y R 6 ／4
内面 はハケ目が施 される。外面は摩 滅 してお り、調整は不明。

1 6 1 坏 蓋 埋 土 上 層 不 明 不 明
灰

N 5／0
天 井部は回転へラ削 り。線刻による 3 本 のへ ラ描 きあ り。

16 2 坏 身 埋 土 上 層 1 1・4 4．0 8
灰 白

10 Y R 8 ／2
鹿部は丸みを帯び、回転へラ削 り。線刻によるM 字状のヘ ラ描 きあ り。

16 3 坏 身 埋 土 上 層 （9．8） 3．7
灰

N 5／0
休部は丸みを帯び、鹿部は回転へラ削 り。

16 4 ・＝士ゴ宜E 埋 土 下 層 不 明 不 明 不 明
灰

N 6／0
休部は丸みを帯び、外面はカキ 目を施す。

16 5 高 坏 埋 土 不 明 （1 3．0） 不 明
灰

N 4／0
外面はカキ 目を施 し、底端部 に焼け歪みが生 じる。透 し窓 を有 する。

Tab．37　SE128出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SK129　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SKO80

土坑により東側が消失する。おおよその規模は、

開口部が0．8mXl・1m、深さは0．1mを測る。

1．灰褐　7．5YR4／2　粘性強・しまり強　　粘土ブロックがマーブル状に混ざる。

2．黒褐　7．5YR3／1粘怪強．しまり強　　粘土ブロックを少量含む。
3．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　粘土ブロックがマーブル状に混ざる。

4．灰褐　7．5YR4／2　粘性強．しまりやや強　粘土ブロックを少量含む。
5・浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　　粘土ブロックを主体とする。

1m

；一　一　一11　　　　口1／40）

Fig・170　SK129遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

；－－－1i（1／3）

Fig．171SK129出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

166 器台 埋土 （11．6） 不明 不明
にぷい黄橙 内面は指頭によるナデあげた後にへラ削りとハケ目を施すo 口緑部は

10Y R 7／3 内側に屈曲させ袋状とし、その際の指先の痕が残る。

167 器台 埋土 不明 （13・0 ） 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／2
内面の下位及び外面に粗いハケ目を施す。

Tab．38　SK129出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SK130　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SEO82井戸跡により中央を、SKO83土坑によ

り西側の一部がそれぞれ消失し、SKO81土坑

を破壊し構築される。おおよその規模は、開口

部が1・6m×2．2m、深さは0．1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまり強
2．褐灰　7．5YR5／1粘性強・しまりやや強　粘土がマーブル状に混ざる。

3．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　　粘土を主体とする。
4．褐灰　7．5YR5／1粘性強・しまりやや強　粘土がマーブル状に混ざる。

SK131土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹凸

が著しく、下端は不明瞭となりがちである。北

東部分が撹乱により消失する。おおよその規模

は、開口部が1．1mX1．7m、深さは0．2mを

測る。

1．黒　　7．5YRZ／1粘性強．しまり強
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強　ロームブロックを含む。

3・灰白　5Y7／2　　粘怪強・しまり強　ロームを主体とする。

106

1m

；一　一　一l；　　　　」（1／40〉

Fig．172　SK130遺構平断面図

Fig・173　SK131遺構平断面図



SE132　井戸跡

平面形態は歪な楕円形を呈する。SK136土

坑により北側の一部が消失し、SP303小穴を

破壊し構築される。断面は下端から中位に向け

開き、さらにこれより上端にかけては傾斜をつ

け開口部を広める。おおよその規模は、開口部

が1・OmXl．7m、深さは1・0mを測る。

1・黒　7．5YR2／1粘性強・しまり強　　ロームブロックを少量含む。
2・黒　7．5YR2／1粘性あり．しまりあり　ロームブロックを含む。
3．黒褐　7．5YR3／1
4．黒褐　7．5YR3／1

5．黒褐　7．5YR3／1
6．黒褐　7．5YR3／1

7．浅黄　2．5Y7／4
8．黒褐　7・5YR3／1

粘性強．しまり強

粘性強・しまり強
粘性極強．しまり極強

粘性強・しまり強
粘性強・しまり強

粘性強．しまり強

ロームブロックを含むO

ローム粒．ロームブロックを少量含む°

ロームを主体とする。

ロームを主体とする。

ロームブロックを含む。

SK133　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するが、本来は

2つの遺構が重複したものと判断する。SE137

井戸跡を破壊し構築される。底面は凹凸が著し

く、下端は不明瞭となりがちである。おおよ

その規模は、開口部が1．1m×2．2m、深さは

0．1mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強
2．黒　　7・5YR2／1粘性強．しまり強

3．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強
4．灰　　5Y4／1　粘性強．しまりやや強

5－褐灰　7・5YR4／1粘性強．しまり強
6．灰　　5Y4／1　粘性やや強．しまり極強

7・灰白　5Y7／2　　粘性強・しまり強
8．褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまり強

9．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまり強
10．黒褐　7・5YR3／1粘性強．しまり強

ローム粒を少量含むo

ロームブロック。

灰色の粘土を主体とし、ローム粒を含む。

ローム粒を少量含む。

ロームブロックを含む。

ロームを主体とする。

ローム粒を少量含む。

ロームブロックを少量含むO

ロームブロックを含む。
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0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一1　　　1（1／40）

Fig．174　SE132遺構平断面図

1m

上　－l　一　一1　　　　一口1／40）

Fig．175　SK133遺構平断面図



SK134　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しい。SK135土坑を破壊し構築される。おお

よその規模は、開口部が0．7m×0・9m、深さ

は0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまりやや強　ロームブロックを微量含む。
Z．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　　ロームブロック°
3．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

SK135　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が

著しい。SK134土坑により東側の一部が消失

し、SE139井戸跡、SK140土坑を破壊し構築

される。おおよその規模は、開口部が1．4mX

1．6m、深さは0．4mを測る。

1．黒　7．5YR2／1粘性強．しまり強　ロームブロックを微量含む。

2．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。
3．灰　　5Y4／1　粘性強．しまり強
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0　　　　　　　　　　　　　1m

；－1－　一　言　　　　　1（1／40）

Fig．176　SK134遺構平断面図

0　　　　　　　　　　　　　1m

ヒエコ＝二二エ＝土二二二二二二∃（1・′／40）

Fig．177　SK135遺構平断面図



SK136　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SE132井戸跡を破壊し構築される。おおよそ

の規模は、開口部が1・2mX1．4m、深さは

0・2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまり強

2．灰白　5Y7／2　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。

SE137　井戸跡

平面形態はやや歪な円形を呈する。おおよそ

の規模は、開口部の直径が1・6m、深さは1・1m

を測る。西側をSK133土坑に、東側をSE141

井戸跡により上端の一部が消失する。埋土中か

らは多量の土器に混じり多くの木製品も認めら

れた。その出土状況から井戸として機能を失っ

た後に、投棄されたものと推測される。

1．黒褐　　7．5YR3／1粘性強．しまり強
2．褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまり強

3・黒　　　7・5YR2／1粘性やや強．しまりあり

ローム粒を少量含む。

ロームブロックを含む。
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Fig．178　SK136遺構平断面図

1m

ヒ：Ⅰ：コ＝コ＝コ二二ヒ＝：＝：二二二：∃（1／′40）

Fig・179　SE137遺構平断面図
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0　　　　　　　　　5cm

i－－－－；（1／3）

Fig．180　SE137出土遺物実測図－1
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0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－；（1／3）

Fig．181SE137出土遺物実測図－2
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180

0　　　　　　　　　　5cm

1－－－－；（1／3）

Fig・182　SE137出土遺物実測図－3



．二／－l．

0　　　　　　　　　　　20cm

（この縮尺は181のみ）

10cm

Fig・183　SE137出土遺物実測図一4
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、虫物番 ロ 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴退　　　 一号 口 径 底 径 器 高

168 甕 埋士上層 不明 2・7 不明
灰黄褐

10 Y R 6 ／2
内面は粗 く外面ともにハケ目を施す。外面に煤が付着。

169 甕 埋土上層 不明 2．0 不明
灰黄褐 内面に粗いハケ目を施すo 外面はタタキ目つけた後に、ハケ目を施す。

10Y R 6／2 庄内系。

170 甕 底面 （27．0） 不明 不 明
にぷい黄橙

10Y R 7／3
内外面にハケ目を施す。内面に煤が付着。口頸基部に突帯を廻らす0

17 1 甕 底面 （2 3．4 ） 不明 不 明
灰 黄褐 内面は下半分がヘラ削り、上半分がハケ目を施すO 外面は下半分にタ

10Y R 6／2 タキ目が認められ、その後に全面にハケ目を施す。

172 甕 底面 不明 不明
にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
内外面にハケ目を施す。

173 ＝こ土ご一堂亘 埋土 ・埋土上層 （12・2） 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／2
内外面に粗いハヶ月を施す。

17 4 ＝ゴこご隻巨 埋土上層 （23．4） 不明 不 明
にぷい黄橙 内外面にハケ目を施す。口縁を上方に屈曲させ、肩部には突帯を廻らし、

10Y R 7／3 ここに押圧による刻み目を連続させる。複合口縁。胎土はきめ細かい。

17 5 壷 埋土上層 9．6 1．9 8 ・5
にぷい褐

7．5Y R 6／3
内外面にハケ目を施す。1m m 大の小礫を多量に含む。

176 高坏 底面 不 明 15．0 不明
灰黄 内面はハケ目、外面はミガキが施される。胎土はきめ細かい。左右対

2．5Y 称の位置に穿孔が 2 箇所あり。

177 甕 底 面 （26 ・0） 不 明 不明
にぷ い黄橙 内面は粗いハケ目が施される。外面は中位にタタキの痕が認められ、そ

10Y R 7／3 の後に全面に粗いハケ目を施す。庄内系

178 壷 底面 （33．2） 不 明 不明
にぷい黄橙

1OY R 7 ／3

内面はハケ目が施される。外面はタタキ目をつけた後に、全面にハケ

目を施す。肩部に突帯を廻らせ、刻み目を連続させる。内面に煤が付着。

庄内系。

17 9 壷 底面 不明 不明
にぷい黄橙

10Y R 7／3

内面はハケ目が施される。外面はタタキ目をつけた後に、上半分はハ

ケ目、下半分はミガキを施す。口頸基部に突帯を廻らせ、へラ状工具

にて押圧した刻み目を連続させる。

‡．
S E 13 7 の埋土 上層

（14．0 ） 不明 不 明
にぷい黄橙 内面はハケ目が施される。外面はハケ目を施した後に、網で休部上位

SE 14 7 の埋土上層 10Y R 7／4 を覆い押圧する。口頸基部に丹塗りが部分的に認められる。

、虫物番 言 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴退　　　 7ヲ 器 長 器 幅 器 厚

18 1
木製 品

槽
埋土下層

10 9．2

残存値

58・7

残存値

7 ．5

残存値 － 到りぬき。風化により変形が著しい。

18 2

木製品

二又鍬

底面
43．0

残 存値

4．9

残存値
2・0 － 柄孔部分に圧痕あり。木取りは柾目0

Tab．39　SE137出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



SK138　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈するものと思われ

る。底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭とな

りがちである。SE141井戸跡により南側の約

1／3が消失する。残存する部分でのおおよその

規模は、開口部が0・7mX0．7m、深さは0・1m

を子則る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性やや強・しまりやや強　ロームブロックを少量含む。

SE139　井戸跡

平面形態は歪な楕円形を呈する。断面は下端

から上端にかけて徐々に広がる。SK135土坑

により東側が消失し、SK145土坑を破壊し構

築される。残存する部分でのおおよその規模は、

開口部が1．1×1・5m、深さは0．5mを測る。

0　　　　　　　　　　5cm

；－1－－l（1／3）

Fig・185　SE139出土遺物実測図

Fig．184　SK138遺構平断面図

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　　　ロームブロックを少量含む。
2．褐灰　7．5YR5／1粘性強・しまり強

3．褐灰　7．5YR5／1 ロームブロックを微量含む。

2より明るい。

4．灰　　5Y6／1　　粘性強・しまりややあり

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ二二［：ココ＝：：ヒ二二二＝＝二二：：∃（1／′40）

Fig．186　SE139遺構平断面図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

18 3 高坏 埋土 不明 不明 不明
灰

N 5／0
脚部が低いO

Tab．40　SE139出土遺物観察表
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SK140　土坑

平面形態は楕円形を呈するものと思われる。

SK135土坑、SE139井戸跡により北側の半分

以上が消失する。残存する部分でのおおよその

規模は、開口部が0．6m×0．5m、深さは0・2m

を測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性強．しまり強
2．黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強

3．黒褐　7－5YR3／1粘性強．しまり強
4．褐灰　75YR5／1粘怪強．しまりやや強

ロームブロックを微量含む。

ロームブロックを含む。

SE141井戸跡

平面形態は歪な楕円形を呈する。断面は下端

から上端にかけて徐々に広がる。SE137．149

井戸跡、SK138土坑を破壊し構築される。お

およその規模は、開口部が1．5m×1・8m、深

さは0・6mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまり強 ロームブロックを少量含む。

2・黒褐　7．5YR3／1粘性やや強．しまりやや強
3．黒　　7．5YR2／1粘性やや強・しまりやや強　ロームブロックを含む。
4．灰褐　7．5YR4／2　粘性強．しまりあり

5．黒褐　7．5YR3／1粘性やや強．しまりやや強　ロームブロックを少量含む。
6．褐灰　7．5YR5／1粘性強・しまりやや強

7．黒　　7．5YR2／1粘怪やや強．しまりやや強
8．黒　　7．5YR2／1粘性やや強．しまりやや強

9・褐灰　7．5YR5／1粘怪強．しまりやや強
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ＝⊂ここコ二二∃二二二二：：：：：：二二∃（1／′40）

Fig・187　SK140遺構平断面図

、ミミミニフi一一一一、、

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　；（1／40）

Fig．188　SE141遺構平断面図



SK142　土坑

平面形態は盃な円形を呈する。底面は丸底

の鉢状となる。おおよその規模は、開口部が

1．1mの直径で、深さは0．2mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強　ロームブロックを少量含む。

2．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。

SK143　土坑

平面形態は隅丸の台形に近い形を呈する。底

面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがち

である。SP312小穴により北側の一部が消失

する。おおよその規模は、開口部が1．1mX

1．2m、深さは0・1mを測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘怪強．しまり強　ロームブロックを含む。

117

／㍉
A　　　　　　　　　　　　　　　　4・60m

Fig．189　SK142遺構平断面図

一二十―l
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．50m

0　　　　　　　　　　　　　1m

1－1－1；　　　　；（1／40）

Fig．190　SK143遺構平断面図



SK144　土坑

平面形態は不整形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SK148

土坑により東側が消失する。残存する部分で

のおおよその規模は、開口部が0．8m×1・7m、

深さは0．1mを測る。

1．黒　　7・5YR2／1粘性強．しまり強　ロームブロックを多量含む。

SK145　土坑

平面形態は楕円形を呈するものと思われる。

底面は凹凸が著しい。SE139井戸跡により東

側が消失する。南側の約半分は調査区外へと続

く。残存する部分でのおおよその規模は、開口

部が0．3mX0．4m、深さは0．3mを測る。

1・黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強　ロームブロックを微量含む。

2．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　ロームを主体とする。
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1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．191SK144遺構平断面図

二ll－〈二
調　査　区　外

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一1；　　　　；（1／40）

Fig．192　SK145遺構平断面図



SK146　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SK119

土坑、SP269・302小穴を破壊し構築される。

おおよその規模は、開口部が1．8m×2．0m、

深さは0．2mを測る。

1・黒　　7・5YR2／1粘性強．しまり強
2．浅黄　5Y7／3　　粘性強・しまり強　ロームを主体とする。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－；　　　　i（1／40）

Fig・193　SK146遺構平断面図

SE147　井戸跡

平面形態は盃な楕円形を呈する。おおよその規模は、開口部が4・8m～5．3m×6・2m、深さは

1．2mを測る。掘り込みは数段からの平坦部分から成り、深度を徐々に下げる。最深部である掘り込

は遺構全体の中心から北東寄りに盃な円形の開口部をもつ。その規模は1．3m前後の直径で、深さは

0．6mを測る。

ここに至るには南西側に階段状の緩やかな段差が延びており、続いて下方に踊場的なやや広めの平

坦面が設けられている。そしてさらに北西側の段差を経て、最も深い開口部上端にたどりつくことに

なる。こうした要素から、水汲み場を有する井戸としての性格が推測される。

埋土中からは多量の土器に混じり多くの木製品も認められた。その出土状況から、井戸として機能

を失った後に、投棄されたものと推測される。
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1．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強

2．黒褐　7．5YR3／1
3．窯褐　75YR3／1粘性強．しまり強

4．黒褐　7．5YR3／1粘怪強．しまり強
5・褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまり強

6．黒褐　75YR3／1粘性強・しまり強
7．浅黄　5Y7／4　　粘怪強・しまり強

8．黒褐　7．5YR3／1粘性やや強．しまりやや強
9浅黄　5Y7／4　　粘性強・しまり強

10・褐灰　7．5YR4／1粘性強．しまり強
11．浅黄　5Y7／4　　粘怪強．しまり強
12．褐灰　7．5YR4／1粘性あり・しまりあり

13．灰褐　7・5YR4／2　粘性やや強．しまりあり
14．褐灰　7・5YR4／1粘性強．しまりあり

15．灰褐　7・5YR4／2　粘性やや強．しまりあり
16．淡黄　5Y8／3　　粘性やや強・しまりややあり

17．褐灰　7．5YR4／1粘性あり．しまりややあり
18．褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまり強

粘土ブロックを中量含む。土器片を多量含む。
粘土ブロック．粘土粒を少量含む。1よりやや明るい。

粘土ブロックを少量含む。粘土粒を微量含む。
ロームブロックを含む。

粘土粒を少量含む。
粘土粒を微量含む。3より明るい。

粘土ブロック。
ロームブロックを多量含む。

粘土ブロック。
粘土がマーブル状に混ざる。

粘土ブロック。
粘土ブロックを少量含む。

粘土を主体とする。
粘土ブロックを微鼻含む。

粘土を主体とする。

粘土ブロックを－1三体とする0
粘土ブロックを主体とする。
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0　　　　　　　　　　　　　1m

；1－　－　－i i（1／40）

Fig．194　SE147遺構平断面図
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6∋ニー∋

／宰≡雲も

∈五二日　193

0　　　　　　　5cm

ヒエコ二二二⊂∃（1／′′4）

（この縮尺は193のみ）

0　　　　　　　　　5cm

】－－－－；（1／3）

Fig・196　SE147出土遺物実測図－2



遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴

口 径 底 径 器 高

18 4 甕 上段 埋土下層 （36 ・8） 不 明 不明
にぷい橙 内外面にハケ目を施すo 肩部と休部下位に突帯を廻らし、板目のある

5Y R 7／3 ヘラ状工具を押圧した刻み目を連続させる。内面鹿部に煤が付着。

18 5 甕 井筒埋土下層 34 ．1 4 ．15 3 5・2
浅黄橙

10Y R 8／3

内外面にハケ目を施すo 肩部と休部下位に突帯を廻らし、へラ状工具

を押圧した刻み目を連続させる。内面は全体に煤が付着し、黒色の光
沢を帯びる。部分的に丹塗 りが認められる。

18 6 ここヒ互巨 上段 埋土上層 （22 ・5） 不 明 不明
灰 白

10Y R 8 ／1
内外面にハケ目を施す。肩部に突帯を廻らす。

18 7 ＝ヒ宜亘

上段 埋土上層

上段 埋土下層
（11．9） 不 明 不明

灰 白

10Y R 8 ／2
内外面にパケ目を施す。言頸部に突帯を廻らす。

18 8 －＝ヒ宣巨
上段 埋土上層

上段 埋土下層
（25 ・2） 不 明 不明

灰 白

10Y R 8 ／2
内外面に粗いハケ目を施す。肩部に突帯を廻らす。

18 9 ここヒ重宝 井筒 埋土下層 11．6
1 3．1～

13．45

にぷい橙

5Y R 7／3

内面はハケ目を施す。外面は上半がハケ目、下半がハケ目後にミガキ

を施す。外面は丹塗り。内面は全体に全体に煤が付着し、黒色の光沢
を帯びる。

19 0 ＝土ご

上段 埋土上層

上段 埋土下層

井筒埋土上層

（14 ・2） 不 明 不明
明褐灰 内外面にパケ目を施す。内面は全体的に煤が付着 し、黒色の光沢を帯

宜宜 7 ・5Y R 7／2 びる。

19 1 壷 上段 埋土上層 （11・8） 不 明 不明
灰 白

10Y R 8 ／2
内面にハケ目を施す。

・ 上段 埋土下層 （13 ．6） 7．5
明褐灰

7 ．5Y R 7／2
内外面はミガキを施す。胎土はきめ細かい。

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色調 特　　　　　 徴
器 長 器 幅 器 厚

19 3
木製品

組合式案
上段 埋土下層 25．6 3．1 0．9 －

左右対称の位置に長方形の穿あり。表面に刃物傷あり。

Tab．41SE147出土遺物観察表

SK148　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちである。

SK144土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1．8m×2・Om、深さは0．2m

を測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強・しまり強　ロームブロックを含む。

124

（）内の数値は推定の法量を表す

，l‐ll
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－50m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一l　－；　　　　；（1／40）

Fig．197　SK148遺構平断面図



SE149　井戸跡

平面形態は歪な楕円形を呈する。底面は平坦に掘削される。断面は下端から上端にかけて徐々に広

がる。SE141井戸跡により西側の一部が消失し、SK150・152土坑を破壊し構築される。おおよそ

の規模は、開口部が1・OmX1・1m、深さは0・6mを測る。

SK150　土坑

平面形態は楕円形を呈するものと思われる。底面は凹凸が著しい。SE149井戸跡により西側の約

1／3が消失し、SK152土坑、SP267小穴を破壊し構築される。残存する部分でのおおよその規模は、

開口部が1．8mX2．0m、深さは0・2mを測る。

SE149

1・褐灰　75YR4／1粘性強．しまりやや強
2．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強

3・褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまり強
4・褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまり強

5．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強
6．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

7．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

SK150

1．黒褐　7・5YR3／1粘性強．しまり強

ロームブロックを含む。

ロームブロックを少量含むO

ロームブロックを含む。

ロームブロックを多量含む。

ロームブロックを少量含む。

ロームブロックを微量含む。

ロームブロックを多量含む。

ローム粒・ロームブロックを含む。

SE149に切られる別遺構。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．198　SE149・SK150遺構平断面図
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SK151土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著しい。SK152土坑により東側の一部が消失し、

SK153土坑を破壊し構築される。おおよその規模は、開口部が0．5mX0．7m、深さは0．4mを測る。

SK152　土坑

平面形態は歪な楕円形を呈するものと思われる。底面は凹凸が著しい。SE149井戸跡、SK150土

坑により北側の一部が消失し、SK151・153土坑を破壊し構築される。残存する部分でのおおよそ

の規模は、開口部が1．4mX1．4m、深さは0．5mを測る。

SK151

1・黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強
2．黒褐　7．5YR3／2　粘性強．しまり強

3．褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまり強

SK152

1・黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強

2．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強
3・褐灰　7．5YR4／1

4．褐灰　75YR4／1
5．褐灰　7．5YR4／1
6．黒褐　7．5YR3／1

7．黒褐　7・5YR3／1
8．黒褐　7．5YR3／1

粘性強．しまり強
粘性強・しまり強

粘性強・しまり強
粘性強．しまり強

粘性強．しまり強
粘性強．しまり強

1m

ローム粒・ロームブロックを少量含む。

ローム粒を微量含む。

ローム粒・ロームブロックを含む。

ローム粒．ロームブロックを含む。

ロームブロックを含む。

ローム粒．ロームブロックを少量含む。

ロームブロックを多量含む0

ロームブロックを少量含むo

ロームブロックを多量含む。

1－1－－；　　；（1／40）

Fig．199　SK151・SK152遺構平断面図
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SK153　土坑

平面形態は不整形を呈するが、複数の遺構が

重複したものと判断する。底面は凹凸が著しく、

下端は不明瞭となりがちである。SK151・152

土坑により北側の大部分が消失し、SP266小

穴を破壊し構築される。残存する部分でのおお

よその規模は、開口部が0．8mX1．8m、深さ

は0．2mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　粘土ブロックを多量含む。

SE154　井戸跡

平面形態は円形を呈する。底面は平坦に掘削

される。断面は下端から上端にかけて徐々に広

がる。おおよその規模は、開口部が0．8mの直

径で、深さは0・8mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

2．黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強　　　ロームブロックを少量含む。
3褐灰　7．5YR4／1粘性強・しまりやや強　ローム粒を微量含む。

1m

Fig．200　SK153遺構平断面図

－―
A　　　　　　　　　　　　490m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig．201SE154遺構平断面図

0　　　　　　　　　5cm

；　－1　－．－．；（1／3）

Fig．202　SE154出土遺物実測図



遺物番号 器 種 出土地点
法量 （cm ）

色調 特　　　　　 徴
口 径 底 径 器 高

19 4 甕 埋土下層 （26．78） 10．9 23．7
にぷい橙

5Y R7／3
内面は口縁がハケ目、以下がへラ削り。外面は粗いハケ目を施す。

19 5 坏身 埋土上層 （13・9） 4．5 3．5
灰白

N 7／0
鹿部から休部下位にかけて回転へラ削り。

Tab．42　SE154出土遺物観察表

SK155　土坑

平面形態は楕円形を呈する。底面は凹凸が著

しく、下端は不明瞭となりがちである。SKl13

土坑を破壊し構築される。おおよその規模は、

開口部が0．7m×1・Om、深さは0．1mを測る。

1．黒褐　7．5YR3／1粘性強・しまり強　粘土ブロックを少量含む。

SK156　土坑

平面形態は不整形を呈するが、複数の遺構が

重複したものと判断する。底面は凹凸が著しく、

下端は不明瞭となりがちである。SK159土坑

により南側の一部が消失し、SKO89・098土坑、

SP273小穴を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1・2mX2．0m、深さは0．2m

を測る。

1．黒褐
2．黒褐

3．灰オリーブ
4．褐灰

5．灰オリーブ
6．褐灰

7．5YR3／1

7．5YR3／1

5Y6／2

7．5YR5／1

5Y6／2

7．5YR5／1

粘性強．しまり強

粘性強．しまり強
粘性強・しまり強

粘性強．しまり強
粘性強・しまり強

粘性強．しまり強

粘土ブロックを少量含む。

粘土ブロックを微量含む。

粘土ブロックを多量含むO

粘土ブロックを含む。

粘土を主体とする。

粘土ブロックを含む。
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（）内の数値は推定の法量を表す

ーl‐
A　　　　　　　　　　　　　　4．60m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

i　一　一　一　一i i（1／40）

Fig・203　SK155遺構平断面図

／／／／ブタ〆

1m

；一　一1－；　　　　　；（1／40）

Fig・204　SK156遺構平断面図



SK157　土坑

平面形態は盃な楕円形を呈する。底面は凹

凸が著しく、下端は不明瞭となりがちであ

る。SP272小穴により西側の一部が消失し、

SKlO4土坑を破壊し構築される。おおよその

規模は、開口部が1・0m×1．7m、深さは0．1m

を測る。

1．灰褐　7．5YR4／2　粘性あり・しまりあり

SK158　土坑

平面形態は楕円形を呈するものと思われる。

底面は凹凸が著しく、下端は不明瞭となりがち

である。SKl13土坑により北側の約半分が消

失する。残存する部分でのおおよその規模は、

開口部が0．3mX0．8m、深さは0．1mを測る。

1・黒褐　7．5YR3／1粘性強．しまり強

2．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　粘土ブロックを主体とする。

SK159　土坑

平面形態は円形を呈する。底面は凹凸が著し

く、下端は不明瞭となりがちである。SKO98・

156土坑を破壊し構築される。おおよその規

模は、開口部が0．8mの直径で、深さは0・1m

を測る。

1．黒　　7．5YR2／1粘性強．しまり強
2．浅黄　5Y7／3　　粘性強．しまり強　粘土を主体とする。
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－　上　　　　　；（1／40）

Fig．205　SK157遺構平断面図

才畦オ
SK113

A　　　　　　　　　　　470m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ二二⊂コ二二：：：ヒ二二二二：二二∃（1′一40）

Fig．206　SK158遺構平断面図

－‐ll
A　　　　　　　　　　　　460m

、、／≒Ll

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ＝＝コ＝Ⅰ＝⊂＝ヒ＝＝＝二二二二＝1（1／／40）

Fig．207　SK159遺構平断面図



0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－i（1／3）

Fig．208　SP123出土遺物実測図

、虫物番ロ 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴退　　　 一号 口径 底 径 器 高

196 ・＝土ご宝亘 埋土 不明 不明 不明
にぷい橙

5Y R6／4
内面はヘラ削り、外面はパケ目を施す。布留系。

197 甕 埋土 不明 7 ．0 不明
にぷい黄橙

10Y R7／2
外面はハケ目を施す。

Tab・43　SP123出土遺物観察表

200

0　　　　　　　25cm

1一　一　一　一；（1／2）

（この縮尺は201のみ）

0　　　　　　　　　　5cm

；－－－－；（1／3）

Fig・209　土坑群上層出土遺物実測図

、／由物 番 言 器 種 出土 地 点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴l星　　　 亨
口 径 底 径 器 高

1 9 8 ．＝土ゴ・宝互 土 坑 群 Ⅲ上 層 付 近 （1 1．4） 不 明 不 明
に ぷ い橙

5 Y R 7／3
内外面は ミガキを施す。胎土はきめ細かい。

1 9 9 坏 蓋 土 坑 群 Ⅱ上 層 付 近 不 明 5．6 不 明
灰 白

N 6／0
鹿部か ら休部下位にかけて回転へラ削 り。

2 0 0 瓦 土 坑 群 Ⅱ上 層 付 近
灰 白

N 4／0
表側 はタタキ目、裏側 には布 目が認 められる。

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）　　 （g ）

特　　　　　 徴
直 径 厚 さ 孔 径 重 さ

20 1 紡錘車 土坑群Ⅱ上層付近
3・2

4．0
1・2 0・8 3 6．0 滑石製。片面に放射線状に線刻が認められる。

Tab・44　土坑群上層出土遺物観察表
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（）内の数値は推定の法量を表す



調　　　　査　　　　区　　　　外

1・褐灰　　　7．5YR4／1粘性に富む．かたくしまる　旧水田床土？

2．黒褐　　　75YR3／1粘性あり・かたくしまる　　植物遺体（繊維）を少量含む。
3．黒褐　　　7．5YR3／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維）を中量含む。

4灰褐　　　7．5YR4／2　粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維）を多量含む。
5褐灰　　　7．5YR4／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維）を中量含む。

6黒褐　　　7・5YR3／1粘性あり・かたくしまる　　植物遺体（繊維）を少量含む。粘土ブロックを帯状に含む。
7．黒褐　　　75YR3／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維）を少量含む。

8・黒　　　　75YR2／1粘性あり．かたくしまる　　植物遺体（繊維）を少量含む。

9．褐灰　　　7・5YR4／1粘性に乏しい．しまり弱　　植物遺体（繊維）を少量含む。砂質土。
0．にぷい橙　7．5YR7／3　粘性に乏しい．しまり弱　　植物遺体（繊維）を少量含む。砂質土。

Fig．210　SX160埋没谷とSX161杭群平断面図
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0　　　　　　　25cm

；11－　－；（1／2）

（この縮尺は203のみ）

0　　　　　　　　　　5cm

；－－ー－；（1／3）

Fig・211SX160出土遺物実測図

遺物番号 器種 出土地点
法量 （cm） l 色調

特　　　　　 徴口径 －底径 土器高

． 5 層 2 6 ・7 6 7 ．4 2 6 ・4
灰 黄 褐

1 0 Y R 6 ／2
口縁 端 部 を 外 向 き に屈 曲 させ 、 刻 み 白を 連 続 さ せ る 0

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）　　 （g）

特　　　　　 徴
器 長 器 幅 器 厚 重 量

20 3
石製品

磨製石鎌
5 層 不明 不明 0・6

20 ．1

残存値
表面に擦痕あり。

Tab．45　SX160埋没谷出土遺物観察表

；－－－－；（1／3）

Fig．212　SX160周辺出土遺物実測図

－　　　　　　　　　　　　　　　1

0　　　　　　　　　　5cm

；　一　一　一　一　；（1

Fig．212　SXll

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

204 施 2 層 不明 不明 不明
灰

N 6／0
体部下半は回転へラ削り。

Tab．46　北側包含層出土遺物観察表
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0　　　　　　　　　　5cm

；　一　一　一　一　；（1／3）

205　　　　Fig．213　南側包含層出土遺物実測図

遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
口径 底 径 器 高

20 5 坏身 包含層一括 不明 9・8 不明
にぷい橙

5Y R6／4
高台が外側に開き気味にはりつく。

Tab．47　南側包含層出土遺物観察表

虚

♂

潤

◎

守

1
㌦
‥
－
‐
－
．
－

l
、
．
1
，
㌍
享
二
5

〇

二

211

214

215

0　　　　　　　　　10cm

；ー－1－；（1／6）

Fig．214　SX161出土遺物実測図
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遺物番号 器 種 出土地点
法 量 （cm ）

色 調 特　　　　　 徴
器 長 直 径

206

木製品
埋没谷上面

32．75
4 ．1 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残 存値 は消失。

20 7

木製 品
埋没谷上面

117．5
8・5 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

20 8
木製 品

埋没谷上面
3 9．3

4．8 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

209

木製品
埋没 谷上面

4 9．0 8
4 ．9 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

2 10

木製品
埋没谷上面

34 ．3
4．3 －

先端を鋭利な刃物により尖らせるO 加工具の刃こぼれ痕あり。途中よ

杭 残存値 り折断され、末端部分までは消失。

2 11

木製 品
埋没谷上面

39 ・5
5．0 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

2 12

木 製品
埋没谷上面

3 5．1
4・0 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

2 13

木製品
埋没谷上面

50．85
6 ・3 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

2 14

木製品
埋没谷上面

36・48
5・8 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

2 15

木製 品
埋没谷上面

44 ．93
4．6 5 －

先端を鋭利な刃物により尖らせる。途中より折断され、末端部分まで

杭 残存値 は消失。

Tab．48　SX161出土遺物観察表
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PL1

①　SDOOl溝跡　作業風景

③　SEOlO井戸跡　完掘状況（西から）

⑤　SEO43井戸跡　遺物出土状況（北から）
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②　SDOOl溝跡　完掘状況

④　SEO13井戸跡　完掘状況（南から）

⑥　SKO48土坑　遺物出土状況（南から）



PL2

⑦　SF103道路跡　南北断面（西から）

⑨　SE124井戸跡　完掘状況（西から）

⑪　SE137井戸跡　遺物出土状況（南から）
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⑧　SE120井戸跡　作業風景

⑲　SE132井戸跡　完掘状況（南から）

⑫　SE137井戸跡　層出土状況（北から）



PL3

⑬　SE147井戸跡　南北断面（西から）

⑯　SK152土坑付近　完掘状況（北から）

⑰　SX160埋没谷　7層遺物出土状況（南から）
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⑭　SE147井戸跡　完掘状況（北から）

⑯　土坑群B　作業風景（西から）

⑱　SX160埋没谷　南北断面（南から）



PL4

139



PL5

140



PL6

054

141

051



PL7

142



PL8
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Ⅳ・那珂遺跡群第102次の自然科学分析

パリノ・サーヴエイ株式会社
1．はじめに

那珂遺跡群は、福岡平野のほぼ中央部に位置し、北西から流れる御笠川と那珂川に挟まれた台地上

に立地する。第102次調査では、台地を解析して形成された埋没谷や、遺構が集中する箇所が確認

された。埋没谷の埋土は、植物遺体が確認され、中ほどの深さから弥生時代前期の土器が出土した。

また、井戸、土坑、溝などの各遺構からは種実が出土し、墓坑の可能性がある遺構も確認された。

本報告では、イ・埋没谷地形の古環境復元を目的とした埋没谷の埋土の珪藻分析、花粉分析、種実

分析と、ロ．各遺構より出土した種実の同定、ハ．墓坑の検証を目的とした遺構覆土のリン・カルシ

ウム分析を実施する。

2・SX160埋没谷の古環境

1）試　料（本文中の試料層序は触210参照）

試料はSXlO6埋没谷より採取された土壌7点（1層，3層～8層）である。各試料の土層は、概

ね灰褐～黒褐色の粘土（1層，3層～7層）や砂質粘土（8層）で、3層～8層に植物遺体（繊維

質部分）が挟在し、特に4層に多い。1層は、旧水田床土の可能性があるとされる。

これらの試料より、堆積環境や水質等の復元を目的として、4層，7層の2点について珪藻分析を

実施する。また、植生復元を目的として、1層，3層～8層の7点について花粉分析を、4層，6層，

8層の3点について種実分析を実施する。

2）分析方法

（1）珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理．化学処理を施して・

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させるO乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1，000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻

が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りでは

ないが、1プレパラートあたり50個体以上の試料については2枚検鏡する）。種の同定は、原口ほ

か（1998）、Krammer（1992）、Krammer＆Lange－Bertalot（1986，1988，1991a，1991b）、

渡辺（2005）、小林ほか（2006）などを参照し、種の生態性はVos＆deWolf（1993）を参考とし、

分類体系はRound，Crawfbrd＆Mann（1990）に従う。

同定結果は、中心類（Centricdiatoms；広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae）と羽状類

（Pennatediatoms）に分け、羽状類は無縦満羽状珪藻類（Araphidpennatediatoms：広義のオビケ

イソウ綱Fragilariophyceae）と有縦溝羽状珪藻類（RaphidpennatediatomS；広義のクサリケイソ

ウ綱Bacillariophyceae）に分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦満類、巽管縦溝類・
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短縦溝類に細分する。

各種類の塩分濃度に対する区分はLowe（1974）に従い、真塩性種（海水生種）、中塩怪種（汽水

生種）、貧塩性種（淡水生種）に分け、貪塩性種については、さらに細かく生態区分し、塩分・水素

イオン濃度（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2・0％以上の主要な種類について、主要

珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、

完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、真塩性種～中塩性種については小杉（1988）、貪塩性

種については安藤（1990）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性については、Asai＆

Watanabe（1995）、渡辺（2005）の環境指標種を参考とする。

（2）花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、師別、重液（臭化亜鉛，比重2・3）による有機

物の分離、フツ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9：濃硫酸1の混合液）処理

による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理．化学的処理を施して花粉を濃集する。残漆を

グリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、

出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉．シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し図示する。

（3）種実分析

試料（4層，6層は200cc、8層は100cc）を水に浸し、粒径0．5mmの師を通して水洗する。師

内の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な種実を抽出する。現生

標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等との対照から、種実の種類と部位を同定し、個数を

数えて表示する。イネ穎の破片は、基部の果実序柄の数を数える。実体顕微鏡下による区別が困難な

複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。分析後の種実は、種類毎に容器に入れ、70％程度のエ

タノール溶液による液浸保存処理を施して返却する。

3）結　果

（1）珪藻分析

結果をTab・50、Tab・51、Fig．216に示す。また、珪藻化石の生態怪区分や環境指標種群の説明を

Tab．49に示す。何れの試料も珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出現率は、試料番号4が96％と

高いが、試料番号7は約50％と低い。産出分類群数は、30属93分類群である。以下に珪藻化石群

集の特徴を下位より述べる。

試料番号7は、淡水城に生育する水生珪湊（以下、水生珪藻と言う）が全体の約50％を占め優占

する。これに次いで、淡水～汽水生種が約27％、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持し

た好気的環境に耐性のある陸生珪藻も約23％産出する。淡水性種の生態性（塩分濃度、水素イオン

濃度、流水に対する適応能）の特徴は、貪塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種が優占する。

主要種は、塩分や塩類の豊富な水城に生育する淡水～汽水生種の朗甲0わ訪0gi抽er壷が約22％と多
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産し、止水性で電解質成分の少ない貪栄養の泥炭池などに出現する血／0c05eZr0cr“痺刷血血、流水

不定性で好清水性種の0わわ胱恵0γ0短、それに陸生珪藻A群の上〟がC0／0皿呵殖血、PZ乃乃〃／0ri0わ0れ0短、

〃川1に†（．／1／出1／甲）／1／（叩．一了等を伴う。

4層になると、貪塩不定性種、真＋好アルカリ性種、真＋好止水性種が優占する。また、群集も

変化し、浮遊性で湖沼沼沢湿地指標種の血／0C08eir00椚毎〃0が65％と優占する。これに付随して、

血／0C05egr0cr0坤如耽血玖腐植栄養型の水城に出現する傾向が強い止水性の血／0C08eZr00eV短∽0等

を伴う。

塩 分 濃 度 に対 す る 区 分　 L ow e （19 7 4 ） に よる

海 水 生 種
強 塩 性 種 塩 分 濃 度 4 0．0 ％0以 上 の 高 濃 度 海 水 城 に 生 育 す る 種

真 塩 性 種 （海 水 生 種 ） 塩 分 濃 度 4 0・0 ～ 3 0．0 ％0に 生 育 す る種

汽 水 生種 中塩 性 種 （汽 水 生 種 ） 塩分 濃 度 3 0．0 ～ 0 ．5％0に 生 育 す る 種

淡 水 生 種 貧塩 性種 （淡 水 生 種 ） 塩 分 濃 度 0．5％0以 下 に 生 育 す る種

淡 水 生種 の 生態 性 区分

塩　 分

貧 塩 好 塩 性 種 少 量 の 塩 分 が あ る 方 が 良 く生 育 す る種

貧 塩 不 定 性 種 少 量 の 塩 分 が あ って も こ れ に良 く耐 え る こ とが で き る種

貧 塩 嫌 塩 性 種 小 童 の 塩 分 に も耐 え る こ とが で き ない 種

広 域 塩 性 種 淡 水 ～ 汽 水 城 まで 広 い 範 囲 の塩 分 濃 度 に適 応 で き る種

p H

H u sted t （19 3 7 －3 8 ） に よ る

真 酸 性 種 p H 7．0 以 下 に生 育 し、 特 に p H 5．5 以 下 の酸 性 水 城 で最 も良 く生 育 す る 種

好 酸 性 種 p H 7・0 付 近 に生 育 し 、 p H 7．0 以 下 の水 城 で最 も 良 く生育 す る種

p H 不 定 性 種 p H 7．0 付 近 の 中性 水 城 で 最 も良 く生 育 す る種

好 アル カ リ性 種 p H 7．0 付 近 に生 育 し、 P H 7 ．0 以 上 の 水 城 で 最 も良 く生 育 す る績

真 アル カ リ性 種 p H 7．0 以 上 に生 育 し、 特 に p H 8．5 以 上 の ア ル カ リ性水 城 で最 も 良 く生 育 す る種

流　 水

H u ste d t （1 9 3 7 －3 8） に よ る

真 止水 怪 種 止 水 城 に の み生 育 す る 種

好 止水 性 種 止水 城 に 特 徴 的 で あ る が 、 流 水 城 に も生 育 す る 種

流 水不 定 性種 止 水 城 に も流 水 城 に も普 通 に生 育 す る種

好 流 水 性 種 流 水 城 に 特 徴 的 で あ る が、 止 水 城 に も生 育 す る種

真 流 水 性 種 流 水 城 に の み 生 育 す る種

主 に 海 水 城 での 指 標 種 群 （小 杉 ， 1 9 8 8 に よ る）

外 洋 指 標 種 群 （A） 塩 分 濃 度 が 約 3 5％。の 外 洋 水 中で 浮 遊 生 活 す る も の

内湾 指 標 種 群 （B） 塩 分 濃 度 3 5 ～ 2 6％0の 内湾 水 中 で浮 遊 生 活 す る こ とか らそ の よ うな環 境 を指 標 す る こ との でき る種 群

海 水 藻 場 指 標 種 群 （C l） 塩 分 濃 度 3 5 ～ 12％0の海 域 で海 湊 （草 ） に付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ うな環 境 を指 標 す る こ との で き る種 群

汽 水 藻 場 指 標 種 群 （C 2 ） 塩 分 濃 度 12 ～ 4％。の汽 水 城 で 海 湊 （草 ） に付 着 生 育 す る こ とか ら そ の よ う な環 境 を 指 標 す る こ との で き る 種 群

海 水 砂 質 干 潟 指 標 種 群 （D l） 塩 分 濃 度 3 5 ～ 2 6 ％0の 砂底 の砂 に付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ うな 環 境 を 指 標 す る こ とが で き る種 群

汽 水 砂 質 干 潟 指 標 種 群 （D 2） 塩分 濃 度 2 6 ～ 5％0の砂 底 の砂 に付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ うな環 境 を指 標 す る こ とが で き る種 群

海 水 泥 質 干 潟 指 標 種 群 （E l）
3 0 ～ 12％0の 閉鎖 性 の 高 い 塩 怪 湿 地 な ど泥 底 の 泥 に付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ う な環 境 を指 標 す る こ との で

き る 種 群

汽 水 泥 質 干 潟指 標 種群 （E 2）
塩 分 濃 度 1 2 ～ 2％。の 汽水 化 した 塩 性湿 地 な どの 泥 に付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ うな 環境 を指 標 す る こ と の で

き る種 群

淡 水 底 生 種 群 （F）
2％0以 下 の淡 水 城 の 底 質 の 砂 、 泥 、 水 生 植 物 な どに付 着 生 育 す る こ とか らそ の よ うな 環 境 を指 標 す る こ と の で き

る種 群

淡 水 浮 遊 生 種 群 （G） 塩 分 濃 度 2％。以 下 の 湖 沼 な どの 淡 水 城 で 浮 遊 生 活 す る こ とか らそ の よ うな 環 境 を 指 標 す る こ との で き る種 群

河 口 浮 遊 生 種 群 （H ）
塩 分 濃 度 2 0 ～ 2％0の 河 口域 で 浮 遊 生 活 、 あ る い は 付着 生 活 す る こ とか らそ の よ うな 環 境 を 指 標 す る こ との で き

る種 群

主 に 淡 水 城 で の 指 標 種 群 （安 藤 ， 19 9 0 に よ る ）

上 流 性 河 川 指 標 種 群 （J） 河 川上 流 部 の峡 谷 部 に集 中 して 出現 す る こ とか ら上流 部 の環 境 を指 標 す る可 能 性 の 大 きい 種 群

中 ～ 下 流 怪 河 川 指 標 種 群 （K）
河 川 中 ～ 下 流 部 や 河 川 沿 い の河 岸 段 丘 、 扇 状 地 、 自 然 堤 防 、 後 背 湿 地 な ど に集 中 し て 出現 す る こ とか ら、 そ の

よ うな環 境 を指 標 す る可 能 性 の大 きい 種 群

最 下 流 性 河 川 指 標 種 群 （L） 最 下 流 部 の 三角 州 の部 分 に集 中 し て 出現 す る こ とか ら、 そ の よ うな環 境 を指 標 す る可 能 性 の 大 き い 種 群

湖 沼 浮 遊 性 種群 （M ） 水 深 が 約 1．5 m 以 上 あ る湖 沼 で 浮 遊 生 活 す る種 群 で湖 沼 環 境 を指 標 す る可 能 性 の 大 きい 種 群

湖 沼 沼 沢 湿 地 指 標 種群 （N ）
湖 沼 に お け る浮 遊 生 種 と して も 沼 沢 湿 地 の 付 着 生 種 と して も優 勢 に 出現 す る こ とか ら、 そ の よ うな 環 境 を 指 標

す る可 能 性 の 大 き い 種 群

沼 沢 湿 地 付 着 生 種 群 （0 ）
沼 よ り も浅 く水 深 が 1 m 前 後 で一 面 に水 生 植 物 が繁 茂 して い る 沼 沢 や 更 に 水 深 の 浅 い 湿 地 で 優 勢 な出 現 の見 ら

れ る こ とか らそ の よ うな 環 境 を 指 標 す る 可 能 性 の大 きい 種 群

高 層 湿 原 指 標 種 群 （P）
ミ ズ ゴ ケ を主 体 と した 環 境 や 泥 炭 が 形 成 さ れ る環 境 に集 中 して 出 現 す る こ とか ら、 そ の よ うな 環 境 を 指 標 す る

可 能 性 の大 きい 種 群

陸 域 指 標 種 群 （Q ）
水 中 で な く、 多 少 の 湿 り気 の あ る土 壌 表 面 、 岩 の表 面 、 コ ケ な ど常 に 大 気 に 曝 さ れ た好 気 的環 境 （陸 域 ） に 集

申 して生 育 す る こ とか らそ の よ うな 環 境 を 指 模 す る 可能 性 の大 きい 種 離

陸域 で の 指 標 種 群 （伊 藤 ・堀 内， 1 9 9 1 に よ る）

陸 生 珪 藻 A 群 （R A ） 陸 生珪 藻 の 中 で も、 分 布 が ほぼ 陸 域 に限 られ る 耐 乾 性 の 高 い種 群

陸 生 珪 藻 B 群 （R B ） 陸 生 珪 藻 A 群 に 随伴 し、 陸 域 に も水 中 に も 生育 す る 種 群

未 区 分 陸 生珪 湊 （R I） 陸 生 珪 藻 に 相 当 す る と考 え られ る が 、乾 湿 に 対 す る 適 応 性 の 不 明 な も の

Tab．49　珪藻化石の生態性区分と環境指標種群
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種　　　　　 類
生態 性 環境

指標種 4　　　 7塩分 p H 流水

Ce n tric D iato m s （中心型珪藻類）

Ogh －in d a1－11 1 －bi N ，U

U

1 4 1　　 1A u lac 0Se ira a m be ua （G ru n ．）Sim O n Se n

A u lac oseira cras崎 uncta ta K ra m m er O g h ーin d ac －il 1－ph 2 0　　 20

A u lac 0Seira italica （Eh r．）Sim o n se n 0 gh －in d in d ⅰ一ph 1

A u k7C 0Seira laev issim a （Gru n．）Kra m m er O g h ーho b ac ーil L p h 7

A ra p h id in e ae （無縦溝類）

O gh －in d a 1－11 in d T

U

1ケqg ila ria cLP uCin a D esm a zie re s

F h 2g ila r妙rm a exigu a （Gru n・）D・M ．W illia m S ＆Ro u n d O g h －ho b a c －il 1－ph 1　　 1

S ta u7V Sira co nstruens E h re n b erg O g h －in d ・aL il 1－ph 1　　 1

S ta ufD Sira ven ter （Eh ren ・）H ・KO b ay a si O g h －in d a 1－11 ⅰ－ph S 4

砂ned k lla p arasitica （W ・Sm ith）R o u n d O g h ーim d a 1－il in d U 2

h b ella ria jb nestra ta （Ly n gb y e）K u etzin g O gh －in d in d ⅰ－ph 0 ，U 2

7h b ella ria jb cc ulosa （R oth）Ku e tzin g O g h －hO b a c －iⅰ L b i T 3

M o n o rap h id P e n n ate D iato m s （単縦溝羽状珪藻類）

Ogh －in d aⅰ－il r －ph

K，T

1P la n oth i戊um ／旋quen tLgsim um （Lan g e－B・）L an g e－B erta10 t

P h m oth idium la nce 0latu m （B re b・eX K u etz．）La n g e－B erta 10 t O g h ーin d al l il r －ph 1

A c hna n th id ium exなuum （G ru n ow ）Cza rn eck i O g h ～in d aⅰ－iⅰ in d S 4

A ch na n thid ium m inu tissim u m （K u etz．）Cz arn・ O g h －in d aⅰ－iⅰ in d U 3

B ira p h id P e n n ate D iato m s （双縦溝 羽状珪 藻類）

0 gh －in d a L il in d U 1A 〝甲ho ra cQP u la ia （Ku e tz．）Sch o em a n et R．E ・M ・Arc h ib ald

A fTP h0 ra m 0 ntan a K rassk e O g h －in d in d in d R A ，U 1

q ′m be lhl aP era （Eh r．）Clev e O g h －in d a L iⅰ in d 0 ，T 1

q ′m be lla cuV，id bta K u e tzin g O g h －in d in d in d T 1　　 1

q ′m bQP le ura na vicul妙 7m is （A u e rsw aⅰd）K ram m e r O g h －in d in d in d 0 ，U 2　　　 1

E n q 70n em a g7m ile E h ren b e rg 0 gh ーin d in d L p h T

0 ，U

1

E n q 70n em a P eYP uSilh Lm （A・Cle ve）D ．G ．M a n n O gh ーhob a c 一il L p h 1

P h 7CO n eLg eなin ensis （G reg．）E．J．Co x O g h －in d a L iⅰ in d 3
P h 7C0 ne is eなin ensLs var nqg lecta （Kra ssk e）H ．Ko b ay a si 0 gh －in d aL il r －ph U 2

G o〝甲h0 nem a aCum in a tum E h ren b e rg O g h －in d aL iⅰ 1－Ph 0 ，U 1

G o TTP h 0n em a g raCile E h re nb erg 0 gh －in d al－il L p h 0 ，U 1

G o nq，hon em a p an ）ulum （Ku etz．）K u etzin g 0 gh －in d in d in d U 3

G o n甲h0n em a P Se uゐ4，haertp h0 rum H ・KO b ay a si O g h －in d al一il L p h T

T

U

1

G o〝甲h0n em a P um ih Lm （G ru n ・）Re ich a rd t＆Lan g e－Be rtaⅰot O g h －in d aL il in d 2

G o〝甲h0n em a Sub tile E h ren b e rg O g h －in d aL il in d 1

D わlo ne Ls 0 ValLg （H ilse）Clev e O g h －in d a 1－11 in d 1 3

D k，lo ne is p a憫 a C le v e 0 gh －in d in d in d 4

N d vicu lb ven eta K u etz in g 0 gh －M e h a L il im d 1

N d vicu lb arvens Ls H u sted t O g h －un k u n k u n k U

K ，U

1

〃dv icu h7 1甲tOS tria ia Jo erg e n sen O g h －un k u n k u n k 1

N d v icuk 7P h 7Centa b ．0btusa M e iste r 0 gh －in d a l l il in d 5

N d v icuh 7 YVS teh ta K u etz ing O gh －ind a1－11 r －ph 1

S h u Zm e isp h 0 enicen teTV n （N itz．）Eh ren b erg 0 gh －in d in d ⅰ一ph 0 ，U 1

B ra c如 ira iYm a na e （P od zo rsk i＆H a k an・）Lan g e－B．＆P o dz OrSk i 0 gh －in d in d L p h U 1

B Tu C如 ira n eoe xjlLs L a n g e－Be rta 10t O g h 一hO b aⅰ一iⅰ 1－ph U 1

L u tic 0h 7C Ohn ii （H ilse）D ．G ・M an n O g h －in d aL b i in d RⅡ 1

L u tic0 k 7m utica （Ku e tz．）D ・G ．M an n O g h －in d aL iⅰ in d R A ，S 3
L u tic0 h lSa rqPh ik 7（BO ck ex H u sted t）D ・G ・M a n n 0 gh ーin d in d in d R B 8

n id u m ab inum H u ste d t O g h ーin d ac －il in d R A 1

N d d ium bL”lca tum （Lag erst．） Clev e O g h －in d ac －iⅰ in d R I 4

賄 id um h e7Ty nicu m A・M ay e r 0 gh －in d ac －il in d U 1

G JZon eis ba ci肋／m （G ru n．） C1ev e O g h －in d a L il r 一ph U 1

c b Zbn eis h ya lin a H u s te dt 0 gh －in d in d in d R A

R B

0

1

o 1Zbn eis k 7uね Carter ＆Ba iⅰey－W atts O g h －in d in d in d 1

Ch Zb ne is h p tos0m a K ra m m er ＆La n g eーB erta lo t 0 gh －in d in d L p h 4

0 b lon eLs m in uta （G ru n ow ）O h tsu ka et Fl泄 a O g h －in d a 1－il in d 1

Cb lo ne is silicula （Eh r．）Clev e O g h －in d a l－il in d 1　　　 2

P in n ula ria acTV甲haeria W ・Sm ith O gh 一in d a L iⅰ 1－ph 2

P in n ula ria a ng lica K ram m e r O g h －hob a c －11 in d T 1　　 1

P inn ula ria b0Yea lLs E h re n b erg O g h －in d in d in d R A，U 8

P inn u la ria b ra u nia na （G ru n ．）M i1ls O g h －hob a c 一bi 1－ph P ，U 1　　 1

P in n u laria b ftZb Lsso nii （Ku e tz．）Ra b en h o rst 0 gh ーin d in d in d U 1

P in n u laria g ibb a E h re n b erg O g h －in d a c －il in d 0 ，U

S

1

P in n u laria m a cilenta （Eh r．）Clev e O g h －ho b a c －11 L p h 1

P in n u h7ria m ic7V Stau 7m （Eh r．）C lev e 0 gh －in d ac� il in d 3

P in n u la ria n e0 m 4 0r K ra m m er 0 gh －in d ac －il 1－bi 1

Tab・50　珪藻分析結果－1　　
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種　　　　　 類
生態怪 環境

指標種 4　　　 7塩分 p H 流水

P in nu laria n od bsa E h ren b e rg O g h －ho b ac －il 1－ph 0 1

P in nu laria o bscura K rassk e O g h －in d in d in d R A 1
P in nu laria r甲eStris H an tzsch O g h －h0 b ac 一il in d 0 2

P in nu laria sch0 e癖 Id bri K ram m e r O g h －in d in d in d R I

R B，S

0 ，U

6
P in nu laria stom a tQP h0ra （G ru n．）Cle v e O g h －in d ac －il in d 1　　 1

P in nu laria sub cq ）itaia G reg o ry O g h －in d ac －il in d 1　　　 2

P in nu laria subg ib ba K ram m e r O g h －h0 b ac －il in d 1

P in nu laria sub rtp estris K ram m e r O g h －h0 b ac －il in d 1

P in nu laria viridLs （N itz・）Eh re n b erg 0 gh r in d in d in d 1

Sb llq ）h0ra la evissim a （K u etz・）M an n O g h 一in d in d in d U

S

2
Sb ll甲h0 ra P Seu‘毎7轡ula （Kra ssk e）La n g e－B． O g h －in d in d in d 1
S ellq，h0 ra P LP u la （K u etz．）M eres ch k o w sk y O g h －in d

O g h －in d

in d in d 1

管縦溝類

ind

al－il

in d

in d

R A ，U 8H a ntzschia a〝甲hiow （Eh r．）Gru n o w

1Ⅵtzsch ia lofe nZian a G ru n ow M eh E 2 1

N itzsch ia bre vissim a G ru n o W O g h －M eh R B，U 2

N itzsch ia inc0 n甲ic ua G ru n o w O g h －M eh aL iⅰ in d U 3

N itzsch ia p a lea （Ku e tz・）W ．Sm ith 0 gh －M eh in d in d S 1

湖 fLgCh ia p a TY L／lo itk s C h o ln o ky O g h －in d in d

aL iⅰ

in d

in d

U 1

77y bli0n ella levid bnsis W ．Sm ith M eh S

U

1
n y bli0n ella p la na （W ．Sm ．）pelle ta n M eh 1
R h qp a lo d ia g ibb erula （Eh r．） 0 ．M u lle r O g h －M eh

O g h －in d

1　　 5 0

巽管縦溝類

ac ーil in d

U

4助r釉／わ あ0ろe椚icd M aly

S uri7t，Ila le71era C reg o ry 0 gh －ho b

O g h －in d

a1－iⅰ 1－ph

1－bi

1
短縦溝類

ac －il 0 1A ciin ella b ra gilie nsLs G ru n ow

E u n0 tia a rcus E h re n b erg O g h －ho b in d in d U

0

1

E u n0 tia a rcus v ar・bi（おns G ru n o w O g h ーin d ac L il 1－ph 1
E u n0 tiaj h u0Sa （B re b．）K u etzin g O g h －ho b ac －il L ph 1

E u n0 tia im plica ta N o e p eⅰ＆La n ge－Be rta lot O g h －ho b ac －il in d 0 1

E un0 tia inc isa W ・Sm ith ex G re g Ory 0 gh －hO b ac －il in d 0 ，U 4

E un0 tia m in0 r （K u etz．）G ru n ow 0 gh －ho b in d in d 0 ，T 3　　　 3

E un0 tia m 0n 0ゐn v ar．agia tica S k vo rtz ow O g h －ho b ac －il in d 1　　 1

E un0 tia p alud bsa G ru n ow O g h －ho b ac －il in d 1
海水生種 0　　　 0

海水～汽水生種 0　　　 0
汽水生種 0　　　 3
淡水～汽水生種 ⅰ　　 5 7
淡水生種 2 15　 15 6

珪藻化石総数 2 16　 2 1 6

凡　例
H・R・：塩分濃度に対する適応性
Meh　　：汽水生種

Ogh－Meh：淡水一汽水生種
Ogh－hil：貧塩好塩性種

Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧塩不明種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
alーbi：真アルカリ性種
a1－11：好アルカリ性種

ind：pH不定性種
ac－iⅰ：好酸性種
ac－bi：真酸性種

unk：pH不明種

C．R・：流水に対する適応性
Lbi：真止水性種
Lph：好止水性種
ind：流水不定怪種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

環境指標種群
E2：汽水泥質干潟指標種（小杉，1988）

K：中～下流性河川指標種，N：湖沼沼沢湿地指標種，0：沼沢湿地付着生種，P：高層湿原指標種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種（以上はAsaiandWatanabe，1995）
R：陸生珪湊（RA：A群，RB：B群，RI：未区分、伊藤・堀内，1991）

Tab・51珪藻分析結果－2
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（2）花粉分析

結果をTab・52、Fig．217に示す。図表中で複

数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間

の区別が困難なものを示す。いずれの試料から

も、花粉化石が豊富に産出する。保存状態は全

体的に良好であるが、3層はほかの試料と比較

するとやや悪い。

木本花粉についてみると、いずれの試料もコ

ナラ属アカガシ亜属が多産する。その他につい

ては試料により産出量が異なるものの、マツ属、

シイノキ属が次いで多く産出し、スギ属、コナ

ラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ属、エノキ属

－ムクノキ属等を伴う。

草本花粉ではいずれの試料でもイネ科が多産

し、カヤツリグサ科、ヨモギ属、ガマ属、キク

亜科等を伴う。また、サジオモダカ属、オモダ

カ属、ホシクサ属、イボクサ属、ミズアオイ属、

ツリフネソウ属、ゴキヅル属等の水湿地生植物

に由来する花粉が検出されており、特に7層

ではガマ属の割合が高い。

種　類　　　　　　　　　　　　試料番号 1　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8

木本花粉

マキ・属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

ヤマモモ属

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属－アサダ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属

シイノキ属

ニレ属一ケヤキ属

エノキ属ームクノキ属

イスノキ属

コクサギ属

キハダ属

センダン属

アカメガシワ属

モチノキ属

カエデ属

ブドウ属

ノブドウ属

ウコギ科

ミズキ属

ハイノキ属

エゴノキ属

イボタノキ属

サカキカズラ属

タニウツギ属

スイカズラ属

草本花粉

ガマ属

サジオモダカ属

オモダカ属

イネ科

カヤツリグサ科

ホシクサ属

イボクサ属

ミズアオイ属

ユリ科

クワ科

ギシギシ属

サナエタデ節－ウナギツカミ節

アカザ科

ナデシコ科

カラマツソウ属

キンポウゲ属

キンポウゲ科

アブラナ科

ワレモコウ属

バラ科

マメ科

ツリフネソウ属

ミソハギ属

セリ科

シソ科

オオバコ属

オミナエシ属

ゴキヅル属

ヨモギ属

オナモミ属

キク亜利

シダ捌泡／

ヒカゲノカズラ属

イノモトソウ屈

他のシダ獅胞子

1　　1　　1　　　4　　　2

4　　　2　　　3　　　4　　16

3　　　　　　　3　　　3　　　1

13　　　4　　22　　30　　11

19　　16　　19　　27　　18

1

6　　13　　14　　　2　　　8

2　　　1　　1　　1　　1

5　　　2　　　3　　　1

1　　　　　　　　　　　1

1

1　　　5　　　1

6　　　3　　　1　　　ⅰ　　　1

2　　　1　　　2　　　ⅰ　　　1

1　　　1

9　　10　　14　　12　　15

116　107　　81　103　　95

2　　　4　　12

25　　61　　31　18　　32

14　　　1　　1　　　2　　　1

3　　　4　　24　　　9　　　7

1　　　　　　　1

1　　　　　　　1　　　4

1

1　　1

1

1

1

21　　21

1

3

302　106

133　　54

1　　1

8

2　　　6

2　　　2

24　　13

2　　　2

1　　1

2

4

9

1

19

1

3

1

3

32

1

8

1

2

1

1

5　　　1

2

1

1

4　　　2

11　　　6

7　　　ⅰ4

21　　31

1

1　　　8

1

5　　　2

1

1

3

1

2　　　1

1　　　1

13　　19

109　100

2　　　2

41　　　9

6

2

1

1　　　1

1

1

1

1

1

9　　　3　　　7　　58　　　5

1

2　　　1　　1

70　　201　128　　91　　72

50　　38　　40　　11　　ⅰ3

1　　　－　　　一一．　　l

10

2

2

1

1

2

4

1

ⅰ1

1

1

1

3　　　2　　　2

1

3　　　4　　　1

1　　　　　　　1

2

1

1　　　4　　　6

1

2

1　　1

3　　　1　　　9

2　　　1　　　1

4　　　2　　　1

1

24　　　44　　17

3

1

1

4

2

0　　17　　　6　　ⅰ7　　19　　　9　　　7

1

1　　1

77　　263　　51　　62　　91　17　　26

235　　235　　240　　239　　2ⅰ2　　234　　202

534　　257　167　　308　　258　203　117

10　　17　　　6　　17　　19　　　9　　　7

78　　264　　51　　63　　91　17　　2（3

847　　756　　458　　610　　561　454　345

Tab．52　花粉分析結果
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（3）種実分析

結果をTab．53に示す。木本2分類群3個、草本19分類群339個、計342個の種実が検出されたほか、

炭化材、昆虫の破片が確認された。種実遺体群は、ミクリ属、ヒルムシロ属、へラオモダカ、オモダカ属、

オモダカ科、ホタルイ属、ミズユキノシタ、シロネ属などの水湿地生植物主体の種類構成で、栽培植

物のイネの頴が6層より8個確認された。以下に試料別種実検出状況を記す。

8層は、草本のホタルイ属が1個のみ検出された。6層は、つる性木本2分類群（ブドウ属、ブド

ウ科）3個、草本12分類群（へラオモダカ、オモダカ科、イネ、イネ科、ホタルイ属、カヤツリグ

サ科、イラクサ科、エノキグサ、オトギリソウ属、イヌコウジュ属、シロネ属、キク科）83個が検

出され、栽培植物のイネの穎が8個確認された。試料番号4からは、草本13分類群（ミクリ属、ヒ

ルムシロ属、オモダカ属、オモダカ科、イネ科、ホタルイ属、カヤツリグサ科、トウゴクサバノオ、

キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属、オトギリソウ属、スミレ属、ミズユキノシタ、シ

ロネ属）255個が検出された。

部位　　試料番号 4 6　　　　　　8分類群

木本

○ブドウ属

ブドウ科
草本

ミクリ属

ヒルムシロ属
へラオモダカ

オモダカ属

オモダカ科

・イネ

イネ科

ホタルイ属
カヤツリグサ科

イラクサ科

トウゴクサバノオ

キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属
エノキグサ

オトギリソウ属

スミレ属

ミズユキノシタ

イヌコウジュ属

シロネ属
キク科

種子　　破片

種子　　破片

果実

果実

果実

果実

種子

穎　　　破片

果実

果実

果実

果実

種子

核

種子

種子

種子

種子

果実

果実

果実

16

6

1

3

3

111

95

4

1

9

1

3

2

1

2

2

11

8

14

6

21

11

1

1

6

1

1

1

破片　　　＜0．01g　　0．01g　　0．02g
破片　　　　　　32　　　　36　　　　　6

．－　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．．一　一一　一

分析量　　200cc　　　200cc　　100cc

（201．8g）（288．6g）（160・8g）

・：栽培植物　○種実が食用可能な分類群

Tab．53　種実分析結果

炭化材

昆虫

検出された種実の状態は比較的良好である。以下に、種実の形態的特徴を、木本、草本の順に記す。

＜木本＞

・ブドウ属（陥鮎）ブドウ科

種子の破片が検出された。黒褐色、長さ4mm、径3．2mm程度の広倒卵体、側面観は半広倒卵

形。基部の臍の方に向かって細くなり、囁状に尖る。腹面を欠損し、背面にはさじ状の凹みがあ

る。種皮は薄く硬く、断面は柵状。なお、種の同定根拠となる背面が欠損した破損個体を、ブドウ

科（Vitaceae）としている。
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＜草本＞

・ミクリ属（勒0樗0〃／〝椚）ミクリ科

果実が検出された。形態上差異のある複数種を一括した。淡－灰褐色、長さ2．5mm、径

1．7－2mm程度の紡錘一例卵体。両端は細く伸び、基部に果柄がある個体や、頂部は切形の個体が

みられる。果皮はスポンジ状で表面には数本の隆条が縦列する。

ヒルムシロ属（P0／0椚0geわ〃）ヒルムシロ科

果実が検出された。灰褐色、長さ3mm、幅2mm、厚さ1．5mm程度のやや偏平な非対称倒卵体。

頂部に囁状の太い花柱基部が残る。側面の正中線上に深い縦溝と稜があり、その基部に1個の刺

状突起がある。果皮はスポンジ状でざらつく。

・ヘラオモダカG41ismacanaliculatumA．Br．etBouche）オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡灰褐色、長さ2．5mm、幅1・5mm程度の楕円形で偏平、基部は切形。背

部に深い縦溝が1本走る。果皮はスポンジ状で柔らかく、中の種子が透けてみえる。種子は茶褐色、

径1mm程度の倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄い膜状で柔らかく、表面には縦長の微

細な綱目模様が配列する。

．オモダカ属（5毎動物壷）オモダカ科

果実が検出された。淡黄褐色、径3mm程度の歪な倒卵形で偏平。果皮は薄く翼状。翼の外形は

欠損する。表面は微細な綱目が縦方向に並ぶ。果皮は透き通るため、中の種子が透けてみられる。

種子は茶褐色、径1mm程度の倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄い膜状で柔らかく、表

面には縦長の微細な綱目模様が配列する。

・オモダカ科（Alismataceae）

種子が検出された。淡－黒褐色、長さ1・5mm、幅1mm程度の倒U字状に曲がった円柱状で偏平。

種皮は膜状で薄くやや透き通り柔らかい。表面には縦長の微細な綱目模様が配列する。

・イネ（0り㌘050g釉L・）イネ科イネ属

穎（果）の破片が検出された。淡一茶褐色、完形ならば長さ6－7．5mm、幅3一4mm、厚さ

2mm程度のやや偏平な長楕円形。破片は大きさ3mm以下。基部に斜切状円柱形の特徴的な果実

序柄がある。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。

・イネ科（Gramineae）

果実が確認された。イネ以外の形態上差異のある複数種を一括した。果実は淡－灰褐色、長さ

2．5－3mm、径1mm程度の狭卵一半偏球体で背面は丸みがあり腹面は偏平。果皮表面は平滑で微

細な縦長の綱目模様が縦列する。

ホタルイ属（厳秘朋）カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、長さ2mm、径1．8mm程度の片凸レンズ状広倒卵体。果実頂部は尖る。

背面正中線上は鈍稜。基部は切形で、刺針状の花被片が伸びる個体がみられる。果皮表面は光沢が
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あり、不規則な波状の横敏状模様が発達する。

カヤツリグサ科（Cyperaceae）

果実が検出された。ホタルイ属以外の形態上差異のある複数種を一括した。淡一黒褐色、径

1．5－2．5mm程度のレンズ状一三稜状倒卵体。頂部の柱頭部分は伸び、基部は切形。果皮表面は微

細な網目模様がある。

・イラクサ科（Urticaceae）

果実が検出された。淡黄褐色、径1mm程度の両凸レンズ状非対称広倒卵体で両端は尖る。果皮

は薄く表面は粗面。

．トウゴクサバノオ伍呼野〃椚1㌢0c如er椚〃椚Maxim．）キンポウゲ科シロカネソウ属

種子が検出された。淡褐色、径0．7mm程度の偏球体。種皮は薄く、表面には小突起が密布しざ

らつく。

・キジムシロ属－ヘビイチゴ属ーオランダイチゴ属（P0／e乃／肋一刀〃c力e5〃e0－舟qg0γ0）バラ科

核（内果皮）が検出された。淡灰褐色、径1mm程度のやや偏平な腎形。内果皮は厚く硬く、表

面は粗面で数個の隆条が斜上する。

・エノキグサOc0毎娩00〃8r0払L・）トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒褐色、長さ1．8mm、径1mm程度の倒卵体。基部はやや尖り、Y字状の

筋がある。種皮は薄く硬く、表面には細かい粒状の凹みが密布しざらつく。

・オトギリソウ属（物eric〝椚）オトギリソウ科

種子が検出された。黒色、長さ1．2mm、径0．6mm程度の線状長楕円体。両端は短い突起状。種

皮は微細な横長の凹点による網目模様が配列する。

・スミレ属（折0／0）スミレ科

種子が検出された。淡灰褐色、長さ1．3mm、径0．9mm程度の倒卵体。基部は尖りやや湾曲する。

頂部は円形の臍点がある。表面には縦方向に走る1本の縫合線がある。種皮は薄く、種皮表面は

細い縦筋が走りざらつく。種皮内面は横長の細胞が配列する。

ミズユキノシタ（上㎡両軸0Ⅴ0／ねMiq．）アカバナ科チョウジタデ属

種子が検出された。茶褐色、長さ0．9mm、径0．6mm程度の楕円体。基部の短い突起の先に臍が

ある。頂部側面に、淡褐色、径0．7mm程度の三角形でスポンジ状の付属体が付く。種皮表面には

横長の凹点による微細な網目模様が配列する。

・イヌコウジュ属（ル短／0）シソ科

果実が検出された。淡－灰褐色、径1．2－1・5mm程度の倒広卵体。基部には臍点があり、舌状に

わずかに突出する。果皮はやや厚く硬く、表面は浅く大きく不規則な綱目模様がある。
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シロネ属（身C甲〃5）シソ科

果実が検出された。灰褐色、長さ1．5mm、径1mm程度の三稜状広倒卵体。背面は平らで、両

側に幅0・3mm程度の淡褐色、スポンジ状の巽がある。腹面の正中線上は鈍稜をなし、基部は切形

で長楕円形の臍がある。

．キク科（Compositae）

果実が検出された。黒褐色、長さ2mm、径0．5mm程度の線状狭卵体。頂部は切形で円形の臍

がある。果皮表面には縦隆条が配列し、微細な網目模様がある。

4）考　察

（1）堆積環境

埋没谷の珪藻化石群集は、7層と4層に差異が認められた。7層は、淡水～汽水生種が多産するこ

とから、塩類の集積し易い富栄養な水城で水成堆積したことが推定される。また、貧栄養の泥炭池に

生育する種や陸生珪藻の産出から、貪栄養な水城や台地上の乾いた場所など、生育環境が異なる様々

な場所に堆積した土壌が谷内に混入することによって谷の埋積が進行したことが考えられる。本試料

の化石の保存が悪かったのは、異地性種を多く含むことを反映しているためである。

一方、植物遺体を多量に含む4層は、主に浮遊生活を営む湖沼沼沢湿地指標種が優占することから、

谷内あるいは窪地内に水が停滞するようになり、池沼～沼沢地のような止水城が形成されたことが推

定される。水質は、淡水生種の生態性の特徴から弱アルカリ性～弱酸性であったと考えられる。

このように堆積環境が変化し、止水城が形成された要因は、谷口が何らかの影響（河川の氾濫など）

で閉塞されたことなどが考えられる。止水城がどのような過程を経て形成され、その後谷内がどのよ

うな変遷を経て離水し、埋積を完了したかについては、層位毎の珪藻化石群集を検討する必要がある。

（2）周辺植生

埋没谷の比較的広域の植生を反映する木本類では、花粉化石は何れの層準においてもコナラ属アカ

ガシ亜属が多産する。その他はマツ属、シイノキ属が多く認められ、モミ属、スギ属、コナラ属コナ

ラ亜属、ニレ属－ケヤキ属、エノキ属一ムクノキ属等を伴う。このうち、多産するアカガシ亜属は、

シイノキ属、ヤマモモ属等とともに暖温帯性常緑広葉樹林（いわゆる照葉樹林）の主要構成要素であ

り、モミ属、スギ属はマキ属、ツガ属、コウヤマキ属、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科等とともに

温帯性針葉樹林の構成要素である。このことから、埋没谷が埋積する弥生時代前期～古代頃の周辺地

域には、アカガシ亜属を主体としてシイノキ属等を伴う照葉樹林が成立しており、部分的にモミ属、

スギ属等の温帯針葉樹が林分を形成していたことが推定される。これらの森林の林縁部には、イスノ

キ属、ノブドウ属、イボタノキ属や、種実が確認されたブドウ属等も生育していたと思われる。また、

周辺の御笠川、那珂川等の河畔や低湿地には、ニレ属－ケヤキ属、バンノキ属等の河畔林要素が生育

し、台地の縁辺部等にはコナラ亜属、エノキ属－ムクノキ属等が生育していたと考えられる。

同様のアカガシ亜属を主体とする花粉化石群集は、本遺跡に隣接する比恵遺跡群で確認された埋没

谷を埋める堆積物の弥生時代中期の層準や（野井，1991）、本遺跡の東方約2kmに所在する下月限

C遺跡の弥生時代中期～奈良時代の層準からも報告されている（鈴木，2004，2006）。既存の研究

例によると、最終氷期以降コナラ亜属、ブナ属、クマシデ属等の落莫広葉樹が主体であったものが、
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約8，000年前頃から照葉樹林が発達し始め、約6，000年前に照葉樹林が最盛期に達したとされてい

る（畑中ほか，1998など）。今回の結果は、これらの既存の調査結果とも調和的である。

一方、埋没谷内や周辺域の植生を反映する草本類は、花粉化石はイネ科が多産し、カヤツリグサ科、

クワ科、サナエタデ節ーウナギツカミ節、ヨモギ属、キク亜科等を伴う。種実遺体はイネ科、カヤツ

リグサ科、トウゴクサバノオ、キジムシロ属一ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属、オトギリソウ属、

スミレ属などが検出された。これらは開けた明るい場所を好む、いわゆる「人里植物」を多く含む分

類群であることから、当該期の埋没谷周辺域に、これらの章本類が生育する草地環境が存在したこと

が推定される。

また、ガマ属をはじめ、ミクリ属、ヒルムシロ属、へラオモダカ、サジオモダカ属、オモダカ属、

オモダカ科、ホタルイ属、ホシクサ属、イボクサ属、ミズアオイ属、ツリフネソウ属、ミズユキノシ

タ、シロネ属、ゴキヅル属などの水生および湿地生植物の花粉化石や種実遺体が検出された。試料番

号4と試料番号6の種実遺体群は水生植物主体であることからも、谷内および周辺域における水湿

地の存在が推定される。珪藻分析結果より、試料番号4採取層準では池沼～沼沢地のような止水城

が推定されることから、谷内にはこれらの水湿地生植物が生育していたことが推定される。

なお、試料番号6からは、栽培植物のイネの頴が8個検出された。イネの頴は、下月限C遺跡の

弥生時代～古代の遺構からも多く出土していることから（鈴木，2004b；佐藤ほか，2005；新山

2005；新山・植田，2006）、本遺跡周辺域においても普遍的に利用されていたことが推定される。供

伴する上述の水湿地生植物は、水田雑草に由来する可能性もある。

3・遺構出土種実の種類

1）試　料

試料は、井戸（SE）、土坑（SK）、溝（SD）などの各遺構より出土した種実19試料（登録番号

04001－04019）である。各試料の詳細は、結果と共に表5に記す。

2）方　法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等との対

照から、種類と部位を同定し、個数を数えて表示する。分析後の試料は、種類毎に容器に入れ、70

％程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施して返却する。

3）結　果

結果をTab．54に示す。木本6分類群（コナラ属、クリ、クスノキ科、モモ、ノブドウ、エゴノキ属）

27個、草本8分類群（ミクリ属、ジュズダマ属、カナムグラ、オニバス、ハスノバカズラ、クサネ

ム近似種、メロン類、ヒョウタン類）178個、計205個の種実が検出されたほか、木材の破片13

個が確認された。栽培植物は、モモ10個、ジュズダマ属1個、メロン類8個、ヒョウタン類159

個の計178個が確認され、全体の87％を占める。遺構別の検出状況は、井戸12試料から全15分

類群165個、土坑6試料から栽培植物3分類群（モモ、メロン類、ヒョウタン類）39個、満1試
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料からモモ1個が確認された。

種実の状態は比較的良好で、谷1の種実分析（土壌水洗）で得られた種実よりも大型である。以

下に種実の形態的特徴等を、木本、草本の順に記す。

分
類
群

部

木　　 本 草　　 本 木
材○

コ

○

コ

○
ク ク

・

モ ノ エ ・・、一・、

・
ジ カ

○
オ ハ ク

・
メ

・
ヒ

リ ス モ ブ ゴ ユ ス ロ ヨ
ラ ラ ノ ド ノ リ ズ ム バ ノ ネ ン ウ
属 属

？

キ
科

ウ キ
属

属 ダ

マ
属

グ

フ

ス ハ
カ
ズ

ラ

ム
近
似
種

類 タ
ン
類

果 果 果 種 核 種 種 果 萄 種 種 核 果 種 果 種
位

状

登 録 番 号　 遺構　　　　 態

実 実 実 子 子 子 実 鞘 子 子 実 子 実 子

石 石 ／＝±J 石 ／±＝′ 石 ／＝±プ
片 片 7に

形 片 フt
形

岐
片

フt形 破
片

破
片

破
片

破
片

0 4 0 0 1 S E O 13 埋 土 一 括 － － － － － － － － 1 － 1 － － 1 － － － 9 2 1 3

0 4 0 0 2 SK O 4 2 埋 土 一 括 － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 0 3 SK O 4 3 埋 土 一 括 － － － － － － － － － － － － － － － 2 － 1 5 8 7 －
0 4 0 0 4 S E O 8 2 埋 土 一 括 － － － － － － － － － 1 1 － － － 1 － － 2 1 －
0 4 0 0 5 S E 1 2 0 埋 土 一 括 － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 0 6 S D 12 3 埋 土 一 括 － － － － － 1 － － － － － － － － － － 　　　　　　　　　　　　　　l － －
0 4 0 0 7 SE 1 2 8 上層

－ － － － － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 0 8 SE 1 2 8 下層

－ － － － － 2 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 0 9 S K 1 3 0 埋土 一 括 － － － － － － － － － － － － － － － 　　　　　　　　　　　　　　l － 1 －
0 4 0 1 0 SE 1 3 7 埋土 一 括 2 5 － － － － － － － － － － － － － ー － － －
0 4 0 1 1 SE 1 3 7 下 層 － － － － － － － － － － － 1 － － － － － － －
0 4 0 1 2 S E 1 3 7 下 層 N o ・4 6 － － － － 1 － 3 － － － 2 － － － － － － － －
0 4 0 13 S E 1 3 9 中層

－ － － ～ － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 1 4 S K 1 4 2 下 段 － － － － － － － － － － － － － － － － － 13 －
0 4 0 1 5 S E l4 7 上 段 上 層 － － 1 3 － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 1 6 S E 14 7 下 段 下 層 － － 1 － － － － 1 － － － 1 1 － － 6 1 10 －
0 4 0 1 7 S K 1 5 2 下 層

－ － － － － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 1 8 SK 1 5 6 埋 士 一 括 － － － － － 1 － － － － － － － － － － － － －
0 4 0 1 9 S E O 16 下 層 － － － － － － － － － － － － － － － － － 1 －

・：栽培植物　○種実が食用可能な分類群

Tab・54　遺構出土種実同定結果

＜木本＞

・コナラ属（妙e化〃5）ブナ科

果実の破片が検出された。暗褐色、完形ならば長さ上1．5cm、径1cm程度の卵状楕円体。破片

は大きさ1cm程度で果実頂部を欠損する。基部に灰褐色、円形で維管束の穴が輪状に並ぶ着点の

一部が残存する。果皮外面は平滑で浅く微細な縦筋があり、内面は粗面。なお、頂部や基部を欠損

する果実破片はコナラ属？としている。

クリ（ChtaneacrenataSieb・etZucc．）ブナ科クリ属

果実が検出された。黒褐色、径2・5－3cm、厚さ1．5cm程度の三角状広卵体で一側面は偏平、反

対面は丸みがある。果皮外面は平滑で、浅く微細な縦筋がある。果皮内面は灰褐色の内果皮（渋皮）

がある。基部の全面を占める着点は、灰褐色で粗く不規則な粒状紋様がある。

クスノキ科（Lauraceae）

種子が検出された。灰褐色、径6．5mm程度の球体。基部にはやや突出する臍からはじまる低い
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稜があり、側面の途中で終わる。種皮は硬く表面は粗面。球状を呈する点から、クスノキ属クスノ

キまたはクロモジ属に由来すると思われる。

・モモ（PrunuspemicaBatsch）バラ科サクラ属

核（内果皮）が検出された。灰一黒褐色、長さ2・5cm、幅2cm、厚さ1．5cm程度のやや偏平な

広楕円体。頂部が尖る個体や丸みを帯びた個体など複数の形状がみられる。基部は切形で中央部に

湾入した臍がある。1本の明瞭な縦の縫合線上が発達し、背面正中線上に細い縦隆条が、腹面正中

線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部がある。内果皮は厚く硬く、表面は縦に流れる不規則

な線状の深い窪みがあり、粗いしわ状にみえる。

ノブドウ（An甲elqpsisb柁痺edbnculata（Maxim．）Trautv．）ブドウ科ノブドウ属

種子が検出された。灰褐色、長さ4mm、径4．2mm程度の広倒卵体、側面観は半広倒卵形。基

部の臍の方に向かって細くなり、囁状に尖る。背面にはU字状に開いたさじ状の模様がある。腹面

には中央に縦筋が走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は薄く硬く、断面は

柵状。

・エゴノキ属（5秒r瓜）エゴノキ科

種子の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ1－1．2cm、径8mm程度の卵体。破片は長

さ1cm、幅6mm程度。頂部から基部にかけて3本程度の縦溝と縦隆条がある。基部は斜切形で、

灰褐色で粗面の着点がある。種皮は厚く硬く、断面は柵状。表面には微細な粒状綱目模様があり、

ざらつく。

＜草本＞

・ミクリ属（勒0樗0釉お椚）ミクリ科

果実が検出された。淡一褐色、長さ4．5mm、径5mm程度の倒卵体。頂部は切形で基部は細まる。

果皮はスポンジ状で表面には数本の隆条が縦列する。

・ジュズダマ属（00彿）イネ科

芭鞘が検出された。灰褐色、長さ7．5mm、径6mm程度の卵体。頂部は尖り、基部は切形。表

面には多数の浅く微細な溝が縦列する。

カナムグラ（肋mulusj呼0〃icusSieb．etZucc．）クワ科カラバナソウ属

種子が検出された。暗褐色、径4mm、厚さ1mm程度の側面観は円形、上面観は両凸レンズ形。

頂部はやや尖り、基部に淡黄褐色、径1mm程度のハート形の臍点がある。種皮表面は粗面で断面

は柵状。

・オニバス（EufyalejZZ7mSalisb．）スイレン科オニバス属

種子が検出された。灰褐色、長さ8．5mm、径6．5mm程度の盃な広楕円体。基部の発芽孔は径

2mm程度の円形、発芽孔に隣接する臍点は長径1．5mm程度の楕円形。臍点から先端まで延びる

線条がある。種皮は硬く、厚さ1mm程度。表面には微細な綱目模様が密布する。
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・ハスノバカズラ（Stq，haniajq，？nica（Thunb・）Miers）ツヅラフジ科ハスノバカズラ属
核の破片が検出された。灰褐色、馬蹄形状広倒卵形でやや偏平。径6mm、厚さ2mm程度。中

心部は馬蹄形状に大きく凹む。基部は切形。基部を除く縁は、隆条が長軸に対し直角に列生する。

核は硬く厚く、表面は粗面。

クサネム近似種山e5C妙〃0〝紺〃eすわ戊c0L．）マメ科クサネム属

果実（豆果）の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ2－3cm程度の偏平な広線形で腹

両方向に湾曲する。破片は6－8個程度の短軸方向の節に沿って分離した1片で、長さ・幅3mm、

厚さ1mm程度の偏平な四角形。縁に筋がある。果皮表面は粗面。

メロン類（C〟C〝椚ね椚ebL．）ウリ科キュウリ属

種子が検出された。淡ー灰褐色、狭倒皮針形で偏平。長さ5．2－8・3mm、幅2．5－4mm、厚さ

1－1．5mm程度と、藤下（1984）の基準による小型の雑草メロン型（長さ6．0mm以下）、中粒のマクワ・

シロウリ型（長さ6．上8・0mm）、大粒のモモルディカメロン型（長さ8．1mm以上）が確認される。

種子の基部には倒「ハ」の字形の凹みがある。種皮表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。

ヒョウタン類（上qge乃0㌢05gcer0㌢050〃dl）ウリ科ヒョウタン属

果実の破片と種子が検出された。果実は黄灰褐色、完形ならば球形やナス形、首の長いフラスコ

形やへどのように長いものまで様々。破片は果柄が確認される果実頂部の部分で、長さ1．2cm、径

1．8cm程度。果皮表面はやや平滑で果柄部断面は径7mm程度の5角形状円形。内面は淡灰褐色で

スポンジ状。

種子は灰褐色、長さ1・3－1．4cm、幅6ー7mm、厚さ1．5mm程度の倒広皮針形。頂部は切形で角張り、

基部は切形で臍と発芽口がある。種皮表面は粗面で、両面外縁部の幅広く低い稜に2本の縫線が

明瞭な完熟種子がみられる。

4）考　察

モモ、ジュズダマ属、メロン類、ヒョウタン類は、古くから栽培のために持ち込まれた渡来種である。

モモは、観賞用の他、果実が食用、薬用等に広く利用される。ジュズダマ属のジュズダマは数珠等の

装飾品に利用され、ジュズダマの変種のハトムギは果実が食用、薬用に利用される。メロン類は果実

が食用に利用されるが、大粒のモモルディカメロン型や中粒のマクワ．シロウリ型、小型の雑草メロ

ン型の種子が確認されることから、複数の品種が含まれる可能性がある。ヒョウタン類は、果実が食

用や容器等に利用される。SE147からはヒョウタン類の種子と果皮がともに出土しており、器を加

工するための水浸処理の可能性（那須，1980）や、祭祀に由来する可能性も考えられる。モモ、メ

ロン類、ヒョウタン類は、下月限C遺跡の弥生時代～古代の遺構からも多く出土していることから（鈴

木，2004b；新山2005；新山・植田，2006）、当該期の本遺跡周辺域で普遍的に利用されていたこ

とが推定される。

一方、栽培植物を除いた種実は、井戸試料から、コナラ属、クリ、クスノキ科（クスノキまたはク

ロモジ属）、エゴノキ属などの木本や、ノブドウ、カナムグラ、ハスノバカズラなどのつる性木本お
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よび草本、ミクリ属やオニバスなどの水生植物、クサネム（近似種）などの湿地生植物が確認された。

何れも本遺跡周辺域の照葉樹林内や林縁部、谷や溝周辺域の水湿地に生育していたものに由来すると

思われる。コナラ属、クリは、堅巣が食用（コナラ属はアク抜きを要する）・長期保存可能で収量も

多いため、古くから里山で保護、採取されてきた有用植物である。オニバスは、胚乳が生食可能である。

以上の栽培植物を含む有用植物の可食部である種実が、井戸、土坑、溝などの各遺構から出土した

ことから、本遺跡周辺域における利用と、遺構内への投棄等の人為的行為が推定される。

4．墓坑の検証

1）試　料

試料は、SEO16、SEO24、SKO43、SKO98の各遺構より採取された土壌4点である。

2）分析方法

リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分解－原

子吸光光度法でそれぞれ行った（土壌標準分析・測定法委員会編，1986）。以下に操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して2．00mmの師を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分

を加熱減量法（105℃、5時間）により測定する。風鋸田土試料1．00gをケルダール分解フラスコ

に秤量し、はじめに硝酸（HNO3）約5mlを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO4）約

10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容してろ過する。ろ液の一定量を

試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸（P205）濃度を測定する。別にろ

液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）濃

度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量（P205mg／g）

とカルシウム含量（CaOmg／g）を求める。

3）結果・考察

結果をTab・55に示す。各遺構覆土の土性は、SEO16がシル上質埴土（SiC）であるほかはいずれ

も軽埴土（LiC）である。暗色系の土色からは各遺構覆土にはある程度の腐植物質が含まれているこ

とが伺える。

リン酸含量はSEO16覆土において0．56P205mg／g、SEO24、SKO43、SKO98覆土ではそれぞれ

1．03P205mg／g、1．33P205mg／g、1．19P205mg／gである。なお、SEO16でリン酸が少ない特徴を

示す要因としては、土性などの岩質の差異に起因するものと考えられる。カルシウム含量についても

同様に、SEO16覆土で3．75CaOmg／g、他の遺構覆土で5・09～6．93CaOmg／gの値となっている。

土壌中に普通に含まれるリン酸呈、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例があるが

（Bowen，1983、Bolt・Bruggenwert，1980、川崎ほか，1991、天野ほか，1991）、これらの事例

から推定される天然賦存量の上限は約3．OP205mg／g程度である。また、人為的な影響（化学肥料の

施用など）を受けた黒ボク土などの既耕地では5・5P205mg／g（川崎ほか，1991）という報告例があ

り・当社におけるこれまでの分析調査事例では骨片などの痕跡が認められる土壌では6．OP205mg／g
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を越える場合が多い。一方、カルシウムもまたリン酸とともに人骨に多量に含まれる元素であるが、

カルシウムはリン酸よりも土壌中での拡散移動が大きいことから、特徴的な濃集が見られることは

稀であり、カルシウム単独での評価は実際には難しい。なお、カルシウムの天然賦存童は普通1～

50CaOmg／gといわれ、含有幅がリン酸よりも大きい。

今回調査を実施した遺構覆土では、いずれも天然賦存童の範疇に入るリン酸含量であることから、

リン酸が富化された形跡は認められないと判断される。したがって、各遺構覆土に遺体成分が残留し

ている可能性を積極的に指示することは難しく、墓坑としての機能を有していたとは考えにくい。

試料名 土　 怪 土　　 色 P20 5 （m g／g ） C aO （m g／g ）

SE O 16 SiC 2 ．5 Y 3／1　 黒褐 0 ．5 6 3 ．7 5

SE O 2 4 LiC 2 ．5 Y 2／1　 黒 1・0 3 6 ．9 3

SK O 4 3 LiC 5Y 3 ／1　 オ リーブ黒 1・3 3 5 ．4 1

SK O 9 8 LiC 5Y 3 ／1　 オ リーブ黒 1．19 5 ・0 9

注1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，1967）による
注2）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による

SiC．．・シル上質埴土（粘土25～45％，シルト45～75％，砂0～30％）
LiC・．・軽埴土（粘土25～45％，シルト0～45％，砂10～55％）

Tab．55　リン・カルシウム分析結果
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図版1珪藻化石

1．AulacoseiracrassわunctataKrammer（谷1；試料番号4）

2．Aulac0Seiraambeua（Grun．）SimOnSen（谷1；試料番号4）

3．Aulacoseiraambeua（Grun・）SimOnSen（谷1；試料番号4）
4．Aulacoseiralaevissima（Grun．）Krammer（谷1；試料番号4）

5．Stau7VSiraventer（Ehren・）H．Kobayasi（谷1；試料番号4）

6．Cal0neislq，tOS0maKrammer＆Lange－Berta10t（谷1；試料番号7）
7．Dわ／0neis0Valis（Hilse）Cleve（谷1；試料番号7）

8．Eng）0nemagraCileEhrenberg（谷1；試料番号4）
9．Lutic0las瓜呼hila（BockexHustedt）D．G．Mann（谷1；試料番号7）

10．Ndviculaplacentafb．0btusaMeister（谷1；試料番号7）

11．Pinnulariab07℃alisEhrenberg（谷1；試料番号7）

12．Rh甲0lodiagibberula（Ehren・）0・Muller（谷1；試料番号7）
13．Eun0tiaminor（Kuetz．）Grunow（谷1；試料番号4）

14．Eun0tiaincisaW・SmithexGregory（谷1；試料番号4）
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図版2　花粉化石

1．マツ属（谷1；試料番号1）

2・ニレ属－ケヤキ属（谷1；試料番号1）

3・スギ属（谷1；試料番号5）

4．コナラ属コナラ亜属（谷1；試料番号1）
5・コナラ属アカガシ亜属（谷1；試料番号1）

6．シイノキ属（谷1；試料番号1）

7．エノキ属－ムクノキ属（谷1；試料番号5）
8・ガマ属（谷1；試料番号1）

9．イネ科（谷1；試料番号1）

10．カヤツリグサ科（谷1；試料番号l）

11・ヨモギ属（谷1；試料番号1）
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図版3　種実遺体（1）

帽
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．
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，／出生・㌫如机出口．

16
5mm lcm　　　2mm

19

2mm

（1，3，7，15）（2，4）（5，6，8）　（9－14，16－19）
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1．コナラ属果実（04010SE137；埋土一括）
2・クリ　果実（04016SE147；下段下層）

3．クスノキ科種子（04012SE137；下層‰・46）

4．モモ核（04008SE128；下層）

5．ブドウ属種子（谷1；試料番号6）
6．ノブドウ種子（04012SE137；下層N0．46）

7・エゴノキ属種子（04016SE147；下段下層）

8．ミクリ属果実（04001SEO13；埋土一括）

9．ミクリ属果実（谷1；試料番号4）

10．ヒルムシロ属果実（谷1；試料番号4）

11・ヘラオモダカ果実（谷1；試料番号6）
12．オモダカ属果実（谷1；試料番号4）

13．オモダカ科種子（谷1；試料番号6）

14．イネ穎（谷1；試料番号6）

15．ジュズダマ属芭鞘（04004SEO82；埋土一括）
16・イネ科果実（谷1；試料番号6）

17・ホタルイ属果実（谷1；試料番号4）

18・カヤツリグサ科果実（谷1；試料番号4）

19．カヤツリグサ科果実（谷1；試料番号4）



図版4　種実遺体（2）

2mm 2mm

（20，26，33－35）（21，23，25，27－32，38）

20．カナムグラ種子（04012SE137；下層‰・46）

21．イラクサ科果実（谷1；試料番号6）
22．オニバス種子（04016SE147；下段下層）

23．トウゴクサバノオ種子（谷1；試料番号4）

24．ハスノバカズラ核（04001SEO13；埋土一括）

25．キジムシロ属ーヘビイチゴ属－オランダイチゴ属核（谷1；試料番号4）
26．クサネム近似種果実（04004SEO82；埋土吉括）

27．エノキグサ種子（谷1；試料番号6）

28．オトギリソウ属種子（谷1；試料番号4）

29．スミレ属種子（谷1；試料番号4）
30・ミズユキノシタ近似種種子（谷1；試料番号4）

31．イヌコウジュ属果実（谷1；試料番号6）

32・シロネ属果実（谷1；試料番号6）

33．メロン類種子（モモルディカメロン型）（04016SE147；下段下層）
34．メロン類種子（マクワ・シロウリ型）（04003SKO43；埋土一括）

35．メロン類種子（雑草メロン型）（04003SKO43；埋土一括）

36・ヒョウタン類種子（04001SEO13；埋土一括）
37．ヒョウタン類果実（04016SE147；下段下層）

38・キク科果実（谷1；試料番号6）
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5．那珂遺跡出土のイノシシ類の歯について

西本豊弘

那珂遺跡群102次調査SE147遺構の上段上層よりイノシシ類の歯が2点出土した。それらはイノ

シシ類の右側下顎第2後臼歯と右側第3後臼歯であった。第2後臼歯は歯根が消滅して歯冠部分だけ

であり、歯の磨耗はほとんど見られなかった。このことから、所出途中の歯と思われる。また、第3

後臼歯も歯冠部だけが残っていた。この歯には磨耗がまったく見られないので未所出歯と思われる。

これらの2個の歯の磨耗状態から見て、2個の歯は同一個体と思われる。おそらく生後1年から1年

半の若獣であろう。

歯の歯冠部の大きさは、第2後臼歯の最大長は20．1mm、前部最大幅12．3mm、後部最大幅

13．8mmである。第3後臼歯の最大長は36．5mm、前部最大幅14．5mmである。これらの歯は、縄

文時代のものと比べるとかなり小さく華著なことから、家畜のブタの可能性も考えられたが、現在の

本州の野生イノシシとほぼ同大である。形態的にも、特に家畜化を示す特徴は認められなかった。そ

のため、これらの歯は野生イノシシのものである可能性が高い。なお、雌雄については不明である。

3cm

Fig・217　イノシシ類（1．右下顎第2後臼歯　2．右下顎第3後臼歯）
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V．まとめ

1・はじめに

今回の調査は那珂遺跡群において広い面積を同時発掘しえたことになる。こうしたことで遺跡の全

体像を窺い知るうえでは、またとない機会を得た。事実、この調査区内において2筋の谷地形が横

断することや、一直線に延びる長大な道の側溝が発見できたのは、大いなる成果と言えるだろう。

そこで、まずは谷地形を中心に、当調査地点の古環境や立地から、各時代における背景を各時代を

通して確認してみたい。次に主な構成をなす遺構であるところの、土坑群や井戸が構築される弥生時

代後半から古墳時代、次に官道が造られた古代の二つの時代を中心にまとめてみたく思う。

2．埋没谷にみる古環境と歴史的変遷

那珂遺跡群が立地するのは、博多湾に北流する御笠川と那珂川に挟まれた台地上である。その中で

も当調査地点は御笠川の左岸を占めている。基層は花崗岩風化礫層を基盤としており、その上には粗

砂・細砂・シルトが堆積している。さらに上層を阿蘇Ⅳ火砕流による八女粘土層、鳥栖ローム、新期

ロームがのる。遺構はこれらローム層の面から認められる。この台地は南に4kmほど離れた春日丘

陵を基点としており、緩やかな傾斜が延びきった格好となっている。細部での旧来の地形は、多くの

開析谷が八ツ手状に入り込む景観が望めていたはずだが、近現代の区画整理や市街地化により、今と

なっては往時の面影を見出すのは極めて困難である。

当調査地点も以前は工場が建っており、大規模な造成が行われたことは、調査着手前の現況から判

断する限りでも否めなかった。そうした影響は、調査の過程で整地層を除去した後に認められるロー

ム面においても、平坦に均された地形上に粘土層が現れる点にも物語られていた。つまり、起伏の高

まりを形成するローム層が、谷として開析され下層の粘土層の面まで削りおとされることによって、

見かけの上で同一面に認められたことに他ならない。こうした粘土層の露頭は、大きなもので2箇

所を数える。これらの並行する谷筋は北側に流れる御笠川に向け開くようである。そして谷に挟まれ

部分は舌状の台地を形成し、ここに至って八ツ手状にあった本来の景観が想像できる。特に北西側に

認められる谷筋は広域に及び、谷底側に向け緩やかに傾斜するものの、その中央付近において急に深

く挟れ、SX160埋没谷（触210）とした谷地形の様相を見事に呈する。

この埋没谷の堆積土については、珪藻・花粉．種実の分析を行い、ここではその結果（Ⅳ章

2．SX160埋没谷の古環境）の概略を紹介しておくにとどめたい。まず谷の7層において淡水から汽

水生種の珪藻化石が多産する点が報告されている。これについては海水の流入が考えられ、豊栄養な

水城での水成堆積によることが推定される。その一方で泥炭地に生育する種や陸生珪藻も見られ、貪

栄養水城や台地上の生育環境の異なる様々な場所から、土壌が谷内に堆積していく過程が読み取れる。

さらにこの上の4層では繊維質の植物遺体が多量に認められ、湖沼沼沢湿地を好む指標種が優先す

る傾向が示された。つまり埋没が進んだ谷内もしくは窪地内において、水が停滞するような止水城が

形成されたことを物語っている。水質も淡水性種の生態性を示し、弱アルカリ性から弱酸性であった

と考えられる。これは谷の開口部が塞がれたことが主な要因とされ、そうしている問にも谷の堆積は

進みやがて完全に埋没してしまうようである。

では、この谷がいつ頃まで存続し、どの過程で埋没したのかを知る術はないのであろうか。そこ
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で谷の落ち込み中段、層序では5層に対応する地点で、押し潰れた状態だがほぼまとまった形で出

土した土器が、重要な手がかりを与えてくれそうである。それは本文記載遺物の202（丘註211）で、

口縁を外側に屈曲し、その端部に刻目を連続させている。この土器を指標とすると、弥生時代前期に

は、谷はまだ完全には埋まりきってなかったことが理解できる。すると谷が埋没を果たすのは、これ

以降と考えられる。そこで埋没谷の上面を古代の道路が構築されることより、遅くともこの時期まで

には埋まりきっていたものと判断できる。だが、道路と埋没谷が重複する範囲内において、杭列が確

認されることにも着目しておかねばならない。同様の杭群はもう一方の東側の谷においてもみられた。

当初は作道時における土木工法の可能性も考えたが、周辺の調査事例でも弥生時代の水田跡に類似し

た遺構が多く報告されており、おそらく同時代のものと察することにした。すると谷の埋没時期はこ

こまでさらに遡ることになり、杭列が集中するという様相は、湿潤化していた環境に対応した施設と

考えても問題はなさそうである。

3・土坑群とその出土遺物について

土坑が集中するのは土坑群AとBとした2箇所で、粘土層の露頭が広がる二筋の谷地形でも台地

に近い奥側に限られた範囲内である。すなわち谷内でもやや高い位置なのだが、こうした共通の点こ

そ、谷地形特有の環境を意識した立地であることを窺がわせる。その土坑群も大きく二つに分類する

ことができる。一つは平面の形態が歪か不整形で、掘り込みは浅く、底面は凹凸が著しいものである。

出土する遺物は、埋没時に混入したと考えられる土器の小片が多く、積極的に遺構に伴うものとはい

いきれない。もう一方に分類したのは平面形態が比較的に整った円形を呈し、掘り込みもしっかりし

た深さを有する。出土遺物には完形もしくはこれに近い土器が伴う場合が多く、規模は大小の二つに

さらに分けることができる。こうした土坑が複雑に重複しあいながら認められるのであるo

まずは前者の不整形で浅い土坑について検討を試みてみたい。これらに属するものについては、遺

構の形態や出土遺物から、性格を明らかにするのは困難といえる。埋土については士層断面をみる限

り黒褐色土の単一か、底面に近い部分に乳白色土の粘土がブロックやマーブル状に入り込む単純なも

のである。おそらく掘られて間もなく埋まったのであろうが、底の方にマーブル状に堆積した状況な

どは、湿潤な環境下で緩んだ粘土がこねくりまわされたことによって形成されたことを物語ってい

る。こうした幾つかの土坑について、リン・カルシュウム分析（V章4．墓坑の検証）を試みることで、

墓坑の可能性を探ってみた。しかし結果の数値は、いずれも積極的にこれを裏付けるものではなかっ

た。但し、一部には種実が認められるものもあり、それらの同定（V章3・遺構出土種実の種類）を

行った結果では、コナラ属やモモやヒョウタン類など食用可能なものであることが分かった。だが埋

土内における種実は小さく見落としがちである点を考慮すると、本来の点数や他にも認められる遺構

数はさらに増加するはずである。そうしたことを前提に想像をたくましくすれば、この場は保水力に

富み食物を水に晒したり、加工するには好都合であった背景がみえてくる。そうしたことを暗示する

かのように、SKO48土坑（且g．75）からは木製品の柄杓が完全な形で出土している。とすれば利水に

関連し、頻繁かつ容易に掘り直される簡易的な機能性が推定できる。

次に比較的に形態が整った後者に分類した土坑について考えてみたい。先に触れたとおり規模の点

から二つに大別できるが、いずれも井戸跡と考えてよさそうである。SEO13井戸跡（軸31）などは

井側を固定するための杭が、底の四方に打ち込まれた状態で確認されている。出土する遺物は完全な

形をとどめるものが多くみられ、祭祀が行われたことを推測させる。また、ここでもモモやヒョウタ
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ン類の種実が認められるが、祭祀行為において供せられた可能性も考慮しておきたい。また破損した

甕や壷、あるいは農具をはじめとした木製品などが、大型の井戸跡に集中して認められる。これなど

は井戸を廃絶する際に廃棄した結果と捉えられる。特にSE147井戸跡（触194）は広いところで開

口部が6mもあり、緩やかな階段状につけられた段差を降りると、広めの水汲み場が設けられている。

ここにはさらに円形の井筒が掘られる特色のある井戸であった。そして、やはり多量の土器をはじめ

木製品や建築部材が出土している。

ところで、ここまでは性格を具体的にし得ない土坑と井戸跡に分けて考えてみたが、なかにはどち

らに帰属させればよいか判断しかねる遺構も当然に存在した。そうした意味では歪で浅い土坑も水が

汲み取れたであろう点を考えれば、広義の井戸といえるのだが、いずれ類例も含め再検討する機会を

得たく思う。

さて、こうした共通の機能性を有する水汲みの場が、なぜに狭い舌状台地を挟んだ両側の谷に形成

されねばならなかったのであろうか。そこで時期ごとに順を迫って検討してみたいが、出土遺物には

周囲から混入した場合も想定され、原則的には新しい方を指標として考えることにしたい。

まずは西側に形成された土坑群Aからみていくことにするo　こちらで早い段階に現れるのが先に

あげたSE147井戸跡で、出土遺物の185（触195）をみるかぎりでも凸レンズ状の鹿部を呈し、弥

生時代後期の様相を示す。この後に続くのがSE137井戸跡（触179）であり、甕や壷は一様に丸底

となり胴部外面にタタキ目を残すものがあり、弥生時代終末から古墳時代初頭の特徴が看取できる。

このなかでも着目しておきたいのが180（丘g．182）で、球形の胴部から口縁部が直立し、その付け

根から胴部上半分にかけて網目の模様が施されている。さらに器表面を観察すると、ハケ目を施した

後に、ひとつの綱を全体に覆い被せて押圧してできたことが理解できる。網は広げられた状態で、撚

糸を結節して作られており、魚網のようなものを用いたのであろうが、こうした土器の類例は寡聞に

して知らない。これも共伴する土器とほぼ同じ時期の範暗に入る可能性が高い。ここで暫くの隔絶が

あり、次に遺構が構築されだすのが須恵器の坏身を出土するSE128井戸跡（軸168）とSE154井

戸跡（負8201）である。この坏身は蓋受けの立ち上がりは低く、内傾するものもある点から6世紀

後半の所産といえる。さて、この両遺構とも土坑が集中する地点から、少し距離をおいた舌状台地の

西側縁辺際付近に構築されている。旧地形であれば谷底よりやや高い位置を占めていたと想像できる。

すると低きから高き場所へと、位置が時を迫って変遷していく様子が窺がわれる。これが環境に起因

するものなのか、あるいは他に背景があったのかを具体的にしえないが、規模が小型化していく傾向

は明らかに読みとることができる。

次に東側の土坑群Bについても同じようにみていくことにする。こちらも土坑群Aとほぼ同じ

くらいの弥生時代後期に遺構が構築されはじめるようで、袋状口縁の壷を出土するSEOO9井戸跡

（軸22）がある。この後にSE120井戸跡（触150）が位置し、西新式の土器を中心に弥生時代終末

から古墳時代初頭の様相を示す。そして021（軸17）のように胴部外面に、右上がりのタタキ目を

もつ伝統的V様式系の甕と西新式の土器が共伴するSEOO5井戸跡（軸16）が続く。－さらにSEO12

井戸跡（丘g・29）、SEO16井戸跡（丘g．36）、SEO24井戸跡（触45）では布留系の甕が中心となる。但

しSEO12井戸跡出土の甕は口縁端部内側をつまみあげ、外面肩部に刺突文を施し古相の特徴を示し

ている。そして新相であるSEO16井戸跡とSEO24井戸跡においても、後者が甕の口縁を直線的に外

傾させるのに対し、前者は内湾気味な点で先行するものであるといえよう。

これ以降の5世紀代になると、井戸跡と呼べそうな規格性あるものは見受けられず、また遺物も

減少する傾向にある。そして6世紀前半になると、土坑を中心に遺物の出土量はやや増える傾向が
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みられる。例えばSKO43井戸跡（軸67）とSKO44土坑（丘g．70）からは坏身の蓋受けが高く直立

する須恵器があり、いずれも6世紀前半に位置づけられる。後半にはさらに出土毒は増加し、井戸

跡と認識できる遺構数も増えるようである。井側を固定した杭が認められたことで先でも紹介した

SEO13井戸跡からは、抱がみつかっている。SEOlO井戸跡（軸24）でも蓋受けの立ち上がりが低く、

身が浅い坏身が出土する。SEO82井戸跡（丘g．109）にしても休部の上半分を欠損して細かな判断は

しかねるが、須恵器の坏身が出土しており6世紀代の範疇に入れることができる。さらにSKO42土

坑（軸65）からは、在地系と考えられる厚手で鈍重なつくりの甕が認められた。これについては6

世紀から7世紀代にかけての所産と考えられる。

そうすると5世紀後半に希薄になる時期があるものの、弥生時代後期中頃から6世紀後半まで連

綿として営みがあったことが理解できる。そしてこの期間は西側の谷の推移とも合致するのである。

では、位置についてもやはり規則性が認められるのであろうか。ところが、この間題については特に

何らかの傾向を示すものはなく、西側の谷とは逆に前代の遺構が台地の上に構築されている。

それはSKO96井戸跡（軸125）で、谷の奥を登りつめた位置を占めるようで、遺構内からは畿内

V様式の壷を認める。さて、この結果をどのように解釈するかは、周辺の未調査部分の状況を具体的

にしえない限り難しいようである。

ここで土坑群以外の遺構との関連性についても触れておかねばならないと思う。それは土坑群B

の南東をL字状に延びるSDOO4溝跡（触14）である。この溝跡は幅が1mほどで、これに沿うよ

うに幅0．1mの細いものが付属する。共に浅いが、上面が後世の掘平に／より消失していることを考え

れば、相応の規模があったと推測される。相互の新旧関係は分からないが、溝筋が近似しているこ

とより拡幅した可能性が考えられる。ここからは6世紀後半の須恵器の坏身や坏蓋が出土しており、

土坑群が再び営まれだす時期と偶然にも符合するのであるが、その背景を明らかに説明しえない。

4．古代官遺跡について

官道の西側溝とされるのがSFlO3道路跡で、当調査区を縦断する格好で南東から北西に延びてい

く。主軸の傾きはN－42－Wで、幅0・3m前後、総延長150．5mを確認することができた。そしてこの

前後も、さらに調査区外にほぼ一直線に延びることが想定できる。当然、東側にも並行する溝は存在

するはずだが、これも調査区外に想定せねばならず、両溝間の芯々の距離をもって道幅とする規模は

不明である。だが、以前の発掘調査において、SFlO3道路跡の延長線上に類似する遺構が発見され

ており、おおよその道筋や規模を類推するのは可能といえる。そこでまずは周辺の環境や過去の調査

成果をもとに、全体像を再確認することからはじめたい。

まず、SF103道路跡の延長線上に存在するのが、南東方向に約1．5km距離をおいた那珂久平遺跡（現

那珂君休遺跡）1）である。ここで幅0．3m弱、深さ0．35mのU字形の断面をした溝が、総延長39m

にわたり一直線に確認されている。方位はN－42ーWと、SF103道路跡とも一致した数値を示す。残

念ながらここでも並行するはずの片側は調査区外に存在するようで、道路幅の規模は不明である。さ

て、この遺構の時期を推し量るものに、側溝の底面から鴻臚館式軒丸瓦が出土している。この他にも

須恵器の坏身や坏蓋があり、8世紀前半がおおよその上限といえる。また下限についても上層より瓦

器椀が確認されており、少なくとも12世紀代までは機能していた可能性が指摘されている。

但し、この推定時期については道路とは長い期間を踏襲され、廃棄の場ともなりにくい特性をもち、

出土遺物から必ずしも構築時と廃絶時を導き出せるものではない。従って前後の時間幅も考慮せねば
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ならず、ここではあくまでも目安としてあげるにとどめておく。

さらにここから南東に延長線を辿っていくと、板付遺跡2）、高畑遺跡3）、井相田C遺跡4）などで、

道路跡の痕跡が確認されている。これらの成果において道幅を知ることのできたのは、井相田C遺

跡の発掘調査で、側溝間の芯々距離は約11mを測る。およそこの間隔で、2条の溝跡は一直線に並

行すると考えられる。一方のSFlO3道路跡の北西延長線上においては、比恵遺跡5）で西側に想定で
）

きる溝が確認されている。するとこれまでに発掘調査で確認された一連の遺構だけでも、端から端を

結ぶと約3・6kmにも及ぶ規模であることが分かる。では、この長大な道路とは何処からと何処を繋

ぐもので、どのような機能を担わされていたのかが問題となってくる。これについては南東の目指す

先が、水城が途中で切れる東門に至ることから、かねてより古代官道の水城東門ルートが当てられて

いる。一方の北西の延長は現在のJR博多駅付近を目指し、ここはかつての美野駅の比定候補地に他

ならない。この水城東門から美野駅の間には、久爾駅が存在するはずだが、歴史地理学においては高

畑遺跡が比定されている6）。また、ここでも官道の一部なるものは確認されており、出土する遺物に

は瓦や墨書土器などが多くみられることから、高畑廃寺との関係を指摘する意見もある7）。いずれに

しろ公的な施設が存在したのは確かであり、その側を官道が通ることについては特に不自然ではない。

全国的にみる古代官道の特性を考えると、基本的に最短距離を結ぶ意図が強く反映されており、い

わゆる直達成が高いものとなっている。水城東門ルートも、おそらくそのようなものであったことを

想像するには難くない。しかし、ここで問題となるのが御笠川の流路である。久爾駅比定地の高畑遺

跡からSFlO3道路跡を結ぶ線上には、御笠川が蛇行しており直進した場合に、2度も渡河せねばな

らなくなる。これについては東那珂遺跡8）において、8世紀末まで流れていた御笠川の旧河遺もし

くは氾濫原と思われる右岸が確認されている。すると往時は西側に大きく蛇行せず、従って当初の官

道は渡河する必要なく直進できたことが指摘されている9）。やはり官道の特性を考えると、その可能

性は大きいといえるだろうが、流路が変化して以降は、どのようなルートをたどるのかが新たな問題

となってくる。これについてはその後の御笠川が、現在の地形にみるような変貌をはたしていたのか。

もし、そうであれば直進する常道に、どの程度の影響を及ぼしたであろうかを再検討せねばならない。

さらには新たに迂回路が設けられた可能性も考慮しておく必要さえでてくる。但し、那珂久平遺跡で

確認されたように、官道は少なくとも12世紀代までは機能していたはずで、流路の影響によって廃

絶することはまず考えられない。

さて、ここでいま一度、SFlO3道路跡について話を戻すことにする。先にも述べたが道路跡の特

怪に、そこから出土する遺物をもって作道時期や廃絶時期を単純に判断できない困難性がある。だが、

SFlO3道路跡についてもおおよその時期は明らかにしておく必要性はある。そこで構内から認めら

れた遺物をみると、8世紀前半を所産とした須恵器の坏身や坏蓋が多く占めることが指摘できる。但

し総点数が少ないなかで、これをもって傾向を云々と述べるつもりはないが、側溝が口開していたこ

とだけは事実である。それは板付遺跡の41次調査において、官道の一部が7世後半から末の水田を

壊し構築される点から、おおよその初現を導き出そうとした時期に近い10）。これ以外で官道を確認

できる遺跡においても、8世紀前半が最も早い段階の遺物集中時期である点で符合する。すると8世

紀を前後して官道は既に機能しており、作道時期もこれよりさほど遡らない時期が想定できる。ただ、

ある一時期において遺物が途絶える時期があり、道路としての機能が著しく低下したためとの推測が

なされている11）。これに対して必ずしも道路の消長に連動した結果ではないとする指摘もなされて

いる12）。全体的に官道から出土した遺物を評価してみると、やはり8世紀代のものが目につくのは

事実で、逆に9・10世紀代については少ないような感じは拭えない。このような多寡がどのような
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Fig．218　推定官道（水城東門ルート）

189



要因によるものか、SFlO3道路跡に限ってもこうした傾向が窺がわれるのは偶然としかいいようの

ないものであろうか。

5．おわりに

今や往時の原形を見出すのも困難となった福岡平野において、僅かな高まりとして残る台地と、そ

こに挟り込むようにはいる谷の名残り。おおよそではあるが歴史的背景や自然環境を含めた格好で、

ここに成果としてまとめると同時に幾つかの問題も提示してみた。いずれにしろ今回ほど、環境が及

ぼす影響については、様々なことを考えさせられたことはなかった。当たり前のことではあるが、こ

の自然に左右された先人達の営みは、時として大きな制約となったであろうし、それすら生活の一部

に取り込んでいく姿が、調査を終えたばかりの発掘現場に立つと浮かんでくるようであった。

ともあれ眼下に御笠川を望む那珂台地の東側縁辺は、弥生時代後半から古墳時代を通して水を供給

する永続的な場であったといえよう。さらに時代は下り、律令国家が誕生するとその中央の意図を誇

示するかのように官道が敷かれる。これも大陸との対外的役割と九州内統治を司るために置かれた太

宰府を繋ぐ、重要なネットワークの一つであった。水城東門を出て北西方向を目指すこと一直線に、

時おり御笠川を右手に台地の東辺を貫く広い道をいく。途中には久爾駅と高畑廃寺もあり、多くの人々

の往来に般賑を極めたことであろう。さて、現代社会でもそうであるが、道路とは何十年もいや何百

年も継続して受け継がれる、極めて踏襲性の高い構築物である。もちろんその間には改修や部分的な

路線の変更はありえるが、廃絶されるということは、当然ながらこれらによって結ばれてきた人々の

営みに、大きな影響を与えるはずである。それが一時期にそして強制的に執行されたのか、あるいは

徐々に衰退していったかでは、その蒙る影響力は大きく異なるであろう。だが、そこに至るまでにど

のような社会的背景があり、それがどう反映された結果によってなのかは明らかにせねばならない課

題のひとつである。また官道とはセットとして常に語られる条里についても検討せねばならないが、

浅学なるが故に別の機会に譲ることとしたい。
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Ⅵ．SUMMARY

TheNakasiteislocatedatthecenteroftheFukuokaplainsthatstretchoverFukuokaCity，Japan．It

isplacedabout4・5km丘omHakataBayatalowaltitudeofapproximately5mabovethesea．

TheFukuokaplainsareoneoftheareaswhererice－farm1ngculturecameearlierthanthecontinent

inJapan．ThisfhrmlngcultureisclassifiedastheYえyolPeriOd．Afterawhile，aSmallpolitycalled

Nakokuappearedinthisarea．ItisrecordedinChinesehistOricaldocumentthataRegentgovemed

thepolityOntheJapaneseislandsandthathe／shehadbroughtatributetotheEmplreOfthelaterHan．

Agoldseal，WhichwasglVenbytheChineseEmperorinA・D．57，WaSdiscoveredinShikanoshima
・

atHakataBayandthisfhctprOVeSthebeglnnlngOfitsdip10maticinterchangewiththeChinese
．

continent・Onthisseal，itwaswrittenthattheEmperOrOfHanrecognlZeStheRegentofthepolityas
・

theRegentofNakoku・

The102ndexcavati0ninvestigationwasexecutedbefbrethecommercefacilityconstructiononthe

archaeOloglcalsite．TheFukuokaCityBoardofEducatiOntOokaprlmaryrOleinthisprq］ectregarding

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

administrativecontrolandacademicguidance．OkasanLivicC0．，thearchaeol0glcalresearchsection
．

wasinchargeoftheactualexcavation，thematerialOrganization，andthereportonthisinvestlgation．

WehavediscoveredtheremainsofwellsfrOmthelatterpartoftheYayoiperiod（lateA．D．3rd

century）totheKofunperiod（aroundA・D．6thcentury）・Thisevidenceindicatesthepossibilityof

theexistenceofdwellingclustersandthatthisplaceprovideddrinkingwatertothepeople．Many

unglazedearthenwarepotswerefoundinthesewellsaswellaswoOdenagrlculturalimplements．

Wehavea1soidentinedasidegutterofagOVernmentalroadwhichwasmadearoundA・D．8th

century．weunderstandthatthisisasidegutterofanimportantroadwhichrunsstraight丘omthe

KinaidistrictwhichhadthecentralgovernmenttoDazaifuwhichruledKyushu・Infhct，thereshould

bean0thersidegutterontheeastparalleltOtheonewehavefbund．Unfbrtunately，1tislocatedoutside

ofthisinvestlgationareasothatweareunabletodetectitsposition．However，therewereseveralparts

ofthesimilarsideguttersfbundinthepastontheextensionofthissidegutterofgovemmentalroad

line．Accordingtootherexcavationreports，theroadwidthwasaboutllm．Theroadwasprobably

verylongandmassive．ItisunderstoodthatthisroadsystemwasanimitatiOnOfHan，sroadsystem．

Surely，thiswasagreatandprestlglOuSnationalundertakingatthattime．Stationsweresituated
．　　　．

at且xeddistancesandseveralhouseswerealwaysreadyfbranemergencycontact・Thus，itwas

incrediblylivelywithVIPsfromChinaandKoreaincludingacontacttothecapita1．

FukuokacitylS10catedneartheChinesecontinentsinceancienttimesandhasalwaysbeen

influencedbytheEastAsianpoliticalsituation．Ihopethatinternationalinterchangedeepensthrough

theburiedculturalpropertieswiththewideviewbasedonourhistory・

Thkashi Horizono
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